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Ⅰ 調査概要 
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Ⅰ 調査概要 

１ 調査目的 

本調査は、青少年を取り巻く状況や社会問題について、青少年と保護者を対象に意識調査 

を行い、現状の県民意識や行政に対するニーズを把握するとともに、新たな｢岡山県子ども・若 

者育成支援計画｣策定のための基礎資料を得ることを目的に実施しました。 

 

２ 調査対象者 

県内在住の小学校５年生から高校３年生までの青少年、その保護者 

 

３ 調査期間 

令和２年７月～８月 

 

４ 調査方法 

青少年：学校で調査票を配付・回収 

保護者：学校で調査票を配付、郵便による回収 

 

５ 回収結果 

（１）配 付 数 

 ① 青少年：2,438 人 ② 保護者：2,436 人 

（２）有効回収数（率） 

 ① 青少年：2,371 人（97.3％） ② 保護者：1,298 人（53.3％） 

 

＜青少年＞回収状況            ＜保護者＞回収状況 

学校種別 配付数 回収数 回収率  学校種別 配付数 回収数 回収率 

小学生 745 738 99.1％ 小学生 745 385 51.7％ 

中学生 813 780 95.9％ 中学生 816 408 50.0％ 

高校生 880 853 96.9％ 高校生 875 505 57.7％ 

計 2,438 2,371 97.3％ 計 2,436 1,298 53.3％ 

 

  ＜県民局別＞回収状況 

県民局別 
青少年 保護者 

小学生 中学生 高校生 計 小学生 中学生 高校生 計 

備前局 352 366 344 1,062 181 175 219 575 

備中局 302 332 277 911 164 182 175 521 

美作局 84 82 232 398 40 51 111 202 

計 738 780 853 2,371 385 408 505 1,298 

 

  

注：保護者の学校種別は子どもが在籍する学校種別により区分しています。 
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６ 調査結果の見方 

・報告書中の「n=」とあるのはパーセントを計算するときの母数となるサンプル数（回答者数）

を示しています。 

・算出されたパーセントは小数第二位を四捨五入して、小数第一位までの表示としているため、

その合計が必ずしも 100.0％にならない場合もあります。また、複数回答で質問している調

査項目においては、その合計は 100.0％を超えます。 

・文字数が多い選択肢については、意味を損なわない程度に選択肢を省略しているものがあり

ます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 青少年編 
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Ⅱ-１ 属性 

（１）学校種別 

 小学生 中学生 高校生 合計 

回答数（人） 738 780 853 2,371 

割 合（％） 31.1 32.9 36.0 100.0 

 

（２）地域別 

 備前県民局 備中県民局 美作県民局 合計 

回答数（人） 1,062 911 398 2,371 

割 合（％） 44.8 38.4 16.8 100.0 

 

（３）同居している人＜問１＞（複数回答） 

 父 母 
兄弟・
姉妹 

祖父 祖母 

叔父、
叔母、
その他
の親戚 

その他
の人 

無回答 合計 

回答数（人） 2,025 2,285 1,975 426 589 68 45 8 2,371 

割 合（％） 85.4 96.4 83.3 18.0 24.8 2.9 1.9 0.3 100.0 
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Ⅱ－２ 調査結果 

１ 朝食について 

 

 

朝食の摂取状況について、「毎日食べている」との回答が 78.4％と最も高く、次いで「だいたい

食べている」（13.7％）、「あまり食べていない」（5.2％）などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「毎日食べている」との回答は小学生が高く、小学生、中学生、高校生と上が

るにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 朝食の摂取状況（経年比較・学校種別・地域別）】 
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問２ あなたは、朝食を食べていますか。《○は１つ》 



5 

 

51.2 

79.1 

73.6 

10.0 

15.1 

2.0 

1.3 

4.8 

0.5 

43.2 

75.7 

69.5 

10.5 

16.6 

1.8 

1.6 

6.1 

0.8 

0 20 40 60 80 100

父

母

兄弟・姉妹

祖父

祖母

おじさん、おばさん、
その他の親せき

その他の人

一緒に食べる人がいない

無回答

(%)

54.2 

83.1 

80.4 

11.1 

16.9 

2.2 

1.5 

2.3 

0.1 

50.8 

80.3 

76.8 

11.4 

17.1 

2.4 

0.6 

3.6 

0.8 

49.1 

74.6 

64.7 

7.6 

11.6 

1.5 

1.9 

8.0 

0.5 

0 20 40 60 80 100

(%)

46.4 

79.4 

73.4 

8.6 

12.7 

1.5 

1.4 

4.9 

0.3 

54.8 

79.1 

75.0 

10.5 

15.9 

2.6 

0.7 

4.5 

0.8 

56.0 

78.1 

70.9 

12.3 

19.3 

2.0 

2.8 

5.0 

0.3 

0 20 40 60 80 100
(%)

小学生

(n=738)

中学生

(n=780)

高校生

(n=853)

令和2年度

(n=2,371)

平成27年度

(n=2,465)

備前地域

(n=1,062)

備中地域

(n=911)

美作地域

(n=398)

２ 夕食について 

 

 

夕食を共に食べる人について、「母」との回答が 79.1％と最も高く、次いで「兄弟・姉妹」（73.6％）、

「父」（51.2％）などの順となっている。 

経年比較すると、「父」との回答は今回調査が前回調査を 8.0 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、「父」、「母」、「兄弟・姉妹」との回答は小学生で高く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「父」との回答は備前地域で他の地域に比べやや低くなっている。 

 

【図表 夕食を共に食べる人（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問３ あなたは、誰と一緒に夕食を食べることが多いですか。《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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３ 就寝時間について 

 

 

平日の就寝時間について、「午後 11 時～午前０時」との回答が 27.8％と最も高く、次いで「午後

10 時～11時」（26.5％）、「午後９時～10 時」（22.6％）、「午前０時以降」（19.8％）などの順となっ

ている。 

経年比較すると、「午後９時～10時」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増

加傾向にある。 

学校種別にみると、小学生は「午後９時～10 時」、中学生は「午後 10 時～11 時」、高校生は「午

後 11 時～午前０時」が最も高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて就寝時間が遅くなっ

ている。 

地域別にみると、「午後 11 時～午前０時」との回答が美作地域で３割台半ばと他の地域に比べや

や高くなっている。 

 

【図表 平日の就寝時間（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問４ あなたは、平日（翌日に学校がある日）は何時頃に寝ていますか。《○は１つ》 
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４ 深夜の外出について 

 

 

 

① 保護者以外の人との深夜の外出 

１人で、または友だちなど保護者以外の人との深夜の外出について、『ある』（「よくある」と「時々

ある」を合わせた割合）との回答が 4.1％、『ない』（「まったくない」と「あまりない」を合わせた

割合）との回答が 92.7％となっている。 

経年比較すると、『ある』との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて減少傾向にあ

る。 

学校種別にみると、『ある』との回答は小学生で低く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて

やや高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 保護者以外の人との深夜の外出（経年比較・学校種別・地域別）】 
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② 保護者の人との深夜の外出 

保護者の人との深夜の外出について、『ある』との回答が 10.2％、『ない』との回答が 86.3％と

なっている。 

経年比較すると、「まったくない」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加

傾向にある。 

学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 保護者の人との深夜の外出（経年比較・学校種別・地域別）】 
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５ 平日に費やす時間について 

 

 

 

① 学校の授業以外で勉強する時間（家での学習、塾、家庭教師など） 

学校の授業以外で勉強する時間について、「１時間～１時間半未満」との回答が 20.9％と最も高

く、次いで「30 分～１時間未満」（18.4％）、「１時間半～２時間未満」（17.8％）などの順となって

いる。 

経年比較すると、「しない」、「30分未満」との回答は減少傾向、「１時間～１時間半未満」、「１時

間半～２時間未満」、「２時間～３時間未満」との回答は増加傾向にある。 

学校種別にみると、「しない」、「30分未満」との回答は高校生、「30 分～１時間未満」、「１時間～

１時間半未満」との回答は小学生、「１時間半～２時間未満」との回答は中学生、「２時間～３時間

未満」との回答は中学生、高校生が高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 学校の授業以外で勉強する時間（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問６ あなたが、平日（学校がある日）に次のことをしている時間（１日平均）は、どれくらい
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② テレビやＤＶＤ、録画映像を見る時間 

テレビやＤＶＤ、録画映像を見る時間について、「30 分～１時間未満」との回答が 18.4％と最も

高く、次いで「１時間～１時間半未満」（18.1％）、「30 分未満」（17.0％）などの順となっている。 

経年比較すると、「見ない」、「30分未満」との回答は増加傾向、『２時間以上』（「２時間～３時間

半未満」、「３時間～４時間半未満」、「４時間以上」を合わせた割合）との回答は減少傾向にある。 

学校種別にみると、「見ない」、「30 分未満」との回答は高校生が高く、小学生、中学生、高校生

と上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 テレビやＤＶＤ、録画映像を見る時間（経年比較・学校種別・地域別）】 
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③ ゲーム（スマホやゲーム機器を使ったオンラインゲームを含む）をする時間 

ゲームをする時間について、「しない」との回答が 19.1％と最も高く、次いで「１時間～１時間

半未満」（14.1％）、「30分～１時間未満」（14.0％）などの順となっている。 

経年比較すると、「しない」との回答は平成 22年度調査から令和２年度調査にかけて減少傾向に

ある。 

学校種別にみると、「しない」との回答は高校生で最も高く、小学生、中学生、高校生と上がるに

つれて高くなっている。 

地域別にみると、「しない」との回答は備中地域で１割台半ばと他の地域に比べ低くなっている。 

 

【図表 ゲームをする時間（経年比較・学校種別・地域別）】 
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＜問６ 平日の就寝時間との関係＞ 

ゲームをする時間について、平日の就寝時間別にみると、「しない」との回答は就寝時間が午後

９時より前の青少年、午前０時以降の青少年で２割台半ば、「30分～１時間未満」との回答は就寝

時間が午後９時～10 時の青少年で約２割と高くなっている。また、『２時間以上』との回答は就寝

時間が午前０時以降の青少年で高く、就寝時間が遅くなるにつれてゲームをする時間が長くなっ

ている。 

 

【図表 ゲームをする時間（平日の就寝時間別）】 
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しない 30分未満 30分～１時間未満

１時間～１時間半未満 １時間半～２時間未満 ２時間～３時間未満

３時間～４時間未満 ４時間以上 無回答

＜問６ 平日の就寝時間との関係：学校種別＞ 

ゲームをする時間について、平日の就寝時間別に学校種別でみると、小学生では、「しない」と

の回答が「就寝時間が午後９時より前」の青少年で２割台半ば、中学生では、「４時間以上」との

回答が「就寝時間が午前０時以降」の青少年で約２割と高く、就寝時間が遅くなるにつれてゲー

ムをする時間が長くなる傾向がみられる。高校生では、『２時間以上』との回答が「就寝時間が午

前０時以降」の青少年で高くなっている。 

 

【図表 ゲームをする時間（平日の就寝時間別×学校種別）】 
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④ ゲーム以外でスマホやインターネット(動画視聴や LINE などの SNS を含む）をする時間 

ゲーム以外でスマホやインターネットをする時間について、「30 分～１時間未満」との回答が

17.4％と最も高く、次いで「30 分未満」（16.6％）、「１時間～１時間半未満」（14.6％）などの順と

なっている。 

経年比較すると、「見ない・しない」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて減

少傾向にある。 

学校種別にみると、「見ない・しない」、「30 分未満」との回答は小学生で最も高く、小学生、中

学生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「見ない・しない」、「30 分未満」との回答は備前地域、「２時間～３時間未満」

との回答は美作地域で高くなっている。 

 

【図表 ゲーム以外でスマホやインターネットをする時間（経年比較・学校種別・地域別）】 
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＜問６ 平日の就寝時間との関係＞ 

ゲーム以外でスマホやインターネットをする時間について、平日の就寝時間別にみると、「見な

い・しない」との回答は就寝時間が午後９時より前の青少年で約４割と最も高く、就寝時間が遅く

なるにつれてゲーム以外でスマホやインターネットをする時間が長くなる傾向がみられる。 

 

【図表 ゲーム以外でスマホやインターネットをする時間（平日の就寝時間別）】 
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＜問６ 平日の就寝時間との関係：学校種別＞ 

ゲーム以外でスマホやインターネットをする時間について、平日の就寝時間別に学校種別でみ

ると、小学生では、「就寝時間が午後９時より前」の青少年で「見ない・しない」との回答が約５

割と高く、就寝時間が遅くなるにつれてゲーム以外でスマホやインターネットをする時間が長く

なっている。中学生では、「就寝時間が午後９時～10 時」の青少年で「30 分未満」との回答が約

３割、「就寝時間が午前０時以降」の青少年で「２時間～３時間未満」との回答が２割超と高くな

っている。高校生では、「就寝時間が午後 10 時～11 時」の青少年で「１時間～１時間半未満」と

の回答が約３割となっている。 

 

【図表 ゲーム以外でスマホやインターネットをする時間（平日の就寝時間別×学校種別）】 

  

小
学
生 

高
校
生 

中
学
生 

見ない・しない 30分未満 30分～１時間未満

１時間～１時間半未満 １時間半～２時間未満 ２時間～３時間未満

３時間～４時間未満 ４時間以上 無回答
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テレビやゲーム、インターネットなどを１人でするかどうかについて、「はい」との回答が 64.9％、

「いいえ」との回答が 33.6％となっている。 

経年比較すると、「はい」との回答は今回調査が前回調査を 5.3 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、「はい」との回答は高校生で高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて

高くなっている。 

地域別にみると、「はい」との回答は美作地域でやや低くなっている。 

 

【図表 テレビやゲーム、インターネットなどを１人でするか（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

（問６の②～④で「８. ４時間以上」に○がついた人だけお答えください。） 

問６－１ 自分の部屋などで１人きりでしていますか。《○は１つ》 

（オンライン上では友だちとつながっていても、「１．はい」と答えてください） 

64.9 

59.6 

59.4 

49.5 

68.5 

75.9 

69.7 

62.9 

57.4 

33.6 

37.8 

39.0 

49.5 

29.0 

23.1 

28.9 

35.7 

40.7 

1.5 

2.6 

1.6 

0.9 

2.4 

0.9 

1.4 

1.4 

1.9 

はい いいえ 無回答

令和２年度
(n=339)

平成27年度
(n=381)

平成22年度
(n=451)

小学生
(n=107)

中学生
(n=124)

高校生
(n=108)

備前地域
(n=142)

備中地域
(n=143)

美作地域
(n=54)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 
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６ 家庭での生活について 

 

 

① 家庭での生活は楽しい 

家庭での生活は楽しいかどうかついて、楽しいと『思う』（「そう思う」と「ややそう思う」を合

わせた割合）との回答が 89.7％、『思わない』（「まったくそう思わない」と「あまりそう思わない」

を合わせた割合）との回答が 8.0％となっている。 

経年比較すると、「そう思う」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾向

にある。 

学校種別にみると、「そう思う」との回答は小学生で高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつ

れて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 家庭での生活は楽しい（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問７ あなたの家庭についておたずねします。《○は①～⑤それぞれ１つずつ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

66.4 

61.0 

56.0 

74.4 

65.4 

60.5 

66.7 

65.9 

67.1 

23.3 

25.1 

30.4 

18.7 

22.2 

28.4 

23.8 

22.6 

23.6 

6.1 

8.4 

10.1 

4.3 

6.5 
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4.5 
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1.4 
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0.6 
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0.3 

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答

令和２年度
(n=2,371)

平成27年度
(n=2,465)

平成22年度
(n=2,289)

小学生
(n=738)

中学生
(n=780)

高校生
(n=853)

備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
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『思う』 『思わない』 
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70.5 

53.7 

41.1 

61.1 

21.5 

29.6 

37.1 

20.4 

4.6 

11.1 

12.9 

11.1 

1.4 

3.4 

4.8 

5.6 

1.5 

1.9 

4.0 

1.9 

0.6 

0.3 

0.0 0.0 

毎日食べている
(n=1,858)

だいたい食べている
(n=324)

あまり食べていない
(n=124)

まったく食べていない
(n=54)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答

＜問７ 朝食の摂取状況との関係＞ 

家庭での生活は楽しいかどうかについて、朝食の摂取状況別にみると、朝食を毎日食べている青

少年は『思う』との回答が９割超と高くなっている。 

 

【図表 家庭での生活は楽しい（朝食の摂取状況別）】 

  
『思う』 『思わない』 
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② 家庭でのしつけや注意は厳しい 

家庭でのしつけや注意は厳しいかどうかについて、厳しいと『思う』との回答が 35.4％、『思わ

ない』との回答が 58.1％となっている。 

経年比較すると、『思う』との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて減少傾向にあ

る。 

学校種別にみると、『思う』との回答は高校生で約３割と低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 家庭でのしつけや注意は厳しい（経年比較・学校種別・地域別）】 
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4.8 
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1.1 

2.0 

1.1 
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0.5 

令和２年度
(n=2,371)

平成27年度
(n=2,465)

平成22年度
(n=2,289)

小学生
(n=738)

中学生
(n=780)
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(n=853)

備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答

『思う』 『思わない』 
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(n=124)

まったく食べていない
(n=54)

(%)
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答

＜問７ 朝食の摂取状況との関係＞ 

家庭でのしつけや注意は厳しいかどうかについて、朝食の摂取状況別にみると、朝食を毎日食

べている青少年、だいたい食べている青少年で『思う』との回答が３割台半ばから約４割と高く

なっている。 

 

【図表 家庭でのしつけや注意は厳しい（朝食の摂取状況別）】 

  

『思う』 『思わない』 
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③ 親など大人からたたかれることがある 

親など大人からたたかれることがあるかどうかについて、たたかれることがあると『思う』との

回答が 10.3％、『思わない』との回答が 82.7％となっている。 

学校種別にみると、『思わない』との回答は高校生で約９割と高く、小学生、中学生、高校生と上

がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 親など大人からたたかれることがある（学校種別・地域別）】 
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14.6 

13.2 

13.4 

13.4 

13.7 

14.6 
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令和２年度
(n=2,371)

小学生
(n=738)

中学生
(n=780)

高校生
(n=853)

備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答
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校
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地
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『思う』 『思わない』 



23 

 

④ 家に帰りたくない 

家に帰りたくないと思うかどうかについて、帰りたくないと『思う』との回答が 6.2％、『思わな

い』との回答が 86.8％となっている。 

経年比較すると、『思う』との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて減少傾向にあ

る。 

学校種別にみると、『思う』との回答は小学生でやや低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 家に帰りたくない（経年比較・学校種別・地域別）】 
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備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う あまりそう思わない
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⑤ 保護者とよく話をする 

保護者とよく話をするかどうかについて、話をよくすると『思う』との回答が 87.5％、『思わな

い』との回答が 8.9％となっている。 

経年比較すると、「そう思う」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾向

にある。 

学校種別にみると、「そう思う」との回答は小学生で高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつ

れて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 保護者とよく話をする（経年比較・学校種別・地域別）】 
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備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う あまりそう思わない
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保護者と話をしない理由について、「めんどうくさい」との回答が 53.1％と最も高く、次いで「話

題がない」（44.1％）、「気持ちをわかってもらえない」（28.9％）などの順となっている。 

経年比較すると、「話題がない」との回答は今回調査が平成 22 年度調査を 9.3 ポイント、平成 27

年度調査を 10.5 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、「めんどうくさい」との回答は中学生、高校生で高くなっている。 

地域別にみると、「めんどうくさい」との回答は備前地域で高くなっている。 

 

【図表 保護者と話をしない理由（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

（問７の⑤で「３．あまりそう思わない」または「４．まったくそう思わない」に○がついた人

だけお答えください。） 

問７－１ あなたが、保護者と話をしないのはなぜですか。《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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７ 地域活動について 

 

 

 

地域活動の参加状況について、「お祭りなどの地域の行事」との回答が 51.8％と最も高く、次い

で「清掃・廃品回収」（25.7％）、「子ども会・町内会行事」（21.7％）などの順となっている。また

「参加したことがない」との回答は 25.6％となっている。 

経年比較すると、「お祭りなどの地域の行事」、「子ども会・町内会行事」、「清掃・廃品回収」との

回答は今回調査が平成 27 年度調査を 5.0 ポイント以上下回っている。一方「参加したことがない」

との回答は今回調査が平成 22 年度調査を 5.9 ポイント、平成 27 年度調査を 8.6 ポイント上回って

いる。 

学校種別にみると、「子ども会・町内会行事」、「清掃・廃品回収」との回答は小学生で高く、中学

生、高校生を 10.0 ポイント以上上回っている。また、「参加したことがない」との回答は高校生で

高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、「子ども会・町内会行事」、「清掃・廃品回収」との回答は備前地域で他の地域に

比べやや高くなっている。 

 

【図表 地域活動の参加状況（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問８ あなたは、最近１年間で次のような地域の活動に参加したことがありますか。 

《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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よく活動している 時々活動している

あまり活動していない
今はしていないが、

以前活動していた

まったく活動したことがない 無回答

 

 

 

ボランティア活動の状況について、「今はしていないが、以前活動していた」との回答が 25.1％

と最も高く、次いで「時々活動している」（22.7％）、「あまり活動していない」（20.5％）などの順

となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「今はしていないが、以前活動していた」との回答は高校生で約３割、「まっ

たく活動したことがない」との回答は中学生で２割台半ばと高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 ボランティア活動の状況（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問９ あなたは、ボランティア活動をしていますか。《○は１つ》 

※小学生にはない設問 
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2.9 
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22.7 
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20.5 
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保護者
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(%)
0 20 40 60 80 100

よく活動している 時々活動している

あまり活動していない
今はしていないが、

以前活動していた

まったく活動したことがない 無回答

＜問９ 青少年と保護者の比較＞ 

ボランティア活動の状況について、青少年・保護者別にみると、「時々活動している」との回答

は青少年（22.7％）が保護者（14.3％）を 8.4 ポイント、「今はしていないが、以前活動してい

た」との回答は青少年（25.1％）が保護者（17.7％）を 7.4 ポイント上回っている。一方「あま

り活動していない」との回答は青少年（20.5％）が保護者（28.7％）を 8.2 ポイント、「まったく

活動したことがない」との回答は青少年（19.9％）が保護者（30.4％）を 10.5 ポイント下回って

いる。 

 

【図表 ボランティア活動の状況（青少年・保護者別）】 
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(%)
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平成22年度
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(n=236)
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地域活動やボランティア活動に参加しない理由について、「活動の情報がない」との回答が 32.4％

と最も高く、次いで「活動の時間がない」（29.8％）、「興味・関心がない」（20.9％）などの順とな

っている。 

経年比較すると、「興味・関心がない」との回答は今回調査が平成 22 年度調査を 8.0 ポイント、

平成 27 年度調査を 6.5 ポイント下回っており、平成 22 年度から令和２年度にかけて減少傾向にあ

る。 

学校種別にみると、「活動の時間がない」との回答は高校生が中学生を 7.1 ポイント上回ってい

る。一方「特に理由はない」との回答は中学生が高校生を 6.5 ポイント上回っている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 地域活動やボランティア活動に参加しない理由（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

（問８で「８．参加したことがない」、または問９で「５．まったく活動したことがない」 

に○がついた人だけお答えください。） 

問１０ あなたが、地域活動やボランティア活動に参加しないのは、なぜですか。 

《○は３つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 

※小学生にはない設問 
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(%)

青少年
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＜問 10 青少年と保護者の比較＞ 

地域活動やボランティア活動に参加しない理由について、青少年・保護者別にみると、「活動の情

報がない」との回答は青少年（32.4％）が保護者（25.1％）を 7.3 ポイント、「興味・関心がない」

との回答は青少年（20.9％）が保護者（12.8％）を 8.1 ポイント上回っている。一方「活動の時間

がない」との回答は青少年（29.8％）が保護者（46.5％）を 16.7 ポイント下回っている。 

 

【図表 地域活動やボランティア活動に参加しない理由（青少年・保護者別）】 
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８ 近所の人とのかかわりについて 

 

 

 

近所の人とのかかわりの程度について、「自分からあいさつする」との回答が 52.9％と最も高く、

次いで「あいさつしてくれれば返す」（30.8％）、「あいさつ以上の会話をすることがある」（7.3％）

などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「自分からあいさつする」との回答は中学生で約６割、「あいさつしてくれれ

ば返す」との回答は高校生で３割台半ばと高くなっている。 

地域別にみると、「自分からあいさつする」との回答は美作地域で約６割と高くなっている。 

 

【図表 近所の人とのかかわりの程度（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問１１ あなたは、近所（同じ町内会）の人とのかかわりはどの程度ですか。《○は１つ》 
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９ 相談相手について 

 

 

心配事や悩みの相談相手について、「友だち」との回答が 55.5％と最も高く、次いで「母」（52.6％）、

「父」（20.6％）などの順となっている。 

経年比較すると、「母」との回答は平成22年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾向にある。 

 学校種別にみると、「友だち」との回答は高校生で 69.2％と高く、小学生、中学生、高校生と上

がるにつれて高くなっている。 

 地域別にみると、大きな差はみられない。 

【図表 心配事や悩みの相談相手（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

 

  

問１２ あなたの、心配事や悩みの相談相手は誰ですか。《○は３つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 
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10 自分自身の性格について 

 

 

 

① きまりやルールをきちんと守るほうだ 

きまりやルールをきちんと守るほうだと思うかどうかについて、『思う』との回答が 89.1％、『思

わない』との回答が 10.1％となっている。 

経年比較すると、『思う』との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾向にあ

る。 

学校種別にみると、『思う』との回答は高校生で９割超と高く、小学生、中学生、高校生と上がる

につれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 きまりやルールをきちんと守るほうだ（経年比較・学校種別・地域別）】 
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答

② どんなことでも積極的なほうだ 

どんなことでも積極的なほうだと思うかどうかについて、『思う』との回答が 60.9％、『思わない』

との回答が 38.2％となっている。 

経年比較すると、『思う』との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾向にあ

る。 

学校種別にみると、『思う』との回答は小学生で６割台半ばと高く、小学生、中学生、高校生と上

がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 どんなことでも積極的なほうだ（経年比較・学校種別・地域別）】 
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③ キレやすい 

キレやすいと思うかどうかについて、『思う』との回答が 39.9％、『思わない』との回答が 59.1％

となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、『思う』との回答は小学生で４割台半ばと高く、小学生、中学生、高校生と上

がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 キレやすい（経年比較・学校種別・地域別）】 
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１時間半～２時間未満
(n=327)

２時間～３時間未満
(n=273)

３時間～４時間未満
(n=119)

４時間以上
(n=203)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない 無回答

＜問 13 ゲームをする時間との関係＞ 

キレやすいと思うかどうかについて、ゲームをする時間別でみると、ゲームをする時間が３時

間以上の青少年は『思う』との回答が５割台と高くなっている。 

 

【図表 キレやすい（ゲームをする時間別）】 

 

  

『思う』 『思わない』 
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④ つまらないことですぐに落ちこむ 

つまらないことですぐに落ち込むと思うかどうかについて、『思う』との回答が 44.0％、『思わな

い』との回答が 54.6％となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、『思う』との回答は高校生で５割台半ばと高く、小学生、中学生、高校生と上

がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 つまらないことですぐに落ちこむ（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑤ 人とつきあうのが苦手だ 

人とつきあうのが苦手だと思うかどうかについて、『思う』との回答が 33.1％、『思わない』との

回答が 65.9％となっている。 

経年比較すると、『思う』との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけてやや減少傾向

にある。 

学校種別にみると、『思う』との回答は高校生で４割超と高く、小学生、中学生、高校生と上がる

につれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 人とつきあうのが苦手だ（経年比較・学校種別・地域別）】 
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(%)
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0.0

0.0

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない 無回答

＜問 13 ゲーム以外でのインターネットをする時間との関係＞ 

人とつきあうのが苦手だと思うかどうかについて、ゲーム以外でのインターネットをする時間

別にみると、『思う』との回答は４時間以上ゲーム以外でのインターネットをする青少年で４割台

半ばと高くなっている。 

 

【図表 人とつきあうのが苦手だ（ゲーム以外でのインターネットをする時間別）】 

  

『思う』 『思わない』 
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⑥ 自信を持ってやれることがない 

自信を持ってやれることがないと思うかどうかについて、『思う』との回答が 37.2％、『思わない』

との回答が 62.0％となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、『思う』との回答は高校生で４割台半ばと高く、小学生、中学生、高校生と上

がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 自信を持ってやれることがない（経年比較・学校種別・地域別）】 
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11 大人の悪いところについて 

 

 

 

 

大人の悪いところについて、「自分の間違いを素直に認めない」との回答が 45.7％と最も高く、

次いで「自己中心的で怒りやすい」（39.2％）、「法律違反をしても罪の意識がない」（39.0％）など

の順となっている。 

経年比較すると、「子どもが悪いことをしてもしからない」との回答は今回調査が平成 22年度調

査を 9.3 ポイント下回っており減少傾向にある。 

学校種別にみると、「自分の間違いを素直に認めない」との回答は高校生が中学生を 7.7 ポイン

ト上回っている。一方「歩きスマホや長時間利用など、スマホ等の使い方が悪い」との回答は中学

生が高校生を 14.6 ポイント上回っている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

  

問１４ あなたが、今の大人を見て、悪いと思うところはどんなところですか。 

《○はいくつでも》 

※小学生にはない設問 
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けじめがなく、マナーが悪い

子どもが悪いことをしても
しからない

夢や希望を持って
生きていない

大人としての責任感がない

法律違反をしても
罪の意識がない

自己中心的で怒りやすい

お金や仕事のことばかり
考えている

子どもの話を聞かず、
自分の考えを押しつける

子どもを信用しない

自分の間違いを
素直に認めない

外見だけで子どもを判断する

歩きスマホや長時間利用など、
スマホ等の使い方が悪い

その他

特に悪いとは思わない

無回答
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33.0 

25.1 
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39.9 

35.1 

18.6 
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22.5 
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30.5 

24.5 

6.9 

15.8 

1.5 

34.4 
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10.8 
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38.9 
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18.2 

40.8 

22.9 

46.5 

36.3 

19.7 

3.8 

14.6 

1.3 

0 20 40 60
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令和2年度

(n=1,633)

平成27年度

(n=1,741)

平成22年度

(n=1,615)

中学生

(n=780)

高校生

(n=853)

備前地域

(n=710)

備中地域

(n=609)

美作地域

(n=314)

【図表 大人の悪いところ（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

平成 22 年度・平成 27 年度にはない選択肢 

経年比較 学校種別 地域別 
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12 将来の夢について 

 

 

 

将来の夢について、「希望する職業につきたい」との回答が 62.0％と最も高く、次いで「好きな

ことをしながら生活したい」（55.4％）、「思いやりのあるやさしい人になりたい」（49.3％）、「家族

や周りの人たちと、楽しく暮らしたい」（46.7％）などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「希望する職業につきたい」、「好きなことをしながら生活したい」、「お金や

名誉より、安定した生活をしたい」との回答は高校生で高く、小学生、中学生、高校生と上がるに

つれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 将来の夢（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問１５ あなたは、将来にどのような夢を持っていますか。《○はいくつでも》 

62.0 

34.6 

55.4 

25.4 

7.8 

21.8 

31.5 

49.3 

46.7 

3.6 

6.4 

1.0 

63.9 

30.8 

50.3 

21.8 

9.0 

19.3 

29.0 

43.3 

40.2 

0.7 

5.4 

2.6 

64.7 

36.7 

56.9 

15.1 

10.5 

21.9 

32.1 

46.5 

46.7 

3.5 

5.5 

0.9 

0 20 40 60 80

希望する職業につきたい

自分の個性や才能を
のばしたい

好きなことをしながら
生活したい

社会のために役立ちたい

有名人になりたい

お金持ちになって
豊かな生活をしたい

お金や名誉より、
安定した生活をしたい

思いやりのある
やさしい人になりたい

家族や周りの人たちと、
楽しく暮らしたい

その他

夢は特にない

無回答
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13 住んでいる地域について 

 

 

 

住んでいる地域について、「好き」との回答が 67.4％、「嫌い」との回答が 3.2％、「どちらともい

えない」との回答が 28.5％となっている。 

経年比較すると、「嫌い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけてやや減少傾向

にある。 

学校種別にみると、「好き」との回答は小学生で７割台半ばと高くなっている。 

地域別にみると、「好き」との回答は備中地域で約７割とやや高くなっている。 

 

【図表 住んでいる地域が好きか（経年比較・学校種別・地域別）】 
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岡山県が将来どのような県になってほしいかについて、「災害や犯罪などが少ない安全な県」と

の回答が 57.4％と最も高く、次いで「空気や水がきれいで、自然が豊かな県」（42.4％）、「趣味や

スポーツを気軽に楽しめる県」（39.0％）などの順となっている。 

経年比較すると、「災害や犯罪などが少ない安全な県」との回答は今回調査が平成 22 年度調査を

12.6 ポイント、平成 27年度調査を 7.8 ポイント上回っており、平成 22年度調査から令和２年度調

査にかけて増加傾向にある。 

学校種別にみると、「ゴミのリサイクルが進み環境にやさしい県」、「災害や犯罪などが少ない安

全な県」、「空気や水がきれいで、自然が豊かな県」との回答は中学生が高校生を 10.0 ポイント以

上上回っている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 岡山県が将来どのような県になってほしいか（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問１７ あなたは、岡山県が将来どのような県になってほしいと思いますか。《○は３つまで》 
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※小学生にはない設問 

※平成 22 年度・平成 27 年度にはない選択肢 

令和2年度

(n=1,633)

平成27年度

(n=1,741)

平成22年度

(n=1,615)

備前地域

(n=710)

備中地域

(n=609)

美作地域

(n=314)

中学生

(n=780)

高校生

(n=853)
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39.1 

50.6 

21.1 

24.0 

37.7 

17.9 

21.0 

14.9 

21.3 

19.5 

17.8 

2.0 

13.2 

2.6 

42.5 

42.3 

32.1 

23.4 

36.3 

20.5 

18.2 

14.3 

19.2 

15.9 

15.3 

1.5 

12.7 

2.9 

46.2 

42.5 

26.9 

22.0 

39.0 

23.6 

25.1 

14.9 

21.2 

19.0 

19.3 

2.6 

10.0 

2.0 

0 20 40 60 80

進学のこと

将来の仕事のこと

クラブ活動のこと

家族のこと

友だちのこと

好きな人のこと

お金のこと

社会のこと

自分の性格のこと

自分の顔や体型のこと

自分の健康のこと

その他

特にない

無回答

(%)

19.8 

36.2 

17.9 

26.3 

29.7 

12.2 

11.2 

13.6 

13.7 

9.2 

14.6 

2.3 

21.8 

4.6 

46.2 

51.7 

27.7 

27.1 

44.1 

20.9 

22.4 

16.9 

24.9 

19.9 

21.4 

2.7 

9.4 

2.7 

49.4 

62.1 

17.9 

19.2 

38.8 

20.2 

28.1 

14.3 

24.6 

28.1 

17.1 

1.1 

9.1 

0.8 

0 20 40 60 80
(%)

40.3 

49.9 

21.5 

27.3 

40.2 

17.6 

19.5 

14.1 

23.2 

19.6 

18.5 

2.4 

12.5 

3.5 

34.9 

48.5 

21.5 

21.2 

35.8 

17.5 

21.6 

16.2 

18.7 

17.2 

17.1 

1.9 

14.2 

2.2 

45.5 

57.3 

19.3 

21.6 

35.4 

19.8 

23.6 

14.1 

22.4 

24.6 

17.3 

1.3 

12.6 

1.3 

0 20 40 60 80
(%)

令和2年度

(n=2,371)

平成27年度

(n=2,465)

平成22年度

(n=2,289)

小学生

(n=738)

中学生

(n=780)

高校生

(n=853)

備前地域

(n=1,062)

備中地域

(n=911)

美作地域

(n=398)

14 関心のあることについて 

 

 

関心のあることについて、「将来の仕事のこと」との回答が 50.6％と最も高く、次いで「進学の

こと」（39.1％）、「友だちのこと」（37.7％）などの順となっている。 

経年比較すると、「将来の仕事のこと」との回答は今回調査が平成 22 年度調査、平成 27 年度調

査を 8.0 ポイント以上上回っている。一方「進学のこと」との回答は平成 22 年度調査から令和２

年度調査にかけてやや減少傾向にある。 

学校種別にみると、「進学のこと」、「将来の仕事のこと」との回答は高校生で高くなっている。 

地域別にみると、「進学のこと」、「将来の仕事のこと」との回答は美作地域、「友だちのこと」と

の回答は備前地域で他の地域に比べ高くなっている。 

 

【図表 関心のあること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問１８ あなたが関心のあることはどのようなことですか。《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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15 働くことについて 

 

 

 

将来したい仕事やつきたい職業について、「ある」との回答が 73.8％、「ない」との回答が 23.9％

となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「ある」との回答は中学生で７割超とやや低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 将来したい仕事やつきたい職業の有無（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問１９ あなたは、将来したい仕事やつきたい職業がありますか。《○は１つ》 

73.8 

77.8 

76.5 

76.8 

71.0 

73.6 

74.7 

73.4 

72.1 

23.9 

20.1 

22.0 

17.8 

27.7 

25.7 

23.1 

23.9 

25.9 

2.4 

2.1 

1.6 

5.4 

1.3 

0.7 

2.3 

2.6 

2.0 

ある ない 無回答

令和２年度
(n=2,371)

平成27年度
(n=2,465)

平成22年度
(n=2,289)

小学生
(n=738)

中学生
(n=780)

高校生
(n=853)

備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 
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働くことへの考えについて、「働くことは必要なことだ」との回答が 47.2％と最も高く、次いで

「働くことは楽しくてやりがいがある」（36.9％）、「働くことは仕方がないことだ」（7.5％）、「生活

できるなら働きたくない」（6.4％）の順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「働くことは楽しくてやりがいがある」との回答は中学生で４割台半ば、「働

くことは必要なことだ」との回答は高校生で５割超と高くなっている。 

地域別にみると、「働くことは楽しくてやりがいがある」との回答は備前地域で他の地域に比べ

やや高くなっている。 

 

【図表 働くことへの考え（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２０ あなたは、「働く」ということをどう思いますか。《○は１つ》 

36.9 

38.0 

33.9 

45.0 

29.4 

40.4 

34.0 

34.4 

47.2 

47.4 

51.8 

42.1 

51.9 

43.0 

50.1 

51.3 

7.5 

6.9 

9.2 

5.6 

9.3 

7.5 

8.0 

6.7 

6.4 

5.4 

4.1 

4.5 

8.2 

7.0 

5.7 

6.4 

2.0 

2.3 

1.1 

2.8 

1.2 

2.1 

2.1 

1.3 

働くことは楽しくてやりがいがある 働くことは必要なことだ

働くことは仕方がないことだ 生活できるなら働きたくない

無回答

令和２年度
(n=1,633)

平成27年度
(n=1,741)

平成22年度
(n=1,615)

中学生
(n=780)

高校生
(n=853)

備前地域
(n=710)

備中地域
(n=609)

美作地域
(n=314)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

※小学生にはない設問 
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42.6 

22.5 

46.5 

50.6 

4.9 

14.9 

4.7 

11.5 

1.4 

0.5 

ある
(n=1,182)

ない
(n=435)

(%)
0 20 40 60 80 100

働くことは楽しくてやりがいがある 働くことは必要なことだ

働くことは仕方がないことだ 生活できるなら働きたくない

無回答

＜問 20 将来なりたい職業の有無との関係＞ 

働くことへの考えについて、将来なりたい職業の有無別にみると、「働くことは楽しくてやりが

いがある」との回答は将来なりたい職業がある青少年（42.6％）がない青少年（22.5％）を 20.1

ポイント上回っている。一方「働くことは仕方がないことだ」との回答は将来なりたい職業がな

い青少年がある青少年を 10.0 ポイント上回っている。 

 

【図表 働くことへの考え（将来なりたい職業の有無別）】 
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職業を選ぶときに重視することについて、「自分の好きなことや特技が生かせる」との回答が

55.9％と最も高く、次いで「安定していて、長く続けられる」（49.1％）、「収入が多い」（39.6％）

などの順となっている。 

経年比較すると、「安定していて、長く続けられる」との回答は今回調査が前回調査を 6.7 ポイ

ント上回っている。 

学校種別にみると、「自分の好きなことや特技が生かせる」、「多くの人の役に立つ」との回答は中

学生が高校生を 7.0 ポイント以上上回っている。一方「安定していて、長く続けられる」との回答

は高校生が中学生を 6.2 ポイント上回っている。 

地域別にみると、「自分の好きなことや特技が生かせる」との回答は備前地域、「安定していて、

長く続けられる」との回答は美作地域で高くなっている。 

 

【図表 職業を選ぶときに重視すること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２１ あなたが職業を選ぶとき、特に大事だと思うことはどんなことですか。《○は２つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 

※小学生にはない設問 

39.6 

2.2 

55.9 

27.6 

8.6 

2.1 

9.6 

49.1 

1.8 

0.9 

35.7 

2.8 

56.8 

25.9 

7.2 

1.6 

5.9 

42.4 

0.8 

1.8 

34.2 

4.4 

57.2 

25.8 

2.0 

6.2 

48.0 

1.1 

1.0 

0 20 40 60 80

収入が多い

有名な会社である

自分の好きなことや
特技が生かせる

多くの人の役に立つ

他人に誇れる職業
（会社）である

独立して、
自分だけでできる

休みが多い

安定していて、
長く続けられる

その他

無回答

(%)

38.1 

2.1 

59.7 

32.7 

8.1 

1.7 

7.7 

45.9 

2.2 

1.3 

40.9 

2.3 

52.4 

23.0 

9.0 

2.6 

11.4 

52.1 

1.4 

0.6 

0 20 40 60 80
(%)

38.0 

2.1 

60.3 

29.4 

9.4 

2.7 

11.0 

44.8 

2.4 

1.0 

41.5 

2.6 

53.0 

26.4 

7.7 

2.0 

7.7 

51.2 

1.3 

0.8 

39.2 

1.6 

51.6 

25.8 

8.3 

1.3 

10.2 

54.8 

1.3 

1.0 

0 20 40 60 80
(%)

令和2年度

(n=1,633)

平成27年度

(n=1,741)

平成22年度

(n=1,615)

備前地域

(n=710)

備中地域

(n=609)

美作地域

(n=314)

※平成 22 年度にはない選択肢 

中学生

(n=780)

高校生

(n=853)
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16 不良行為等について 

 

 

 

不良行為等について、「とても悪い」との回答は「万引きをすること」、「薬物を使用すること」

で９割台半ばと高く、「制服を変形して着ること」、「スマホやインターネットを通じて知り合った

人と実際に会うこと」で３割台と低くなっている。 

 

【図表 不良行為等について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問２２ あなたは、次にあげたことを中学生や高校生が行うことについて、どう思いますか。 

《○は①～⑫それぞれ１つずつ》 

46.2 

89.5 

82.2 

95.4 

86.8 

86.4 

89.7 

40.2 

95.8 

33.6 

37.6 

53.5 

34.5 

6.2 

10.7 

1.5 

10.4 

9.7 

7.3 

37.2 

1.5 

40.2 

34.5 

27.9 

13.2 

1.5 

3.9 

0.3 

0.6 

1.5 

0.7 

15.5 

0.4 

18.3 

18.5 

11.0 

4.7 

1.6 

1.9 

1.1 

1.0 

1.1 

1.0 

5.4 

1.3 

7.0 

7.9 

6.6 

1.4 

1.3 

1.3 

1.6 

1.2 

1.2 

1.3 

1.6 

0.9 

0.9 

1.4 

1.1 

①学校をずる休みすること

②タバコを吸うこと

③酒を飲むこと

④万引きをすること

⑤友だちをいじめたり、
仲間はずれにすること

⑥他人に物やお金を
要求すること

⑦人に暴力をふるうこと

⑧深夜（午後11時以降）に
外出すること

⑨薬物を使用すること

⑩制服を変形して着ること

⑪スマホやインターネットを通じて
知り合った人と実際に会うこと

⑫スマホやインターネット、
雑誌などで有害情報を見ること

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=2,371)

※中・高校生のみ回答(n=1,633)

※中・高校生のみ回答(n=1,633)

※中・高校生のみ回答(n=1,633)

とても悪い やや悪い あまり悪くない

まったく悪くない 無回答
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① 学校をずる休みすること 

学校をずる休みすることについて、「とても悪い」との回答が 46.2％と最も高く、次いで「やや

悪い」（34.5％）、「あまり悪くない」（13.2％）、「まったく悪くない」（4.7％）の順となっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は今回調査が前回調査を 6.7 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は小学生で約７割と最も高く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「とても悪い」との回答は美作地域で３割台半ばと低くなっている。 

 

【図表 学校をずる休みすること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

46.2 

52.9 

43.7 

70.5 

41.9 

29.2 

47.7 

48.8 

36.2 

34.5 

33.3 

37.4 

21.1 

36.9 

43.7 

33.5 

31.6 

43.5 

13.2 

9.1 

13.7 

3.8 

14.1 

20.5 

11.9 

13.3 

16.6 

4.7 

2.9 

4.4 

2.2 

5.6 

6.0 

5.2 

4.7 

3.3 

1.4 

1.7 

0.8 

2.4 

1.4 

0.6 

1.7 

1.5 

0.5 

令和２年度
(n=2,371)

平成27年度
(n=2,465)

平成22年度
(n=2,289)

小学生
(n=738)

中学生
(n=780)

高校生
(n=853)

備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

とても悪い やや悪い あまり悪くない

まったく悪くない 無回答
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② タバコを吸うこと 

タバコを吸うことについて、「とても悪い」との回答が 89.5％と最も高くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけてやや増

加傾向にある。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は小学生で９割超、「やや悪い」との回答は高校生で

約１割と高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 タバコを吸うこと（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

89.5 

88.3 

81.0 

92.8 

88.6 

87.5 

90.3 

88.3 

90.2 

6.2 

6.6 

12.4 

3.0 

5.9 

9.1 

5.3 

7.0 

6.5 

1.5 

2.2 

3.4 

0.9 

2.2 

1.3 

1.4 

1.5 

1.5 

1.6 

1.4 

2.4 

0.9 

2.1 

1.6 

1.5 

1.8 

1.3 

1.3 

1.5 

0.7 

2.3 

1.3 

0.5 

1.5 

1.4 

0.5 

令和２年度
(n=2,371)

平成27年度
(n=2,465)

平成22年度
(n=2,289)

小学生
(n=738)

中学生
(n=780)

高校生
(n=853)

備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)

(%)
0 20 40 60 80 100

とても悪い やや悪い あまり悪くない

まったく悪くない 無回答
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③ 酒を飲むこと 

酒を飲むことについて、「とても悪い」との回答が 82.2％、「やや悪い」との回答が 10.7％と高

くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾

向にある。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は小学生で８割台半ばと最も高く、小学生、中学生、

高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 酒を飲むこと（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

とても悪い やや悪い あまり悪くない

まったく悪くない 無回答

82.2 

78.1 

61.9 

86.2 

83.5 
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1.5 

0.8 
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0.5 
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1.0 

令和２年度
(n=2,371)

平成27年度
(n=2,465)

平成22年度
(n=2,289)

小学生
(n=738)

中学生
(n=780)

高校生
(n=853)

備前地域
(n=1,062)

備中地域
(n=911)

美作地域
(n=398)
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地
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別 
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④ 万引きをすること 

万引きをすることについて、「とても悪い」との回答が 95.4％と最も高くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけてやや増

加傾向にある。 

学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 万引きをすること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

とても悪い やや悪い あまり悪くない

まったく悪くない 無回答

95.4 

94.6 

92.6 

94.6 

95.0 

96.6 

95.0 

95.4 

96.7 

1.5 

2.6 

5.0 

1.2 

2.2 

1.2 

1.9 

1.4 

0.8 

0.3 

0.2 

0.4 

0.3 

0.3 

0.4 

0.4 

0.2 

0.3 

1.1 

0.9 

1.1 

1.1 
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⑤ 友だちをいじめたり、仲間はずれにすること 

友だちをいじめたり、仲間はずれにすることについて、「とても悪い」との回答が 86.8％、「やや

悪い」との回答が 10.4％と高くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾

向にある。 

学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 友だちをいじめたり、仲間はずれにすること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑥ 他人に物やお金を要求すること 

他人に物やお金を要求することについて、「とても悪い」との回答が 86.4％、「やや悪い」との回

答が 9.7％と高くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾

向にある。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は小学生で約９割と最も高く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 他人に物やお金を要求すること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑦ 人に暴力をふるうこと 

人に暴力をふるうことについて、「とても悪い」との回答が 89.7％と最も高くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増加傾

向にある。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は高校生で９割超と最も高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 人に暴力をふるうこと（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑧ 深夜（午後 11 時以降）に外出すること 

深夜（午後 11 時以降）に外出することについて、「とても悪い」との回答が 40.2％と最も高く、

次いで「やや悪い」（37.2％）、「あまり悪くない」（15.5％）、「まったく悪くない」（5.4％）の順と

なっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は今回調査が前回調査を 5.0 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は小学生で約６割と最も高く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 深夜（午後 11時以降）に外出すること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑨ 薬物（シンナー、危険ドラッグ等）を使用すること 

薬物（シンナー、危険ドラッグ等）を使用することについて、「とても悪い」との回答が 95.8％

と最も高くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけてやや増

加傾向にある。 

学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 薬物を使用すること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑩ 制服を変形して着ること 

制服を変形して着ることについて、「やや悪い」との回答が 40.2％と最も高く、次いで「とても

悪い」（33.6％）、「あまり悪くない」（18.3％）、「まったく悪くない」（7.0％）の順となっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は今回調査が前回調査を 5.7 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は中学生が高校生を 13.3 ポイント上回っている。 

地域別にみると、「とても悪い」との回答は美作地域で３割未満と他の地域に比べやや低くなっ

ている。 

 

【図表 制服を変形して着ること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑪ スマホやインターネットを通じて知り合った人と実際に会うこと 

スマホやインターネットを通じて知り合った人と実際に会うことについて、「とても悪い」との

回答が 37.6％と最も高く、次いで「やや悪い」（34.5％）、「あまり悪くない」（18.5％）、「まったく

悪くない」（7.9％）の順となっている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は小学生で５割台半ばと最も高く、小学生、中学生、

高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 スマホやインターネットを通じて知り合った人と実際に会うこと（学校種別・地域別）】 
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⑫ スマホやインターネット、雑誌などで有害情報を見ること 

スマホやインターネット、雑誌などで有害情報を見ることについて、「とても悪い」との回答が

53.5％と最も高く、次いで「やや悪い」（27.9％）、「あまり悪くない」（11.0％）、「まったく悪くな

い」（6.6％）の順となっている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は中学生が高校生を 16.1 ポイント上回っている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 スマホやインターネット、雑誌などで有害情報を見ること（学校種別・地域別）】 
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青少年 保護者 差 青少年 保護者 差 青少年 保護者 差 青少年 保護者 差

46.2 35.8 10.4 34.5 49.9 -15.4 13.2 11.4 1.8 4.7 1.6 3.1

89.5 88.4 1.1 6.2 9.7 -3.5 1.5 0.6 0.9 1.6 0.3 1.3

82.2 78.8 3.4 10.7 16.6 -5.9 3.9 2.8 1.1 1.9 0.8 1.1

95.4 98.0 -2.6 1.5 0.7 0.8 0.3 0.0 0.3 1.1 0.2 0.9

86.8 94.9 -8.1 10.4 3.9 6.5 0.6 0.0 0.6 1.0 0.2 0.8

86.4 97.5 -11.1 9.7 1.2 8.5 1.5 0.0 1.5 1.1 0.2 0.9

89.7 93.8 -4.1 7.3 4.9 2.4 0.7 0.0 0.7 1.0 0.4 0.6

40.2 77.1 -36.9 37.2 20.6 16.6 15.5 0.7 14.8 5.4 0.2 5.2

95.8 98.8 -3.0 1.5 0.1 1.4 0.4 0.0 0.4 1.3 0.2 1.1

33.6 34.1 -0.5 40.2 50.3 -10.1 18.3 12.6 5.7 7.0 1.6 5.4

37.6 63.9 -26.3 34.5 31.0 3.5 18.5 3.2 15.3 7.9 0.4 7.5

53.5 68.2 -14.7 27.9 28.3 -0.4 11.0 2.0 9.0 6.6 0.3 6.3

②タバコを吸うこと

⑫スマホやインターネット、雑誌などで
有害情報を見ること

⑪スマホやインターネットを通じて
知り合った人と実際に会うこと

⑩制服を変形して着ること

⑨薬物（シンナー、危険ドラッグ等）を

使用すること

⑧深夜（午後１１時以降）に外出すること

まったく悪くないあまり悪くないやや悪いとても悪い

①学校をずる休みすること

（不良行為等）

⑦人に暴力をふるうこと

⑥他人に物やお金を要求すること

⑤友だちをいじめたり、

仲間はずれにすること

④万引きをすること

③酒を飲むこと

 

＜保護者との意識の相違＞ 

[保護者 問 27 との比較] 

（注）下表は「青少年編問 22」と「保護者編問 27」の回答結果を各項目別にまとめたものである。 

『差』とは、「青少年」の回答結果から「保護者」の回答結果を差し引いたものを指す。 

不良行為等について、青少年に比べ保護者の方が「とても悪い」として 10.0 ポイント以上差が

開いた項目は、「他人に物やお金を要求すること」、「深夜（午後 11 時以降）に外出すること」、

「スマホやインターネットを通じて知り合った人と実際に会うこと」、「スマホやインターネッ

ト、雑誌などで有害情報を見ること」となっている。一方、保護者に比べ青少年の方が「とても

悪い」として 10.0 ポイント以上差が開いた項目は、「学校をずる休みすること」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％） 

青少年(n=2,371)、保護者(n=1,298) 



65 

 

75.6 

38.6 

84.4 

63.8 

58.8 

61.2 

70.1 

2.5 

3.4 

73.3 

40.6 

74.6 

58.1 

54.7 

56.0 

62.0 

9.8 

2.1 

73.2 

35.4 

78.5 

60.6 

52.9 

58.9 

70.1 

7.2 

1.3 

0 20 40 60 80 100

１回使っただけでも、
異常に興奮したり、

やる気がなくなったりする

１回使っただけでも、
死亡することがある

自分の意思でやめるのが
難しくなる

薬が切れると、体を動かすのが
嫌になったり、疲れを感じたり、

苦しくなったりする

使い続けると、
体のいろいろなところに
病気が起こりやすくなる

使い続けると、
脳の神経がおかされ、

心が病気になりやすい

やめても、何かのショックで
見えないものが見えたり、

聞こえないものが聞こえたり
することがある

上記のいずれも知らなかった

無回答
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17 薬物について 

 

 

 

 

薬物の害について知っていることについて、「自分の意思でやめるのが難しくなる」との回答が

84.4％と最も高く、次いで「１回使っただけでも、異常に興奮したり、やる気がなくなったりする」

（75.6％）、「やめても、何かのショックで見えないものが見えたり、聞こえないものが聞こえたり

することがある」（70.1％）などの順となっている。 

経年比較すると、「上記のいずれも知らなかった」との回答は今回調査が平成 22 年度調査を 4.7

ポイント、平成 27 年度調査を 7.3 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、すべての選択肢において高校生が中学生を上回っており、特に「１回使った

だけでも、異常に興奮したり、やる気がなくなったりする」では 11.5 ポイント上回っている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 薬物の害について知っていること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

問２３ シンナー、覚せい剤、麻薬、危険ドラッグなどの薬物の害について、あなたが知ってい

るものはどれですか｡《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 

※小学生にはない設問 

中学生

(n=780)

高校生

(n=853)
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18 喫煙・飲酒について 

 

 

 

喫煙経験について、「吸ったことはない」との回答が 93.3％と最も高くなっている。 

経年比較すると、「吸ったことはない」との回答は平成 22年度調査から令和２年度調査にかけて

増加傾向にある。 

学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 喫煙経験（経年比較・学校種別・地域別）】 
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飲酒経験について、「飲んだことはない」との回答が 68.7％と最も高く、次いで「飲んだことは

ないが、飲みたいと思ったことがある」（13.8％）、「これまでに何回か飲んだことがある」（12.9％）

などの順となっている。 

経年比較すると、「飲んだことはない」との回答は平成 22年度調査から令和２年度調査にかけて

大きく増加傾向にある。 

学校種別にみると、「飲んだことはない」との回答は中学生が高校生を 5.7 ポイント上回ってい

る。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 飲酒経験（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２５ あなたは、お酒を飲んだことがありますか。《○は１つ》 

※小学生にはない設問 



68 

 

19 危険な目にあうかもしれないと不安になることについて 

 

 

 

① 登下校中に不安になること 

登下校中に危険な目にあうかもしれないと不安になることについて、「よく不安になる」との回

答が 6.2％、「時々不安になる」との回答が 31.4％、「不安になることはない」との回答が 59.2％と

となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「時々不安になる」との回答は小学生で高く、小学生、中学生、高校生と上が

るにつれてやや低くなっている。 

地域別にみると、「時々不安になる」との回答は備前地域で３割台半ばと他の地域に比べやや高

くなっている。 

 

【図表 登下校中に不安になること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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② 塾や習い事の行き帰りに不安になること 

塾や習い事の行き帰りに危険な目にあうかもしれないと不安になることについて、「よく不安に

なる」との回答が 4.1％、「時々不安になる」との回答が 14.4％、「不安になることはない」との回

答が 77.2％となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「時々不安になる」との回答は中学生でやや高くなっている。 

地域別にみると、「時々不安になる」との回答は備前地域でやや高くなっている。 

 

【図表 塾や習い事の行き帰りに不安になること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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③ 近所の公園などで遊んでいるときに不安になること 

近所の公園などで遊んでいるときに危険な目にあうかもしれないと不安になることについて、

「よく不安になる」との回答が 3.4％、「時々不安になる」との回答が 14.7％、「不安になることは

ない」との回答が 78.2％となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「時々不安になる」との回答は小学生で高く、小学生、中学生、高校生と上が

るにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 近所の公園などで遊んでいるときに不安になること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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④ 買い物や遊びで、繁華街に行くときに不安になること 

買い物や遊びで、繁華街に行くときに危険な目にあうかもしれないと不安になることについて、

「よく不安になる」との回答が 5.9％、「時々不安になる」との回答が 23.8％、「不安になることは

ない」との回答が 66.4％となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「よく不安になる」、「時々不安になる」との回答はともに高校生で低くなって

いる。 

地域別にみると、「よく不安になる」、「時々不安になる」との回答は備中地域でやや低くなってい

る。 

 

【図表 買い物や遊びで、繁華街に行くときに不安になること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑤ スマホやインターネットをしているときに不安になること 

スマホやインターネットをしているときに危険な目にあうかもしれないと不安になることにつ

いて、「よく不安になる」との回答が 18.5％、「時々不安になる」との回答が 32.6％、「不安になる

ことはない」との回答が 44.9％となっている。 

学校種別にみると、「よく不安になる」との回答は小学生で約３割と最も高く、小学生、中学

生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 スマホやインターネットをしているときに不安になること（学校種別・地域別）】 
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20 不審者から子どもを守るための活動について 

 

 

 

不審者から子どもを守るために居住地域で行われている活動について、「通学路に保護者や地域

の人が立つ」との回答が 57.1％と最も高く、次いで「子ども 110 番の家やかけこみ 110 番の店」

（53.9％）、「保護者や地域の人が、登下校につきそう」（35.7％）、「地域の人が見回る」（33.1％）

などの順となっている。 

経年比較すると、ほぼすべての選択肢において平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて増

加傾向にあり、特に「警察のパトロール」との回答は今回調査が平成 22年度調査を 8.1 ポイント、

平成 27 年度調査を 6.5 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、「保護者や地域の人が、登下校につきそう」との回答は小学生で高くなってい

る。 

地域別にみると、ほぼすべての選択肢において備前地域が他の地域に比べやや高くなっている。 

 

【図表  不審者から子どもを守るために居住地域で行われている活動 

（経年比較・学校種別・地域別）】 
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21 子どもの安全を守るために重要なことについて 

 

 

 

登下校中に危険な目にあわないために重要なことについて、「危険な場所をなくす」との回答が

40.4％と最も高く、次いで「あいさつをしっかりして、近所の人と仲良くなる」（38.8％）、「学校で

防犯訓練をする」（31.0％）などの順となっている。 

経年比較すると、「地域安全マップづくりをする」、「学校で防犯訓練をする」との回答は平成 22

年度調査から令和２年度調査にかけてやや増加傾向にあり、そのほかの選択肢ではやや減少傾向に

ある。 

学校種別にみると、「学校で防犯訓練をする」、「あいさつをしっかりして、近所の人と仲良くな

る」との回答は小学生で高くなっている。 

 

【図表 登下校中に危険な目にあわないために重要なこと（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２８ あなたが、登下校中に危険な目にあわないために特に重要だと思うことは何ですか。 

《○は２つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 

※平成 22 年度にはない選択肢 
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酒・たばこについて

安全・安心について

学校・教育について

スマホ、ゲームについて

環境について

大人に対する意見・

要望など

社会に対する意見・

要望など

将来について

その他

(件数)

小学生

(n=160)

中学生

(n=204)

高校生

(n=148)

分類 件数
酒・たばこについて 5
安全・安心について 38
学校・教育について 14
スマホ、ゲームについて 7
環境について 8
大人に対する意見・要望など 85
社会に対する意見・要望など 4
将来について 11
その他 13

合計 185

分類 件数
酒・たばこについて 20
安全・安心について 27
学校・教育について 13
スマホ、ゲームについて 6
環境について 5
大人に対する意見・要望など 134
社会に対する意見・要望など 9
将来について 5
その他 7

合計 226

分類 件数
酒・たばこについて 9
安全・安心について 21
学校・教育について 8
スマホ、ゲームについて 3
環境について 3
大人に対する意見・要望など 96
社会に対する意見・要望など 6
将来について 1
その他 10

合計 157

22 自由意見 

 

 

全体では 512 件のご意見・ご要望がよせられた。区分別では、「大人に対する意見・要望など」

が 315 件と最も多く、ついで「安全・安心について」（86件）、「学校・教育について」（35 件）、

「酒・たばこについて」（34 件）などの順となっている。 

「大人に対する意見・要望など」は中学生で 134 件と最も多くなっている。また「安心・安全

について」は小学生で 38 件と多くなっている。 

 

 

 

 

  

問２９ あなたが、大人に対して望むことがあれば、ご自由にご記入ください。 

【中学生】 

【小学生】 

【高校生】 

※複数の内容を含む意見があるため、意見総数と内容件数は一致しない。 



76 

 

《主な自由意見》 

 

 

 

問 14「その他」に書かれた主な自由意見 

分類 内容 学校種別 

酒
、
た
ば
こ 

に
つ
い
て 

夜 11 時くらいまでずっと酒を飲んでいる。 中学生 

お酒の缶やたばこをポイ捨てしている。 中学生 

いろんな場所でたばこを吸っている。 中学生 

たばこのマナーの悪さ。 高校生 

周りに害があるとわかっていて注意をされてもたばこをやめない。 高校生 

交
通
マ
ナ
ー 

交通ルールの悪さ、ウインカーを出さない。 中学生 

交通ルールの悪さ。 中学生 

大人は雨の日に車に乗って歩道を歩いている私たちに水をかけてくる。 高校生 

信号無視をする。 高校生 

そ
の
他
の 

マ
ナ
ー
に
つ
い
て 

ごみを道に捨てる。分別をしない。挨拶をしない。 中学生 

ソーシャルディスタンスがとれていない。 中学生 

赤ちゃんが泣いているのを見て舌打ちなどをしていた。 中学生 

電車でのマナーが悪い。 高校生 

し
つ
け
に
つ
い
て 

大人は子どものお手本になっているということを忘れている。 中学生 

子どもの努力を認めようとしない。 中学生 

自分の意見を突き通して子どもの意見をあまり聞かない。 中学生 

すぐに、こういうやつがいるから、だめなんだ！と言ってくる。 中学生 

子どもに対して態度が変わる。 高校生 

そ
の
他 

いつも疲れているはずなのに大人の方々が頑張りすぎていて心配。 中学生 

政治家などコロナに対する意識が低すぎる。 中学生 

ネットの情報に踊らされている。 中学生 

自分ができていないのに他人に指摘する。 中学生 

ネット上で匿名だからといって好き勝手、詳しく知らないのに意見を言っ

て責任を持っていない。 
中学生 

堅苦しい歴史や伝統に縛られている。考え方が狭い。 高校生 

偏見や差別が多い。 高校生 

  

問１４ あなたが、今の大人を見て、悪いと思うところはどんなところですか。 

※小学生にはない設問 
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問 17「その他」に書かれた主な自由意見 

分類 内容 学校種別 

都
会
化
に
つ
い
て 

もう少し人口が増えて有名な県。 中学生 

せっかく岡山県には、すばらしい三大庭園の１つの後楽園があるのだか

ら、おみやげを売る店などを作って観光客が沢山くる県にしてほしい。 
中学生 

田舎だと思われない、「岡山？それどこ？」と言われない県。 高校生 

もっとレベルの高い都市になってほしい。 高校生 

遊
ぶ
と
こ
ろ 

に
つ
い
て 

遊園地や水族館が増えてほしい。 中学生 

ショッピングモールが増えてみんなで楽しく暮らせる県。 中学生 

スポーツの環境が整った県。 中学生 

音楽イベントが増えてほしい。 高校生 

子どもや中高生がたくさん遊べる場所や店があるまち。 高校生 

人
権
・
差

別
に
つ
い

て 

差別が少なく、人権について考えてくれる県。 中学生 

子どもに優しい県。 高校生 

障害を持っている人への理解を広げてほしい。 高校生 

災
害
に
つ
い
て 

災害対策がとてもすごい県。 中学生 

犯罪、災害、環境破壊による水質・大気の汚染、いじめ、交通、公害など

あらゆる面で安全な県。 
中学生 

洪水が起こらないようにしてほしい。 中学生 

災害などがあったときの対応がすぐできる県。 高校生 

そ
の
他 

変わらないでほしい。 中学生 

車のウインカーを出し、事故が少ない県。 中学生 

若者が活躍できる県。 高校生 

県民の意見が反映される県。 高校生 

プロスポーツが盛んになってほしい。 高校生 

県外から新しく来た人が疎外感を感じない県。 高校生 

  

問１７ あなたは、岡山県が将来どのような県になってほしいと思いますか。 

※小学生にはない設問 
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＜問 29 の主な自由意見＞ 

（１）酒・たばこについて 

内容 学校種別 

悪い薬、お酒、飲酒運転、事故、自殺などをなくして、平和な世の中にしてほし

い。 
小学生 

万引きをやめてほしい。たばこを吸ってポイ捨てするのをやめてほしい。 小学生 

たばこを吸った後の吸殻を決められた場所以外の所に捨てている人を見かけたこと

があるのでやめてほしいです。 
小学生 

寿命が縮むからたばこをやめてほしい。 小学生 

たばこを吸わない、酒を飲まない、暴力しない。 中学生 

たばこを路上で吸わないようにしてほしい。くさいし迷惑。 中学生 

最近、一部の若者が繁華街などでたばこやペットボトルをポイ捨てしたりしてい

て、マナーが悪い。 
中学生 

たばこを吸うことをやめてほしい。たばこを吸うことは受動喫煙にもなる。 中学生 

ポイ捨てはやめてほしい。禁煙スペースを増やしてほしい。 中学生 

子どもがいるところでは、たばこは吸わないでほしい。 中学生 

人が多い場所でたばこを吸ってもらいたくない。 高校生 

 

（２）安全・安心について 

内容 学校種別 

安全な道を作ってください。 小学生 

防犯カメラをこまめに設置してほしい。 小学生 

防犯の心構え。18 歳以上に選挙の大切さや、お金に関する怖さを教える。 小学生 

子どもに対しての活動をもっと増やして、戦争がないなど安心して暮らせる世界に

してほしい。果糖ぶどう糖液糖や着色料、遺伝子組み換えなどの食品添加物を入れ

ないでほしい。 

小学生 

誘拐や犯罪の対応をしっかりしてほしい。被災地の復旧を早くしてほしい。 小学生 

週５回は迎えに来てほしい。見守りがたまにいないから、ずっといてほしい。防犯

カメラをつけてほしい。 
小学生 

災害などが起きても良いように、安全マップや頑丈な家や建物を作る。 中学生 

子どもも悪いことだと知っていて、ルールを破り、犯罪を犯しているということ。 中学生 

ウインカーを出すとか、車の運転をもっと安全にしてほしい。 高校生 

車の運転で、停止線で止まってほしい。 高校生 

  

問２９ あなたが、大人に対して望むことがあれば、ご自由にご記入ください。 
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（３）学校・教育について 

内容 学校種別 

学校の先生をもう少し増やしてほしい。 小学生 

いじめがあったのに、その学校が隠蔽しているという話を聞くことがある。それは

いけないことだし、ないようにしてもらいたい。小学校だけでなく、中学校、高校

も学校の教育について、もっと教え方を工夫したりしてほしい。 

小学生 

学校での男女の差別。女性もズボンもはいていい方が良い。 小学生 

大人の人がきちんと小さい頃から良いしつけをしないから、最近、学校の学力が落

ちたり不登校やヤンキーが増えたりしていると思った。毎日怒るばかりではなく、

優しく笑顔で愛情を注ぎ、宿題をきちんとさせたりすることで、その子が将来困ら

なくなるのではないかと思う。 

中学生 

自分の考えを持っているのは良いけど、押し付けないでほしい。以前ある先生にク

ラス全員に向かって「雨の日に親に送ってもらうのは甘え」と言われたけど、先生

に関係ないから放っておいてほしい。ネットなどで自分の発言に責任を持っていな

い大人が多い。 

中学生 

自分が嫌いな人に差別をする先生は辞めてください。 中学生 

工業高校の女子の体育と保健の授業を男女別にしてほしい。学校生活をもっと楽し

いものにしてほしい。クラスの人とのイベントを増やしてほしい。 
高校生 

 

（４）スマホ、ゲームについて 

内容 学校種別 

子どもにゲームは少ししかしてはいけないなどというのに、大人はスマホで必要で

はないこともたくさんしていること。 
小学生 

ゲームをもっとしたい。スマホがほしい。 小学生 

「スマホは２時間までにする」など、子どもに何か言いたいなら自分がやってから

言ってほしい。 
中学生 

スマホを持ってない人にとってはとてもつらいので、スマホ中心の世界をなくして

ほしいです。私もスマホを持っていません。 
中学生 

 

（５）環境について 

内容 学校種別 

道路横にある用水路にポイ捨てをしないでください。いつもきれいにしてくれてい

る地域の方が困っています。 
小学生 

ポイ捨てをやめてほしい。 小学生 

地球温暖化を防ぐための電気自動車を開発してほしい。 小学生 

道路はきれいだが、歩道がぼこぼこしているのできれいにしてほしい。 高校生 
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（６）大人に対する意見・要望など 

内容 学校種別 

自分が出来なかった夢を押し付けないでほしい。子どもが好きな物をおかしいと思

わないでほしい。要求が多い。一人の時間がほしい。 
小学生 

子どもの可能性を信じてあげる。子どものいい所を伸ばす努力をしてほしい。子ど

もといる時間を増やしてあげる。子どもの前で大人気ない行動（暴力、暴言など）

をしないでほしい。しっかりと、子どもの管理をしてほしい。 

小学生 

大人になったら自分の行動に責任をもってほしいです。よく、犯罪をして捕まった

りしているニュースをみて、子どもではないのに、なぜこのようなことをするのか

が、疑問です。子どもに対して危険な目に合わせようとする行いもやめてほしいで

す（子どもを狙っての犯罪など）。 

小学生 

大人は子どもの見本になることをしてほしい。 小学生 

もう少しキツくてもいいような気がする。友達とのトラブルなどを聞いてもらい、

仲直りに少しでも協力してほしい。自分が宿題をしているのを、そばで見守ってい

てほしい。 

小学生 

子どもの好きなものを受け入れてほしい。 小学生 

ルールなどを守ってほしい。 小学生 

子どもや人を大切にしてください。挨拶や「ありがとう。ごめんなさい」をきちん

と言ってください。 
小学生 

子ども達の気持ちを考えてほしい。自分の考えを押し付けないでほしい。 小学生 

子ども一人ひとりをきちんと見てほしい。そして、支えになってほしい。 中学生 

子どものやりたい事をもっと尊重して、向きあってほしい。 中学生 

私たちが今後生きていくなかで、人生の先輩としてお手本となってほしい。 中学生 

これからが不安になるから、悪い事をしたのなら、ちゃんと認めて謝ってほしい。 中学生 

人を外見で判断しないでほしい（外見で判断するから頭髪、髪色などの規則が厳し

い）。たかが少し早く生まれた奴が、悪いことをしているのに正論ぶることをやめて

ほしい。人の言っている意味を最後まで聞いて、全体を見てほしい。 

中学生 

コロナという病気を流行らせているのは大人たちの行動がなっていないから。いつ

までたってもコロナの病気は終息しません。どうかお願いします。外出自粛の行動

をしっかりしてください。小学生・中学生・高校生・大学生、そして、しっかりし

た大人も困っています。 

中学生 

子どものお手本になるようにまず大人がしっかりして正しいことをし、教えたりし

て悪い人にならないように責任を持ってほしいです。 
中学生 

子どもが間違えたときに怒るのなら、自分が間違えたときも反省してほしい。 中学生 

子どもの見本になる大人になってほしい。選挙に行ってほしい。 中学生 

「最近の若者は…」と言うのをやめてほしい。 高校生 
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内容 学校種別 

子どもだからといって「ごめんなさい」「ありがとう」をいってくれないこと。子ど

もだからといって態度が違う。電車で子どもだから立てという偏見をやめてほし

い。 

高校生 

固定概念や偏見で思考停止しないでほしい。僕たちのしたいことをさせてほしい。

夢を後押ししてくれるような人でいてほしい。地域を盛り上げてほしい。 
高校生 

「昔はこうだった」と言わないでほしい。私は今を生きているから、昔の事は理解

できない事もあるのに、押し付けようとするのは苦でしかない。 
高校生 

子どもに対してお手本になる存在でいてほしい。交通マナーを守ってほしい。ゆず

り合いや謙虚な気持ちをもつ。 
高校生 

だめな所ばかり、すぐ言わず、いい所をたくさん見つけてほしい。 高校生 

 

（７）社会に対する意見・要望など 

内容 学校種別 

いまも十分暮らしやすいが、もう少し暮らしやすくしてほしい。例えば今だと、新

型コロナウイルスが流行しているが、その中でも暮らしやすくなってほしい。 
小学生 

ボランティアや募金についてのことですが、もっと情報が欲しいと思っています。 中学生 

岡山県は、いい観光地があるものの、その周りにお店などがほとんどない。もった

いない。観光地（後楽園など）の周りを美観地区のようにして、岡山をもっといい

県にしてほしい。 

中学生 

 

（８）将来について 

内容 学校種別 

今はコロナで、あまりあってはだめだけど、もっと交流をふやしたい。 小学生 

人のためになる仕事をして、大金持ちになって、そのお金で募金などをしたい。 小学生 

社会に役立ちたい。 小学生 

妻や子も授かり、安定して働き、安定した生活をしたい。 中学生 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

Ⅲ 保護者編 
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Ⅲ-１ 属性 

（１） 子どもの学校種別 

 小学生 中学生 高校生 合計 

回答数（人） 385 408 505 1,298 

割 合（％） 29.7 31.4 38.9 100.0 

 

（２） 地域別 

 備前県民局 備中県民局 美作県民局 合計 

回答数（人） 575 521 202 1,298 

割 合（％） 44.3 40.1 15.6 100.0 

 

（３） 保護者の年齢＜問１＞（○は１つ） 

 ～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～ 無回答 合計 

回答数（人） 1 49 174 429 444 140 34 18 9 1,298 

割 合（％） 0.1 3.8 13.4 33.1 34.2 10.8 2.6 1.4 0.7 100.0 

 

（３）同居している人＜問２＞（複数回答） 

 配偶者等 子１人 子２人 
子３人
以上 

親 
 

その他 無回答 合計 

回答数（人） 1,097 213 662 407 282 24 42 6 1,298 

割 合（％） 84.5 16.4 51.0 31.4 21.7 1.8 3.2 0.5 100.0 

 

（４） 子どもとの続柄＜問３＞（○は１つ） 

 父親 母親 祖父 祖母 その他 無回答 合計 

回答数（人） 152 1,129 2 6 2 7 1,298 

割 合（％） 11.7 87.0 0.2 0.5 0.2 0.5 100.0 

 

 

 

 

兄弟 
・姉妹 
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Ⅲ－２ 調査結果 

１ 家庭の就労形態について 

 

 

共働きの状況について、「共働き」の家庭は７割台半ばとなっている。 

経年比較すると、「共働き」との回答は増加傾向にある。 

学校種別にみると、大きな差はみられない。 

地域別にみると、「共働き」は美作地域で約８割とやや高くなっている。 

 

【図表 共働きの状況（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

 

 

  

問４ あなたの家庭は、共働きですか。《○は１つ》 

経
年
比
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種
別 
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない

まったくそう思わない わからない 無回答

２ 家庭の経済的なゆとりについて 

 

 

 

経済的なゆとりについて、ゆとりがあると『思う』（「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた

割合）との回答が 33.0％、『思わない』（「まったくそう思わない」と「あまりそう思わない」を合

わせた割合）との回答が 61.6％となっている。 

学校種別にみると、『思わない』との回答は高校生で６割台半ばと高く、小学生、中学生、高校生

と上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 経済的なゆとりの状況（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

  

問５ あなたの家庭は、経済的にゆとりがありますか。《○は１つ》 
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毎日食べている だいたい食べている あまり食べていない

まったく食べていない 無回答

３ 平日の家庭での生活について 

 

 

朝食の摂取状況について、約９割が『食べている』（「毎日食べている」と「だいたい食べている」

を合わせた割合）と回答している。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 朝食の摂取状況（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問６ あなたは、朝食を食べていますか。《○は１つ》 
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① 朝食 

子どもと一緒に食事をするかどうかについて、朝食では、「毎日一緒に食べる」との回答が 33.3％

と最も高く、次いで「時々一緒に食べる」（29.4％）、「あまり一緒に食べない」（20.9％）、「まった

く一緒に食べない」（15.6％）の順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別でみると、「毎日一緒に食べる」との回答は小学生で４割台半ばと高く、小学生、中学

生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「毎日一緒に食べる」との回答は備中地域で約３割と他の地域に比べやや低く

なっている。 

 

【図表 子どもと一緒に食べる朝食の摂取状況（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問７ あなたは、食事をお子さんと一緒に食べていますか。《○は①と②それぞれ１つずつ》 
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② 夕食 

子どもと一緒に食事をするかどうかについて、夕食では、「毎日一緒に食べる」との回答が 73.0％

と最も高く、次いで「時々一緒に食べる」（19.4％）、「あまり一緒に食べない」（4.5％）、「まったく

一緒に食べない」（0.8％）の順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別でみると、「毎日一緒に食べる」との回答は小学生で約８割と最も高く、小学生、中学

生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 子どもと一緒に食べる夕食の摂取状況（経年比較・学校種別・地域別）】 
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４ 子どもと一緒に過ごす時間について 

 

 

 

平日に子どもと一緒に過ごす時間について、「４時間くらい」との回答が 18.6％と最も高く、次

いで「５時間くらい」（18.2％）、「６時間以上」（17.3％）、「３時間くらい」（15.9％）などの順とな

っている。 

 経年比較すると、大きな差はみられない。 

 学校種別にみると、『４時間以上』（「４時間くらい」と「５時間くらい」と「６時間以上」を合

わせた割合）との回答は小学生で約７割と最も高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて

一緒に過ごす時間が短くなっている。 

地域別にみると、『４時間以上』との回答は美作地域で４割台半ばと低くなっている。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問８ あなたが、平日にお子さんと一緒に過ごす時間は、平均どのくらいですか。《○は１つ》 
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３時間くらい ４時間くらい ５時間くらい ６時間以上 無回答

＜問８ 共働き状況との関係＞ 

平日に子どもと一緒に過ごす時間について、共働き状況別にみると、共働きの家庭では「５時

間くらい」との回答が約２割、共働きでない家庭では「６時間以上」との回答が２割台半ばと高

くなっている。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間（共働き状況別）】 
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＜問８ 共働き状況との関係：学校種別＞ 

平日に子どもと一緒に過ごす時間について、共働き状況別に学校種別でみると、小学生では共

働きの家庭で「５時間くらい」との回答が約３割、共働きでない家庭で「６時間以上」との回答

が４割と高くなっている。中学生では共働きの家庭で「５時間くらい」との回答が２割台半ば、

共働きでない家庭で「４時間くらい」、「６時間以上」との回答が２割台半ばと高くなっている。

高校生では「６時間以上」との回答が共働きでない家庭で約２割と高くなっている。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間（共働き状況別×学校種別）】 
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＜問８ 平日にお子さんと一緒に過ごす時間が十分かどうかとの関係＞ 

平日に子どもと一緒に過ごす時間について、平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分かどうか

別にみると、一緒に過ごす時間が十分だと思う人は「６時間以上」で４割台半ばと高くなってい

る。一方、一緒に過ごす時間が不足していると思う人は「１時間くらい」で約３割と高くなって

いる。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間 

（平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分かどうか別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問 10 お子さんとの会話との関係＞ 

平日に子どもと一緒に過ごす時間について、子どもとの会話状況別にみると、会話をよくする

人は子どもと一緒に過ごしている時間が「５時間くらい」、「６時間以上」の人でそれぞれ２割台

半ばと高くなっている。一方、会話をしていない方だと思う人は子どもと一緒に過ごしている時

間が「１時間くらい」の人で約３割と高くなっている。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間（子どもとの会話別）】 
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平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分だと思うかどうかについて、『十分だと思う』（「十分だ

と思う」と「ほぼ十分だと思う」を合わせた割合）との回答が 61.9％、『不足していると思う』（「不

足していると思う」と「やや不足していると思う」を合わせた割合）との回答が 37.2％となってい

る。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、『十分だと思う』との回答は中学生で約７割と高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分かどうか（経年比較・学校種別・地域別）】 
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＜問９ 共働き状況との関係＞ 

平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分だと思うかどうかについて、共働き状況別にみると、

『十分だと思う』との回答は共働きの家庭（60.3％）が共働きでない家庭（71.5％）を 11.2 ポイ

ント下回っている。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分かどうか（共働き状況別）】 
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16.5 

37.5 

24.1 

13.1 

47.1 

30.6 

22.1 

33.3 

11.9 

9.4 

18.8 

8.6 

9.5 

11.8 

11.0 

12.5 

7.4 

0.4 

0.7 

0.3 

1.0 

共働き
(n=277)

共働きでない
(n=85)

その他
(n=16)

共働き
(n=303)

共働きでない
(n=84)

その他
(n=17)

共働き
(n=372)

共働きでない
(n=104)

その他
(n=27)

(%)
0 20 40 60 80 100

十分だと思う ほぼ十分だと思う やや不足していると思う

不足していると思う 無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

＜問９ 共働き状況との関係：学校種別＞ 

平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分だと思うかどうかについて、学校種別の共働き状況別

でみると、『十分だと思う』との回答は小学生で 17.8 ポイント、中学生で 10.7 ポイント、高校生

で 6.4 ポイント共働きの家庭が共働きでない家庭を下回っている。 

 

【図表 平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分かどうか（共働き状況別・学校種別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『十分だと思う』 『不足していると思う』 
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５ 子どもとの会話について 

 

 

子どもとの会話について、約９割が会話を『する』（「よくする」と「する方だと思う」を合わせ

た割合）と回答している。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、『しない』（「ほとんどしない」と「していない方だと思う」を合わせた割合）

との回答は高校生で１割超とやや高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 子どもとの会話（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問１０ あなたは、お子さんと会話をしていますか。《○は１つ》 

44.8 

41.4 

44.4 

48.6 

46.8 

40.4 

46.4 

42.6 

46.0 

45.7 

47.6 

44.1 

43.9 

46.1 

46.7 

46.1 

47.0 

41.1 

8.3 

9.9 

9.8 

6.2 

6.1 

11.7 

6.8 

9.6 

9.4 

0.7 

0.5 

0.8 

0.3 

0.7 

1.0 

0.5 

0.8 

1.0 

0.5 

0.6 

0.8 

1.0 

0.2 

0.2 

0.2 

0.0 

2.5 

よくする する方だと思う していない方だと思う

ほとんどしない 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

『する』 『しない』 
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＜問 10 共働き状況との関係＞ 

子どもとの会話について、共働き状況別にみると、大きな差はみられない。 

  

【図表 子どもとの会話（共働き状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『する』 

44.1 

50.5 

36.7 

47.3 

39.6 

50.0 

8.2 

8.4 

11.7 

0.4 

1.5 

1.7 

共働き
(n=952)

共働きでない
(n=273)

その他
(n=60)

(%)
0 20 40 60 80 100

よくする する方だと思う していない方だと思う

ほとんどしない 無回答

『しない』 
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子どもとの会話をしない理由について、「子どもが話したがらない」との回答が 44.4％と最も高

く、次いで「忙しくて時間がない」（31.6％）、「子どもがうるさがる」（28.2％）などの順となって

いる。 

経年比較すると、「忙しくて時間がない」との回答は今回調査が平成 22年度調査を 8.1ポイント

下回っており、減少傾向にある。また「自分によりつかない」との回答は今回調査が前回調査を 6.3

ポイント、「子どもが話したがらない」との回答は今回調査が前回調査を 6.8 ポイント上回ってい

る。 

学校種別にみると、「忙しくて時間がない」との回答は小学生で 56.0％と高くなっている。また、

「子どもがうるさがる」、「子どもが話したがらない」は高校生で高く、小学生、中学生、高校生と

上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、「特に話題がない」との回答は美作地域で他の地域に比べ高くなっている。 

 

【図表 子どもとの会話をしない理由（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

（問１０で「３.していない方だと思う」または「４.ほとんどしない」に○がついた人だけ 

お答えください。） 

問１０－１ あなたが、お子さんと会話をしないのはなぜですか。《○はいくつでも》 

20.0 

16.0 

56.0 

16.0 

0.0 

4.0 

16.0 

36.0 

12.0 

0.0 

0.0 

25.0 

10.7 

25.0 

25.0 

10.7 

14.3 

28.6 

42.9 

10.7 

0.0 

0.0 

32.8 

10.9 

25.0 

21.9 

7.8 

12.5 

15.6 

48.4 

12.5 

9.4 

0.0 

0 20 40 60
(%)

31.0 

7.1 

31.0 

19.0 

7.1 

14.3 

11.9 

38.1 

14.3 

7.1 

0.0 

27.8 

9.3 

35.2 

24.1 

3.7 

9.3 

22.2 

50.0 

3.7 

3.7 

0.0 

23.8 

28.6 

23.8 

19.0 

14.3 

9.5 

23.8 

42.9 

28.6 

4.8 

0.0 

0 20 40 60
(%)

28.2 

12.0 

31.6 

21.4 

6.8 

11.1 

18.8 

44.4 

12.0 

5.1 

0.0 

32.8 

12.2 

36.2 

19.7 

3.5 

4.8 

22.7 

37.6 

6.6 

4.8 

0.9 

29.0 

10.3 

39.7 

18.7 

6.5 

7.0 

23.4 

37.4 

6.5 

7.0 

0.5 

0 20 40 60

子どもがうるさがる

特に話題がない

忙しくて時間がない

子どもが多感な年ごろで
うまく話せない

話があわない

自分によりつかない

自分が不在がちである

子どもが話したがらない

その他

特に理由はない

無回答

(%)

令和2年度

(n=117）

平成27年度

(n=229)

平成22年度

(n=214)

備前地域

(n=42)

備中地域

(n=54)

美作地域

(n=21)

小学生

(n=25)

中学生

(n=28)

高校生

(n=64)

経年比較 学校種別 地域別 
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73.3 

65.7 

86.6 

71.5 

39.8 

8.6 

1.1 

71.0 

62.4 

84.8 

72.1 

37.6 

7.1 

0.5 

71.8 

55.9 

80.7 

70.7 

34.7 

8.3 

1.3 

0 20 40 60 80 100

テレビや音楽、スポーツ
などのこと

勉強のこと

学校の出来事

友だちのこと

将来のこと

その他

無回答

(%)

73.2 

67.0 

92.7 

79.0 

28.6 

9.9 

0.8 

74.0 

71.1 

86.5 

74.3 

39.5 

9.8 

1.5 

72.9 

60.4 

82.0 

63.6 

48.5 

6.7 

1.0 

0 20 40 60 80 100
(%)

72.9 

67.3 

87.5 

72.2 

36.5 

7.1 

1.4 

74.5 

63.9 

86.8 

72.0 

39.5 

10.6 

0.6 

71.8 

65.8 

83.7 

68.3 

49.5 

7.9 

1.5 

0 20 40 60 80 100
(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

 

 

子どもとの会話の内容について、「学校の出来事」との回答が 86.6％と最も高く、次いで「テレ

ビや音楽、スポーツなどのこと」（73.3％）、「友だちのこと」（71.5％）、「勉強のこと」（65.7％）な

どの順となっている。 

経年比較すると、「勉強のこと」、「学校の出来事」、「将来のこと」との回答はやや増加傾向にあ

る。 

学校種別にみると、「学校の出来事」、「友だちのこと」との回答は小学生で高く、小学生、中学

生、高校生と上がるにつれて低くなっている。一方、「将来のこと」との回答は高校生で高く、小学

生、中学生、高校生と上がるにつれ高くなっている。 

地域別にみると、「将来のこと」との回答は美作地域でやや高くなっている。 

 

【図表 子どもとの会話の内容（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問１１ あなたは、お子さんとどのようなことを話していますか。《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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６ 子どもへのしつけについて 

 

 

子どもへのしつけについて、『厳しい』（「厳しい」と「やや厳しい」を合わせた割合）との回答が

43.9％、『甘い』（「甘い」と「やや甘い」合わせた割合）との回答が 54.9％となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、『厳しい』との回答が小学生で５割台半ばと高くなっており、小学生、中学

生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 子どもへのしつけ（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問１２ あなたは、お子さんへのしつけについてどう思いますか。《○は１つ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

4.7 

6.2 

6.2 

6.0 

4.9 

3.6 

5.9 

3.8 

3.5 

39.2 

41.0 

36.7 

48.1 

37.5 

33.9 

36.3 

42.0 

40.1 

48.8 

47.5 

50.1 

42.6 

50.0 

52.7 

51.3 

48.0 

44.1 

6.1 

4.6 

5.8 

2.3 

5.9 

9.1 

4.5 

5.8 

11.4 

1.2 

0.8 

1.1 

1.0 

1.7 

0.8 

1.9 

0.4 

1.0 

厳しい やや厳しい やや甘い 甘い 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100

『厳しい』 『甘い』 
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1.2 

2.1 

1.5 

0.4 

1.2 

1.3 

1.0 

14.0 

25.7 

14.5 

4.8 

13.2 

15.9 

11.4 

30.7 

28.8 

27.7 

34.5 

29.9 

31.5 

30.7 

53.0 

42.1 

54.9 

59.8 

54.3 

50.5 

55.9 

1.1 

1.3 

1.5 

0.6 

1.4 

0.8 

1.0 

ある たまにある 以前はあったが、今はない ない 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

令和２年度
(n=1,298)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

 

 

子どもを叩くことがあるかどうかについて、「ない」との回答が 53.0％と最も高く、次いで「以

前はあったが、今はない」（30.7％）、「たまにある」（14.0％）、「ある」（1.2％）の順となっている。 

学校種別にみると、「たまにある」との回答が小学生で２割台半ばと最も高く、小学生、中学生、

高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 子どもを叩くことがあるか（学校種別・地域別）】 

 

 

  

問１３ お子さんを叩くことがありますか。《○は１つ》 

学
校
種
別 

地
域
別 
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子育てやしつけで悩みや不安を感じていることについて、「スマホやインターネットの使い方が

心配である」との回答が 48.2％と最も高く、次いで「子どもの進学や受験のことが心配である」

（44.7％）、「子どもにかかる教育費が心配である」（39.7％）などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「子どもの進学や受験のことが心配である」、「スマホやインターネットの使

い方が心配である」との回答は中学生で高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

  

問１４ あなたが、子育てやしつけなどについて、悩みや不安を感じていることは何ですか。 

《○はいくつでも》 
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17.1 

17.0 

2.7 

9.6 

16.6 

44.7 

39.7 

28.8 

8.3 

6.0 

4.6 

4.8 

11.7 

2.6 

48.2 

3.5 

9.9 

1.2 

20.5 

19.9 

3.2 

11.2 

20.2 

47.7 

42.1 

29.2 

10.1 

7.1 

4.8 

12.1 

3.8 

2.1 

12.5 

1.0 

23.5 

19.0 

3.2 

11.9 

21.9 

47.8 

25.8 

10.0 

8.7 

5.9 

13.3 

3.9 

3.6 

18.6 

1.1 

0 20 40 60

子どもに基本的な生活習慣
が身についていない

しつけや教育に自信が
持てない

しつけや教育について
相談する相手がいない

配偶者があまり協力
してくれない

子どもが勉強しない

子どもの進学や受験の
ことが心配である

子どもにかかる教育費が
心配である

子どもの就職が心配である

子どもが反抗期で
言うことを聞かない

子どもの生活態度が
消極的である

子どもがよい友人関係
を持てない

子どもの考えていることや
交友関係が分からない

子どもの健康が心配である

子どもの非行や問題行動
が心配である

スマホやインターネットの
使い方が心配である

その他

特に悩みや不安はない

無回答

(%)

20.8 

19.7 

4.2 

10.4 

16.4 

32.5 

40.3 

19.7 

9.4 

6.5 

6.8 

5.2 

11.9 

3.4 

49.1 

4.4 

11.9 

1.6 

18.6 

19.1 

3.2 

7.6 

19.6 

54.9 

39.5 

26.7 

9.3 

4.7 

3.2 

2.5 

9.6 

2.7 

54.7 

3.7 

7.4 

0.7 

13.1 

13.3 

1.2 

10.5 

14.5 

45.7 

39.4 

37.4 

6.7 

6.7 

4.2 

6.3 

13.3 

2.0 

42.4 

2.8 

10.5 

1.2 

0 20 40 60

(%)

15.0 

15.1 

3.0 

9.7 

15.0 

46.4 

42.6 

25.6 

8.5 

7.0 

4.5 

4.2 

13.0 

2.4 

48.5 

1.9 

9.7 

1.4 

17.9 

20.0 

2.7 

10.2 

18.2 

43.0 

36.1 

32.1 

7.1 

5.4 

5.4 

4.8 

10.0 

3.1 

50.1 

4.8 

10.0 

0.4 

21.3 

14.9 

2.0 

7.4 

17.3 

44.1 

40.6 

29.7 

10.9 

5.0 

3.0 

6.4 

12.4 

2.0 

42.6 

5.0 

10.4 

2.5 

0 20 40 60
(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

【図表 子育てやしつけで悩みや不安を感じていること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  経年比較 学校種別 地域別 

平成 22 年度、27 年度にはない選択肢 

平成 22 年度、27 年度にはない選択肢 

※平成 22 年度にはない選択肢 
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件

　

数

ス

マ

ホ

や

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

の

使

い

方

が

心
配

で

あ

る 子

ど

も

の

進

学

や
受

験

の

こ

と

が

心

配

で

あ
る

子

ど

も

に

か

か

る
教

育

費

が

心

配

で

あ

る

子

ど

も

の

就

職

が
心

配

で

あ

る

子

ど

も

に

基

本

的
な

生

活

習

慣

が

身

に

つ

い
て

い

な

い し

つ

け

や

教

育

に
自

信

が

持

て

な

い

子

ど

も

が

勉

強

し
な

い

子

ど

も

の

健

康

が
心

配

で

あ

る

配

偶

者

が

あ

ま

り
協

力

し

て

く

れ

な

い

  全  体 1,298 48.2 44.7 39.7 28.8 17.1 17.0 16.6 11.7 9.6

十分だと思う 317 41.6 39.4 32.5 24.0 14.8 12.3 13.9 11.4 9.5

ほぼ十分だと思う 487 47.0 47.8 40.7 28.5 12.1 14.6 14.2 10.9 7.2

やや不足していると思う 347 53.6 43.2 42.4 29.1 19.9 20.2 18.4 12.7 10.4

不足していると思う 136 55.9 52.2 47.1 41.2 33.1 27.9 27.9 13.2 16.9

 

 

件

　

数

子

ど

も

が

反

抗

期

で

言

う

こ

と

を

聞

か

な

い 子

ど

も

の

生

活

態

度

が

消

極

的

で

あ

る

子

ど

も

の

考

え

て

い

る

こ

と

や

交

友

関

係

が

分

か

ら

な

い

子

ど

も

が

よ

い

友

人

関

係

を

持

て

な

い

し

つ

け

や

教

育

に

つ

い

て

相

談

す

る

相

手

が

い

な

い

子

ど

も

の

非

行

や

問

題

行

動

が

心

配

で

あ

る そ

の

他

特

に

悩

み

や

不

安

は

な

い

無

回

答

  全  体 1,298 8.3 6.0 4.8 4.6 2.7 2.6 3.5 9.9 1.2

十分だと思う 317 8.5 5.0 2.8 2.8 1.9 0.9 1.9 14.2 1.3

ほぼ十分だと思う 487 6.2 5.7 2.1 2.3 1.8 1.6 4.9 9.4 1.2

やや不足していると思う 347 8.6 5.2 8.4 7.5 2.9 3.7 2.3 9.2 0.6

不足していると思う 136 14.7 11.8 10.3 10.3 7.4 6.6 5.1 3.7 0.7
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う

か

＜問 14 平日にお子さんと一緒に過ごす時間が十分かどうかとの関係＞ 

 子育てやしつけで悩みや不安を感じていることについて、平日に子どもと一緒に過ごす時間が

十分かどうか別でみると、すべての項目で子どもと一緒に過ごす時間が不足するにつれ、悩みや

不安を感じている人が多くなる傾向がみられる。 

 

【図表 子育てやしつけで悩みや不安を感じていること 

（平日に子どもと一緒に過ごす時間が十分かどうか別）】 
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13.9 

29.2 

31.4 

16.0 

60.3 

57.1 

46.5 

15.9 

33.9 

59.8 

9.4 

4.9 

1.1 

12.9 

30.9 

28.5 

15.2 

61.8 

59.5 

43.5 

15.7 

34.2 

55.2 

9.4 

5.5 

1.1 

13.6 

31.2 

28.1 

12.6 

59.2 

60.2 

46.5 

14.1 

34.3 

53.3 

8.3 

5.2 

3.9 

0 20 40 60 80

教養を高める

近所とのつきあいを
大切にする

心身を鍛錬する
（健康管理）

才能を発見し、
伸ばす

家族を大切にする

公衆道徳を守る

金銭や物を浪費しない

学習意欲を高める

高齢者や病人に
やさしくする

家族とのコミュニケー
ションを図る

正しい性知識を持つ

特に心がけている
ことはない

無回答

(%)

17.4 

34.3 

32.5 

17.9 

64.9 

63.1 

48.3 

22.1 

37.9 

65.5 

10.6 

3.4 

1.0 

12.7 

31.4 

31.6 

18.6 

62.7 

55.1 

48.8 

16.7 

36.5 

62.0 

10.8 

5.1 

1.2 

12.1 

23.6 

30.5 

12.5 

54.9 

54.1 

43.4 

10.5 

28.7 

53.7 

7.3 

5.9 

1.0 

0 20 40 60 80
(%)

17.9 

29.4 

36.5 

16.5 

61.0 

58.1 

47.8 

16.9 

34.4 

60.5 

9.2 

3.7 

1.4 

9.4 

29.4 

28.2 

15.2 

60.7 

58.2 

46.8 

15.2 

34.7 

59.7 

9.0 

5.8 

0.6 

13.9 

28.2 

25.2 

16.8 

57.4 

51.5 

42.1 

14.9 

30.2 

57.9 

10.9 

6.4 

1.5 

0 20 40 60 80
(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

 

 

子どもの手本となるよう心がけていることについて、「家族を大切にする」との回答が 60.3％と

最も高く、次いで「家族とのコミュニケーションを図る」（59.8％）、「公衆道徳を守る」（57.1％）、

「金銭や物を浪費しない」（46.5％）などの順となっている。 

経年比較すると、「家族とのコミュニケーションを図る」との回答は平成 22 年度調査から令和２

年度調査にかけてやや増加傾向にある。 

学校種別にみると、ほぼすべての選択肢で小学生が高くなっている。 

地域別にみると、「教養を高める」との回答は備中地域で他の地域に比べ低くなっている。 

 

【図表 子どもの手本となるよう心がけていること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

問１５ お子さんの手本となるよう、あなたが普段から心がけていることは何ですか。 

《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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37.7 

34.8 

34.5 

42.6 

39.2 

32.7 

34.1 

40.3 

41.1 

55.2 

58.3 

57.2 

51.7 

53.9 

59.0 

59.1 

53.6 

48.5 

3.5 

3.6 

2.8 

2.1 

3.4 

4.8 

1.9 

4.4 

5.9 

1.1 

2.0 

1.9 

1.3 

0.5 

1.4 

1.7 

0.8 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.8 

1.0 

0.6 

0.5 

0.4 

2.5 

1.7 

1.2 

3.6 

1.6 

2.0 

1.6 

2.6 

0.6 

2.0 

両親共に同じくらい 主に母親 主に父親

主に親以外の家族 その他 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

 

家庭における子育てやしつけをする人について、「主に母親」との回答が 55.2％と最も高く、次

いで「両親共に同じくらい」（37.7％）などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「両親共に同じくらい」との回答は小学生で４割超と高く、小学生、中学生、

高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「主に母親」との回答は備前地域で約６割と高くなっている。 

 

【図表 家庭における子育てやしつけをする人（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問１６ あなたの家庭では、子育てやしつけを主に誰がしていますか。《○は１つ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 
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19.8 

8.8 

8.8 

39.1 

11.6 

14.1 

28.2 

11.5 

11.8 

4.4 

23.0 

13.6 

9.1 

36.7 

11.7 

13.2 

27.5 

8.9 

10.7 

5.3 

24.7 

12.6 

9.1 

39.6 

12.0 

11.9 

30.0 

9.0 

8.2 

7.2 

0 10 20 30 40 50

もっと勉強させて
ほしい

もっと厳しくしつけて
ほしい

もっと体をきたえて
ほしい

個性を伸ばす教育を
してほしい

情操教育に力を入れて
ほしい

子どもの安全や健康に
力をいれてほしい

子どもの学校での生活
状況についての情報

提供をしてほしい

その他

わからない

無回答

(%)

20.5 

6.8 

8.9 

39.8 

11.3 

16.7 

28.7 

10.6 

10.1 

5.2 

19.2 

10.4 

8.6 

39.5 

12.1 

11.7 

30.3 

11.3 

11.7 

3.8 

19.3 

10.4 

8.9 

36.1 

10.9 

12.9 

21.3 

14.4 

16.8 

3.5 

0 10 20 30 40 50

(%)

17.1 

9.9 

13.5 

39.5 

13.8 

14.5 

29.1 

12.2 

9.4 

3.6 

25.5 

9.6 

9.1 

43.6 

13.7 

14.7 

31.4 

9.3 

10.0 

5.1 

17.2 

7.3 

5.0 

35.2 

8.1 

13.3 

25.0 

12.7 

15.0 

4.4 

0 10 20 30 40 50

(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

７ 学校に希望することについて 

 

 

 

通っている学校に対して希望することについて、「個性を伸ばす教育をしてほしい」との回答が

39.1％と最も高く、次いで「子どもの学校での生活状況についての情報提供をしてほしい」（28.2％）、

「もっと勉強させてほしい」（19.8％）などの順となっている。 

経年比較すると、「もっと勉強させてほしい」との回答は平成 22年度調査から令和２年度調査に

かけてやや減少傾向にある。 

学校種別にみると、「もっと勉強させてほしい」、「個性を伸ばす教育をしてほしい」、「子どもの

学校での生活状況についての情報提供をしてほしい」との回答が中学生で高くなっている。 

地域別にみると、「子どもの学校での生活状況についての情報提供をしてほしい」との回答は美

作地域で他の地域に比べやや低くなっている。 

 

【図表 通っている学校に対して希望すること（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

問１７ あなたは、お子さんの通っている学校に対して、希望することがありますか。 

《○は３つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 
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８ 通学状況について 

 

 

 

子どもが学校に行きたくないと言うことがあるかどうかについて、『ある』（「よくある」と「時々

ある」を合わせた割合）との回答が 18.3％、「ない」との回答が 70.2％、「今はないが、以前はあっ

た」との回答が 10.6％となっている。 

経年比較すると、『ある』との回答は今回調査が前回調査を 5.6 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、『ある』との回答は小学生、中学生で約２割とやや高くなっている。 

地域別にみると、『ある』との回答は備中地域で約２割とやや高くなっている。 

 

【図表 学校に行きたくないと言うことがあるかどうか（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問１８ お子さんが、学校に行きたくないと言うことがありますか。《○は１つ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

3.4 

2.0 

2.5 

2.9 

4.2 

3.2 

2.1 

4.8 

3.5 

14.9 

10.7 

10.6 

16.4 

15.0 

13.9 

14.8 

15.5 

13.9 

70.2 

77.0 

73.0 

66.8 

69.9 

73.1 

70.4 

68.9 

72.8 

10.6 

9.4 

10.5 

13.0 

10.5 

8.9 

12.2 

9.6 

8.9 

0.8 

1.0 

3.4 

1.0 

0.5 

1.0 

0.5 

1.2 

1.0 

よくある 時々ある ない 今はないが、以前はあった 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100

『ある』 
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子どもが不登校になった経験について、「以前あった」との回答が 6.3％、「今そうである」との

回答が 0.9％、「ない」との回答が 89.8％となっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 不登校になった経験（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

問１９ お子さんが、病気などやむを得ない事情がなく、何日も続けて学校に行かない（不登校

の状態になった）ことがありますか。《○は１つ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

6.3 

4.9 

4.8 

6.0 

5.9 

6.9 

7.7 

5.4 

5.0 

0.9 

0.5 

0.6 

0.5 

2.0 

0.4 

1.0 

1.0 

0.5 

89.8 

91.5 

90.0 

90.4 

88.7 

90.3 

87.7 

90.6 

94.1 

2.9 

3.2 

4.6 

3.1 

3.4 

2.4 

3.7 

3.1 

0.5 

以前あった 今そうである ない 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100
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59.8 

17.1 

58.5 

1.2 

0.0 

40.2 

14.6 

18.3 

0.0 

55.1 

17.8 

54.2 

1.9 

1.9 

33.6 

17.8 

9.3 

0.9 

60.4 

14.6 

57.3 

3.1 

1.0 

42.7 

22.9 

13.5 

0.0 

0 20 40 60 80

学校の先生の支援

カウンセラーへの相談

親の励まし、支え

教育支援センター
（適応指導教室）

への通室

フリースクール等への
通学

友だちの支え

親や先生以外の
大人の支え

その他

無回答

(%)

65.2 

21.7 

69.6 

0.0 

0.0 

34.8 

17.4 

8.7 

0.0 

62.5 

8.3 

54.2 

0.0 

0.0 

58.3 

16.7 

16.7 

0.0 

54.3 

20.0 

54.3 

2.9 

0.0 

31.4 

11.4 

25.7 

0.0 

0 20 40 60 80
(%)

63.6 

18.2 

52.3 

2.3 

0.0 

47.7 

18.2 

18.2 

0.0 

60.7 

14.3 

67.9 

0.0 

0.0 

25.0 

14.3 

14.3 

0.0 

40.0 

20.0 

60.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

30.0 

0.0 

0 20 40 60 80
(%)

令和2年度

(n=82)

平成27年度

(n=107)

平成22年度

(n=96)

小学生

(n=23)

中学生

(n=24)

高校生

(n=35)

備前地域

(n=44)

備中地域

(n=28)

美作地域

(n=10)

 

 

 

 

学校へ復帰するうえで有効だったと思うことについて、「学校の先生の支援」との回答が 59.8％

と最も高く、次いで「親の励まし、支え」（58.5％）、「友だちの支え」（40.2％）などの順となって

いる。 

経年比較すると、「友だちの支え」との回答は今回調査が前回調査を 6.6 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、小学生では「学校の先生の支援」、「親の励まし、支え」、中学生では「友だち

の支え」が他の学校種に比べ高くなっている。 

地域別にみると、「友だちの支え」との回答は備中地域で他の地域に比べ低くなっている。 

 

【図表 学校へ復帰するうえで有効だったと思うこと（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

（問１９で「１.以前あった」に○がついた人だけお答えください。） 

問１９－１ お子さんが、学校へ復帰するうえで、有効だったものはどれですか。 

《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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９ 近所との関わりについて 

 

 

近所付き合いの程度について、「会えばあいさつする程度」との回答が 47.6％と最も高く、次い

で「たまに立ち話しをするなど、やや緊密」（38.4％）、「互いに相談したり助け合うなど、非常に緊

密」（8.2％）などの順となっている。 

経年比較すると、「互いに相談したり助け合うなど、非常に緊密」、「たまに立ち話しをするなど、

やや緊密」との回答はともに平成 22 年度調査から令和２年度調査にかけて減少傾向にある。 

学校種別にみると、「互いに相談したり助け合うなど、非常に緊密」、「たまに立ち話しをするな

ど、やや緊密」との回答はともに中学生でやや高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 近所付き合いの程度（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２０ あなたの家では、近所の方とのつきあいがどの程度ありますか。《○は１つ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

8.2 

9.3 

11.6 

7.8 

9.1 

7.7 

7.0 

9.8 

7.4 

38.4 

41.7 

45.6 

38.7 

41.7 

35.4 

38.8 

36.5 

42.1 

47.6 

40.4 

36.3 

48.6 

43.9 

49.9 

48.0 

47.4 

47.0 

3.8 

3.5 

2.3 

2.6 

4.2 

4.4 

4.0 

4.2 

2.0 

2.1 

5.2 

4.2 

2.3 

1.2 

2.6 

2.3 

2.1 

1.5 

互いに相談したり助け合うなど、非常に緊密 たまに立ち話しをするなど、やや緊密

会えばあいさつする程度 ほとんどつきあいはない 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100
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49.8 

47.6 

60.9 

13.3 

4.9 

22.3 

1.4 

13.1 

1.1 

55.8 

53.9 

65.3 

13.2 

7.6 

23.1 

1.2 

10.5 

1.0 

52.5 

52.3 

66.0 

11.9 

7.3 

20.1 

2.2 

10.2 

0.9 

0 20 40 60 80

お祭りなどの地域の
行事

子ども会・町内会
行事

清掃・廃品回収

公民館などの催し

幼児や高齢者との
交流

あいさつ・声かけ
運動

その他

参加したことがない

無回答

(%)

60.0 

63.1 

68.1 

21.8 

4.7 

26.8 

1.3 

7.3 

1.3 

52.9 

48.3 

58.3 

11.3 

6.1 

24.8 

1.0 

13.7 

0.5 

39.6 

35.2 

57.6 

8.5 

4.0 

16.8 

1.8 

17.0 

1.4 

0 20 40 60 80
(%)

50.4 

48.9 

62.6 

9.9 

6.1 

21.9 

1.2 

12.2 

0.7 

44.0 

42.4 

57.2 

15.7 

3.3 

20.7 

1.5 

16.5 

1.9 

63.4 

57.4 

65.8 

16.8 

5.4 

27.2 

1.5 

6.9 

0.0 

0 20 40 60 80
(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

10 地域活動について 

 

 

 

参加した地域活動について、「清掃・廃品回収」との回答が 60.9％と最も高く、次いで「お祭り

などの地域の行事」（49.8％）、「子ども会・町内会行事」（47.6％）などの順となっている。 

経年比較すると、「お祭りなどの地域の行事」、「子ども会・町内会行事」との回答は今回調査が前

回調査を 6.0 ポイント以上下回っている。 

学校種別にみると、ほぼすべての選択肢において小学生で高く、小学生、中学生、高校生と上が

るにつれて減少傾向にある。 

地域別にみると、「幼児や高齢者との交流」を除くすべての選択肢が美作地域で他の地域に比べ

高くなっている。 

 

【図表 参加した地域活動（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問２１ あなたは、最近１年間で次のような地域の活動に参加したことがありますか。 

《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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ボランティア活動の状況について、「まったく活動したことがない」との回答が 30.4％と最も高

く、次いで「あまり活動していない」（28.7％）、「今はしていないが、以前活動していた」（17.7％）

などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、『活動している』（「よく活動している」と「時々活動している」を合わせた割

合）との回答は小学生、中学生で約２割とやや高くなっている。 

地域別にみると、「まったく活動したことがない」との回答は備中地域で３割台半ばと他の地域

に比べやや高くなっている。 

 

【図表 ボランティア活動の状況（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２２ あなたは、ボランティア活動をしていますか。《○は１つ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

2.5 

3.4 

4.8 

2.9 

2.9 

2.0 

2.8 

2.1 

3.0 

14.3 

14.4 

12.4 

16.9 

15.0 

11.7 

16.3 

10.6 

17.8 

28.7 

30.0 

25.8 

29.6 

27.7 

28.7 

25.6 

31.1 

31.2 

17.7 

15.9 

21.3 

14.8 

15.4 

21.8 

20.0 

15.9 

15.8 

30.4 

28.8 

27.2 

31.4 

32.4 

27.9 

28.5 

33.6 

27.2 

6.5 

7.6 

8.6 

4.4 

6.6 

7.9 

6.8 

6.7 

5.0 

よく活動している 時々活動している あまり活動していない

今はしていないが、以前活動していた まったく活動したことがない 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100

『活動している』 
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25.1 

46.5 

15.6 

7.9 

7.1 

6.6 

0.4 

12.8 

6.6 

18.0 

1.7 

26.7 

49.9 

11.6 

10.1 

6.7 

7.9 

1.0 

12.0 

4.1 

15.3 

1.4 

29.5 

43.2 

17.7 

10.3 

7.2 

7.9 

0.9 

11.5 

7.3 

20.8 

3.0 

0 20 40 60

活動の情報がない

活動の時間がない

気軽に参加できる
活動が少ない

誘ってくれる仲間が
いない

活動するのが
わずらわしい

団体などにしばられ
たくない

自分にとって何の
得にもならない

興味・関心がない

その他

特に理由はない

無回答

(%)

31.8 

54.3 

21.7 

10.9 

8.5 

9.3 

0.0 

14.7 

5.4 

10.9 

0.8 

22.9 

48.4 

13.1 

7.2 

8.5 

7.8 

1.3 

13.7 

4.6 

18.3 

2.6 

22.2 

39.5 

13.5 

6.5 

4.9 

3.8 

0.0 

10.8 

9.2 

22.7 

1.6 

0 20 40 60
(%)

27.3 

44.4 

17.2 

7.1 

7.1 

6.1 

0.5 

11.1 

7.1 

17.7 

2.0 

25.0 

48.6 

14.9 

8.7 

6.7 

8.2 

0.5 

14.4 

7.2 

17.8 

1.4 

18.0 

45.9 

13.1 

8.2 

8.2 

3.3 

0.0 

13.1 

3.3 

19.7 

1.6 

0 20 40 60

(%)

令和2年度

(n=467)

平成27年度

(n=734)

平成22年度

(n=643)

小学生

(n=129)

中学生

(n=153)

高校生

(n=185)

備前地域

(n=198)

備中地域

(n=208)

美作地域

(n=61)

 

 

 

 

 

地域活動やボランティア活動に参加しない理由について、「活動の時間がない」との回答が 46.5％

と最も高く、次いで「活動の情報がない」（25.1％）、「気軽に参加できる活動が少ない」（15.6％）

などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「活動の情報がない」、「気軽に参加できる活動が少ない」との回答は小学生が

中学生、高校生を 8.0 ポイント以上上回っている。 

地域別にみると、「活動の情報がない」との回答は美作地域で他の地域に比べやや低くなってい

る。 

 

【図表 地域活動やボランティア活動に参加しない理由（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

（問２１で「８．参加したことがない」、または問２２で「５．まったく活動したことがない」

に○がついた人だけお答えください。） 

問２３ あなたが、地域活動やボランティア活動に参加しないのは、なぜですか。 

《○は３つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 
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11 相談相手について 

 

 

 

心配事や悩みの相談相手について、「配偶者」との回答が 63.9％と最も高く、次いで「友人」

（54.5％）、「あなたの父母」（46.1％）などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、「配偶者」、「あなたの父母」との回答は小学生で高く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 心配事や悩みの相談相手（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

 

  

問２４ あなたの、心配事や悩みの相談相手は誰ですか。《○は３つまで》 

63.9 

46.1 

7.8 

8.6 

54.5 

25.9 

5.4 

2.5 

2.9 

0.5 

4.9 

1.6 

2.9 

1.9 

1.1 

61.1 

43.1 

8.6 

7.2 

58.5 

24.3 

6.5 

1.5 

1.6 

0.5 

4.0 

1.6 

3.5 

2.8 

1.0 

62.6 

40.5 

8.1 

7.6 

60.0 

23.9 

6.0 

1.4 

1.7 

1.2 

3.9 

1.6 

2.8 

3.7 

0.8 

0 20 40 60 80

配偶者

あなたの父母

配偶者の父母

父母以外の親戚

友人

近所や職場の人

学校の先生

塾や予備校の先生

カウンセラー、相談員

相談機関

その他の人

相談する人がいない

誰にも相談しない

特に悩みはない

無回答

(%)

69.9 

54.0 

10.9 

9.6 

52.2 

24.4 

7.3 

2.6 

5.5 

0.5 

3.9 

1.8 

1.3 

2.1 

1.6 

66.2 

45.3 

7.8 

7.1 

56.6 

28.2 

6.9 

3.4 

2.0 

0.5 

4.7 

1.2 

3.2 

2.2 

1.2 

57.6 

40.6 

5.3 

8.9 

54.5 

25.1 

2.8 

1.6 

1.6 

0.4 

5.7 

1.8 

4.0 

1.6 

0.6 

0 20 40 60 80
(%)

63.1 

45.6 

7.0 

8.7 

55.0 

23.0 

5.2 

2.8 

3.3 

0.3 

3.8 

2.1 

1.9 

2.4 

1.0 

64.5 

46.8 

8.1 

8.4 

54.5 

28.2 

5.6 

2.5 

2.9 

0.8 

6.0 

1.0 

3.5 

1.5 

1.5 

64.9 

45.5 

9.4 

8.4 

53.0 

28.2 

5.4 

1.5 

1.5 

0.0 

5.0 

2.0 

4.5 

1.5 

0.0 

0 20 40 60 80
(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

経年比較 学校種別 地域別 
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11.9 

63.8 

39.9 

36.1 

30.1 

24.3 

19.7 

2.3 

5.7 

9.5 

59.4 

38.6 

34.8 

27.9 

29.2 

21.4 

1.9 

4.9 

9.3 

66.5 

38.9 

31.6 

25.3 

26.9 

23.9 

1.9 

3.9 

0 20 40 60 80

「子どものくせに」
と言われる

子どもが親から
暴力を受ける

子どもが親から
無視される

学校でいじめられる

学校で、子どもの意見が
無視される

犯罪の被害者に
なりやすい

未成年の性が
商品化される

その他

無回答

(%)

11.9 

62.9 

38.2 

37.1 

33.8 

27.0 

19.5 

3.1 

4.7 

10.8 

63.0 

39.5 

34.8 

30.1 

22.5 

20.3 

2.0 

5.9 

12.7 

65.1 

41.6 

36.2 

27.3 

23.8 

19.4 

2.0 

6.3 

0 20 40 60 80
(%)

13.7 

62.1 

39.8 

36.3 

29.9 

24.0 

19.7 

2.1 

5.4 

9.0 

64.1 

40.3 

36.1 

29.8 

24.2 

19.4 

2.9 

5.4 

13.9 

67.8 

39.1 

35.1 

31.7 

25.7 

20.8 

1.5 

7.4 

0 20 40 60 80

(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

12 子どもの人権が守られていないと思うときについて 

 

 

 

子どもの人権が守られていないと思うときについて、「子どもが親から暴力を受ける」との回答

が 63.8％と最も高く、次いで「子どもが親から無視される」（39.9％）、「学校でいじめられる」

（36.1％）、「学校で、子どもの意見が無視される」（30.1％）などの順となっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 子どもの人権が守られていないと思うとき（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２５ あなたが、「子どもの人権（人が生まれながらにして持っている権利）」が守られていな

いと思うときは、どんなときですか。《○は３つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 
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13 子どもについてほしい職業（職場）について 

 

 

 

将来子どもについてほしい職業について、「自分の好きなことや特技がいかせる」との回答が

75.4％と最も高く、次いで「安定していて、長く続けられる」（60.4％）、「多くの人の役に立つ」

（25.6％）などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別にみると、小学生では「自分の好きなことや特技がいかせる」、高校生では「安定してい

て、長く続けられる」が他の学年に比べ高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 将来子どもについてほしい職業（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問２６ あなたは、将来お子さんにどのような職業（職場）についてほしいと望んでいますか。 

《○は２つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 

12.8 

0.5 

75.4 

25.6 

3.6 

2.5 
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60.4 

3.2 

1.1 

12.2 

0.6 

76.5 

23.5 

3.6 

2.0 

0.5 

61.9 

1.6 

0.5 

9.0 

0.8 

78.7 

24.0 

3.9 

2.0 

0.7 

60.4 

1.4 

0.7 
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収入が多い

有名な会社である

自分の好きなことや
特技がいかせる

多くの人の役に立つ

他人に誇れる職業
（会社）である

独立して、自分だけで
できる

休みが多い

安定していて、
長く続けられる

その他

無回答

(%)
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1.0 
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1.0 

15.9 

1.0 
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26.2 

3.2 

2.7 

0.7 

58.1 

2.9 

1.2 

11.3 

0.4 

70.3 

24.6 

4.4 

2.4 

1.8 

64.6 

3.0 
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11.0 

0.2 

76.2 

25.2 
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1.0 

59.8 
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15.9 

1.2 

73.5 

25.5 
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1.2 

1.5 

63.0 

3.5 

0.4 

9.9 

0.0 

78.2 

26.7 

4.5 

3.5 

1.0 

55.4 

3.0 
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(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)
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35.8 

88.4 

78.8 

98.0 

94.9 

97.5 

93.8 

77.1 

98.8 

34.1 

63.9 

68.2 

49.9 

9.7 

16.6 

0.7 

3.9 

1.2 

4.9 

20.6 

0.1 

50.3 

31.0 

28.3 

11.4 

0.6 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

12.6 

3.2 

2.0 

1.6 

0.3 

0.8 

0.2 

0.2 

0.2 

0.4 

0.2 

0.2 

1.6 

0.4 

0.3 

1.2 

1.0 

1.0 

1.1 

1.0 

1.2 

1.0 

1.3 

0.9 

1.3 

1.5 

1.2 

①学校をずる休みすること

②タバコを吸うこと

③酒を飲むこと

④万引きをすること

⑤友だちをいじめたり、
仲間はずれにすること

⑥他人に物やお金を
要求すること

⑦人に暴力をふるうこと

⑧深夜（午後11時以降）に
外出すること

⑨薬物を使用すること

⑩制服を変形して着ること

⑪スマホやインターネットを通じて
知り合った人と実際に会うこと

⑫スマホやインターネット、
雑誌などで有害情報を見ること

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,298)

14 不良行為等について 

 

 

 

子どもの行動について、「とても悪い」との回答は「万引きをすること」、「他人に物やお金を要求

すること」、「薬物を使用すること」で約 10 割と高く、「学校をずる休みすること」、「制服を変形し

て着ること」で３割台半ばと低くなっている。 

 

【図表 子どもの行動】 

  

問２７ あなたは、次にあげたことを、お子さんが行うことについて、どう思いますか。 

《○は①～⑫それぞれ１つずつ》 

とても悪い やや悪い あまり悪くない まったく悪くない 無回答
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① 学校をずる休みすること 

学校をずる休みすることについて、「やや悪い」との回答が 49.9％と最も高く、次いで「とても

悪い」（35.8％）、「あまり悪くない」（11.4％）、「まったく悪くない」（1.6％）の順となっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は今回調査が、平成 27 年度調査、平成 22 年度調査を

およそ 15.0 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、大きな差はみられない。 

地域別にみると、「あまり悪くない」との回答は美作地域で約２割と他の地域に比べ高くなって

いる。 

 

【図表 学校をずる休みすること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
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② タバコを吸うこと 

タバコを吸うことについて、「とても悪い」との回答が 88.4％と最も高くなっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 タバコを吸うこと（経年比較・学校種別・地域別）】 
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③ 酒を飲むこと 

酒を飲むことについて、「とても悪い」との回答が 78.8％、「やや悪い」との回答が 16.6％と高

くなっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

学校種別でみると、「とても悪い」との回答は小学生で８割超と最も高く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれてやや低くなっている。 

 地域別にみると、「とても悪い」との回答は美作地域で７割台半ばと他の地域に比べやや低くな

っている。 

 

【図表 酒を飲むこと（経年比較・学校種別・地域別）】 
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④ 万引きをすること 

万引きをすることについて、「とても悪い」との回答が 98.0％と最も高くなっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 万引きをすること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑤ 友だちをいじめたり、仲間はずれにすること 

友だちをいじめたり、仲間はずれにすることについて、「とても悪い」との回答が 94.9％と最も

高くなっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 友だちをいじめたり、仲間はずれにすること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑥ 他人に物やお金を要求すること 

他人に物やお金を要求することについて、「とても悪い」との回答が 97.5％と最も高くなってい

る。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 他人に物やお金を要求すること（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

97.5 

98.4 

97.0 

96.6 

97.5 

98.0 

97.0 

97.9 

97.5 

1.2 

0.8 

1.4 

1.8 

1.0 

0.8 

1.4 

1.2 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.2 

0.2 

0.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.4 

0.0 

1.2 

0.5 

1.3 

1.3 

1.2 

1.0 

1.4 

0.6 

2.0 

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

とても悪い やや悪い あまり悪くない まったく悪くない 無回答



125 

 

⑦ 人に暴力をふるうこと 

人に暴力をふるうことについて、「とても悪い」との回答が 93.8％と最も高くなっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 人に暴力をふるうこと（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑧ 深夜（午後 11 時以降）に外出すること 

深夜（午後 11 時以降）に外出することについて、「とても悪い」との回答が 77.1％、「やや悪

い」との回答が 20.6％と高くなっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答は今回調査が前回調査を 6.6 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は高校生で７割超とやや低く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 深夜（午後 11時以降）に外出すること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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⑨ 薬物（シンナー、危険ドラッグ等）を使用すること 

薬物（シンナー、危険ドラッグ等）を使用することについて、「とても悪い」との回答が 98.8％

と最も高くなっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 薬物（シンナー、危険ドラッグ等）を使用すること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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とても悪い やや悪い あまり悪くない まったく悪くない 無回答
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⑩ 制服を変形して着ること 

制服を変形して着ることについて、「やや悪い」との回答が 50.3％と最も高く、次いで「とても

悪い」（34.1％）、「あまり悪くない」（12.6％）などの順となっている。 

経年比較すると、「とても悪い」との回答はやや上昇傾向にある。 

学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 制服を変形して着ること（経年比較・学校種別・地域別）】 
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とても悪い やや悪い あまり悪くない まったく悪くない 無回答

⑪ スマホやインターネットを通じて知り合った人と実際に会うこと 

スマホやインターネットを通じて知り合った人と実際に会うことについて、「とても悪い」との

回答が 63.9％、「やや悪い」との回答が 31.0％と高くなっている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は高校生で約６割と他の学校種に比べ低くなってい

る。 

地域別にみると、「とても悪い」との回答は美作地域で約７割と他の地域に比べ高くなっている。 

 

【図表 スマホやインターネットを通じて知り合った人と実際に会うこと 

（学校種別・地域別）】 
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⑫ スマホやインターネット、雑誌などで有害情報を見ること 

スマホやインターネット、雑誌などで有害情報を見ることについて、「とても悪い」との回答が

68.2％、「やや悪い」との回答が 28.3％と高くなっている。 

学校種別にみると、「とても悪い」との回答は小学生で７割台半ばと最も高く、小学生、中学生、

高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 スマホやインターネット、雑誌などで有害情報を見ること 

（学校種別・地域別）】 
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15 青少年の健全育成のために必要なことについて 

 

 

 

青少年の健全育成のために必要だと思うことについて、「家庭でのしつけや教育を充実すること」

との回答が 60.4％と最も高く、次いで「家庭・学校・地域が連携して、青少年の健全育成に取り組

むこと」（46.0％）、「学校での道徳教育や生徒指導を充実すること」（32.2％）などの順となってい

る。 

経年比較すると、「家庭でのしつけや教育を充実すること」との回答は平成 22 年度調査から令和

２年度調査にかけて減少傾向にある。一方「悩み事などの相談機関を充実させること」、「青少年の

居場所を整備すること」との回答は今回調査が前回調査を 6.0 ポイント以上上回っている。 

学校種別にみると、「学校での道徳教育や生徒指導を充実すること」との回答は小学生で他の学

年に比べ高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「青少年の居場所を整備すること」、「青少年に悪影響を与える有害な環境をな

くすこと」との回答は美作地域で他の地域に比べやや低くなっている。 

 

【図表 青少年の健全育成のために必要だと思うこと（経年比較・学校種別・地域別）】 
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0.5 

59.3 

33.2 

10.7 

45.1 

18.8 

9.4 

26.9 

5.8 

35.5 

2.9 

1.9 

1.9 

65.3 

32.2 

13.9 

44.6 

19.8 

7.9 

21.8 

6.4 

20.8 

2.0 

3.5 

3.0 

0 20 40 60 80
(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)
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16 非行や問題行動を犯した少年が立ち直るために特に重要なことについて 

 

 

 

非行や問題行動を犯した少年が立ち直るために特に重要だと思うことについて、「家庭が根気よ

く温かく支える」との回答が 70.8％と最も高く、次いで「周囲の大人が温かく支える」（45.6％）、

「友だちが温かく支える」（26.8％）、「行政が関係機関との連携を強化する」（24.0％）などの順と

なっている。 

経年比較すると、「家庭が根気よく温かく支える」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調

査にかけて減少傾向にある。一方「友だちが温かく支える」との回答は今回調査が前回調査を 6.0

ポイント上回っている。 

学校種別にみると、大きな差はみられない。 

地域別にみると、「学校が温かく支える」との回答は備前地域で、「行政が関係機関との連携を強

化する」との回答は美作地域で他の地域に比べやや高くなっている。 

 

【図表 非行や問題行動を犯した少年が立ち直るために特に重要だと思うこと 

（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

問２９ あなたは、非行や問題行動を犯した少年が立ち直るために特に重要なことは、何だと思

いますか。《○は２つまで》 

経年比較 学校種別 地域別 

70.8 

12.0 

45.6 

26.8 

24.0 

10.7 

2.3 

2.2 

1.2 

78.9 

14.7 

40.8 

20.8 

22.6 

9.0 

1.2 

2.1 

0.9 

80.0 

13.4 

42.8 

23.9 

19.1 

8.8 

1.9 

1.5 

1.7 

0 20 40 60 80 100

家庭が根気よく
温かく支える

学校が温かく
支える

周囲の大人が
温かく支える

友だちが温かく
支える

行政が関係機関との
連携を強化する

相談機関の機能を
強化する

その他

わからない

無回答

(%)

72.2 

12.5 

48.3 

28.3 

24.4 

7.3 

2.9 

2.3 

1.6 

73.5 

12.5 

43.1 

27.7 

24.3 

9.8 

2.0 

2.9 

0.5 

67.5 

11.3 

45.5 

25.0 

23.6 

14.1 

2.2 

1.6 

1.6 

0 20 40 60 80 100

(%)

71.7 

16.3 

44.3 

27.5 

22.8 

10.6 

2.6 

1.7 

0.5 

71.0 

8.6 

45.7 

26.7 

23.2 

12.1 

2.3 

2.7 

1.5 

67.8 

8.4 

49.0 

25.2 

29.7 

7.4 

1.5 

2.5 

2.5 

0 20 40 60 80 100

(%)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

平成22年度

(n=2,014)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)
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77.9 

53.0 

93.8 

71.2 

66.0 

80.3 

76.9 

1.0 

1.8 

74.0 

53.7 

92.6 

66.9 

62.0 

78.2 

75.5 

1.7 

1.2 

72.3 

50.3 

93.7 

66.1 

60.0 

74.3 

68.9 

0.6 

1.4 

0 20 40 60 80 100
(%)

74.6 

50.4 

91.8 

66.1 

61.0 

76.3 

71.5 

1.2 

0.9 

75.2 

50.7 

94.6 

69.3 

63.3 

77.7 

75.8 

0.6 

1.9 

72.3 

60.9 

94.6 

69.3 

63.9 

78.7 

72.3 

2.0 

2.0 

0 20 40 60 80 100

(%)

74.5 

52.2 

93.4 

67.9 

62.4 

77.3 

73.3 

1.1 

1.5 

71.2 

53.4 

88.2 

63.9 

59.2 

71.2 

65.1 

3.4 

1.5 

0 20 40 60 80 100

１回使っただけでも、異常に
興奮したり、やる気が

なくなったりする

１回使っただけでも、
死亡することがある

自分の意思でやめるのが
難しくなる

薬がきれると、体を動かすのが
嫌になったり、疲れを感じたり、

苦しくなったりする

使い続けると、体のいろいろな
ところに病気が起こり

やすくなる

使い続けると、脳の神経が
おかされ、心が病気に

なりやすい

やめても、何かのショックで見えない
ものが見えたり、聞こえないものが

聞こえたりすることがある

上記のいずれも知らなかった

無回答

(%)

17 薬物について 

 

 

 

知っている薬物の害について、「自分の意志でやめるのが難しくなる」との回答が 93.4％と最も

高く、次いで「使い続けると、脳の神経がおかされ、心が病気になりやすい」（77.3％）、「１回使っ

ただけでも、異常に興奮したり、やる気がなくなったりする」（74.5％）、「やめても、何かのショッ

クで見えないものが見えたり、聞こえないものが聞こえたりすることがある」（73.3％）などの順と

なっている。 

経年比較、学校種別、地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 知っている薬物の害（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問３０ シンナー､覚せい剤、麻薬、危険ドラッグなどの薬物の害について、あなたが知ってい

るものはどれですか。《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)
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39.2 

37.7 

2.1 

33.8 

35.3 

42.6 

6.0 

1.3 

64.5 

28.2 

4.4 

30.4 

30.6 

35.5 

2.9 

0.7 

97.6 

8.5 

9.9 

34.5 

25.5 

27.7 

0.0 

1.4 

0 20 40 60 80 100
(%)

69.9 

23.3 

5.9 

33.0 

30.0 

34.6 

2.7 

1.2 

48.1 

19.0 

18.6 

3.6 

5.0 

41.3 

40.7 

8.4 

8.2 

1.3 

0 20 40 60 80 100

お子さん専用の携帯電話、
スマートフォン、

タブレット

お子さん専用のスマートフォン、
タブレット

お子さん専用の携帯電話

家族と共用の携帯電話、
スマートフォン、

タブレット

家族と共用のスマートフォン、
タブレット

家族と共用の携帯電話

お子さん専用のパソコン

家族と共用のパソコン

お子さん専用のゲーム機や
テレビなどの電子機器

家族共用のゲーム機や
テレビなどの電子機器

どれも持っていない

無回答

(%)

69.2 

25.6 

5.7 

35.5 

28.7 

37.4 

2.8 

0.7 

67.9 

23.8 

5.8 

33.4 

33.6 

34.9 

2.1 

1.3 

76.7 

15.8 

6.4 

24.8 

24.8 

25.7 

4.0 

2.0 

0 20 40 60 80 100

(%)

18 スマートフォン、携帯電話、パソコン等の所持について 

 

 

 

持っている通信機器について、「お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブレット」との回

答が 69.9％と最も高く、次いで「家族共用のゲーム機やテレビなどの電子機器」（34.6％）、「家族

と共用のパソコン」（33.0％）、などの順となっている。 

経年比較すると、「お子さん専用のゲーム機やテレビなどの電子機器」との回答は今回調査が前

回調査を 10.7 ポイント下回っており、「家族共用のゲーム機やテレビなどの電子機器」との回答は

今回調査が前回調査を 26.2 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、「お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブレット」との回答は高校生

で 97.6％と高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、「お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブレット」との回答は美作地域

で他の地域に比べやや高くなっている。 

 

【図表 持っている通信機器（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

 

  

問３１ お子さんは、スマートフォン、携帯電話やパソコン等を持っていますか。 

《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

※平成 27 年度では「携帯電話」 

は含まれていない 

※平成 27 年度では「携帯電話」 

は含まれていない 
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49.6 

55.6 

47.3 

45.8 

52.6 

49.8 

48.7 

51.2 

48.4 

36.9 

33.2 

19.4 

34.1 

33.3 

41.3 

37.3 

35.4 

39.6 

3.0 

2.6 

21.2 

7.8 

1.9 

0.8 

4.2 

2.1 

1.6 

6.5 

6.5 

4.6 

3.2 

8.9 

6.7 

6.2 

7.2 

5.5 

4.0 

2.1 

7.5 

9.1 

3.3 

1.4 

3.7 

4.1 

4.9 

令和２年度
(n=1,171)

小学校
(n=308)

中学校
(n=369)

高校生
(n=494)

備前地域
(n=520)

備中地域
(n=469)

美作地域
(n=182)

(%)
0 20 40 60 80 100

フィルタリングを使っている フィルタリングを使っていない

インターネットが使えない機種

・設定になっている
わからない 無回答

19 フィルタリングの利用について 

 

 

 

 

 

 

① 携帯電話、スマートフォン、タブレット 

携帯電話、スマートフォン、タブレットを使用している人のフィルタリング状況について、「フィ

ルタリングを使っている」との回答が 49.6％、「フィルタリングを使っていない」との回答が 36.9％

となっている。 

学校種別にみると、「フィルタリングを使っている」との回答は中学生、高校生で約５割と高くな

っている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 携帯電話、スマートフォン、タブレットのフィルタリング状況 

（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

（問３１で「１～６」に○がついた人だけお答えください。） 

問３１－１ お子さんが使用しているスマートフォン等にフィルタリング(＊２)を使っていま

すか。《○は①～③それぞれ１つずつ》 

(＊２)「フィルタリング」とは、青少年がインターネットを利用する際に、危険なサイトに接触しないように制限することができる

ツールです。 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

平成 27年度 
(n=1,384) 

「スマートフォン・ 
タブレット」 

平成 27年度 
(n=1,384) 

「携帯電話」 
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11.9 

30.1 

15.2 

10.7 

10.7 

13.7 

10.3 

11.0 

52.2 

52.5 

48.7 

51.0 

55.3 

52.1 

53.6 

48.5 

1.1 

1.2 

1.5 

1.0 

0.8 

1.4 

1.1 

0.0 

9.4 

10.0 

7.6 

10.3 

9.9 

9.3 

9.8 

8.8 

25.4 

6.2 

27.0 

26.9 

23.4 

23.6 

25.3 

31.6 

令和２年度
(n=947)

平成27年度
(n=1,004)

小学校
(n=263)

中学校
(n=290)

高校生
(n=394)

備前地域
(n=432)

備中地域
(n=379)

美作地域
(n=136)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 
地
域
別 

フィルタリングを使っている フィルタリングを使っていない

インターネットが使えない機種

・設定になっている
わからない 無回答

② パソコン 

パソコンを使用している人のフィルタリング状況について、「フィルタリングを使っている」と

の回答が 11.9％「フィルタリングを使っていない」との回答が 52.2％となっている。 

経年比較すると、「フィルタリングを使っている」との回答は今回調査が前回調査を 18.2 ポイン

ト下回っている。 

学校種別にみると、「フィルタリングを使っている」との回答は小学生で１割台半ば、「フィルタ

リングを使っていない」との回答は高校生で５割台半ばと高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 パソコンのフィルタリング状況（経年比較・学校種別・地域別）】 
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30.2 

34.3 

43.7 

35.4 

15.3 

30.7 

32.4 

22.6 

34.5 

33.9 

26.6 

30.5 

44.0 

34.7 

33.8 

36.0 

9.0 

14.0 

13.5 

7.8 

6.6 

9.1 

9.8 

6.7 

12.3 

12.4 

8.4 

13.0 

14.8 

12.1 

12.1 

13.4 

13.9 

5.4 

7.8 

13.3 

19.3 

13.3 

11.9 

21.3 

令和２年度
(n=1,106)

平成27年度
(n=1,013)

小学校
(n=334)

中学校
(n=347)

高校生
(n=425)

備前地域
(n=495)

備中地域
(n=447)

美作地域
(n=164)

(%)
0 20 40 60 80 100

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

フィルタリングを使っている フィルタリングを使っていない

インターネットが使えない機種

・設定になっている
わからない 無回答

③ ゲーム機やテレビなどの電子機器 

ゲーム機やテレビなどの電子機器を使用している人のフィルタリング状況について、「フィルタ

リングを使っている」との回答が 30.2％、「フィルタリングを使っていない」との回答が 34.5％と

なっている。 

経年比較すると、「インターネットが使えない機種・設定になっている」との回答は今回調査が前

回調査を 5.0 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、「フィルタリングを使っている」との回答は小学生で、「フィルタリングを使

っていない」との回答は高校生でともに４割台半ばと高くなっている。 

地域別にみると、「フィルタリングを使っている」との回答は美作地域で２割超と低くなってい

る。 

 

【図表 ゲーム機やテレビなどの電子機器のフィルタリング状況 

（経年比較・学校種別・地域別）】 
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65.5 

26.8 

4.0 

23.9 

16.9 

18.3 

2.9 

2.0 

44.5 

5.6 

21.0 

2.5 

4.6 

41.2 

14.3 

3.4 

8.9 

2.2 

0 20 40 60 80 100

お子さん専用の携帯電話、
スマートフォン、
タブレットで利用

お子さん専用のスマートフォン、
タブレットで利用

お子さん専用の携帯電話
で利用

家族と共用の携帯電話、
スマートフォン、
タブレットで利用

家族と共用のスマートフォン、
タブレットで利用

家族と共用の携帯電話
で利用

お子さん専用の
パソコンで利用

家族と共用の
パソコンで利用

お子さん専用のゲーム機や
テレビなどの電子機器で利用

家族と共用のゲーム機や
テレビなどの電子機器で利用

利用していない

無回答

(%)

29.4 

46.2 

1.3 

26.2 

23.4 

27.3 

6.2 

3.1 

60.8 

31.9 

3.7 

22.5 

18.9 

18.9 

3.4 

1.7 

96.8 

7.9 

6.3 

23.2 

10.5 

11.1 

0.0 

1.4 

0 20 40 60 80 100
(%)

64.3 

29.4 

4.7 

23.1 

16.9 

18.8 

2.3 

1.4 

63.7 

26.3 

4.0 

26.1 

19.2 

18.8 

3.8 

1.9 

73.3 

20.8 

2.0 

20.3 

11.4 

15.8 

2.5 

4.0 

0 20 40 60 80 100
(%)

20 インターネットの利用について 

 

 

 

インターネットを利用している端末について、「お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブ

レットで利用」との回答が 65.5％と最も高く、次いで「家族と共用の携帯電話、スマートフォン、

タブレットで利用」（26.8％）、「家族と共用のパソコンで利用」（23.9％）などの順となっている。 

経年比較すると、「家族と共用のパソコンで利用」との回答は今回調査が前回調査を 17.3 ポイン

ト下回っている。 

学校種別にみると、「お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブレットで利用」との回答は

高校生で 96.8％と高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて高くなっている。一方「家族と

共用の携帯電話、スマートフォン、タブレットで利用」との回答は小学生で 46.2％と高く、小学生、

中学生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブレットで利用」との回答は美

作地域で他の地域に比べやや高くなっている。 

【図表 インターネットを利用している端末（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

 

  

問３２ お子さんがインターネットを利用している端末は何ですか。《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)

※平成 27 年度調査では、「スマートフ

ォン、タブレット」と「携帯電話」を

分けた選択肢 

※平成 27 年度調査では、「スマートフ

ォン、タブレット」と「携帯電話」を

分けた選択肢 
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インターネットを利用している場所について、「家族共用（リビング等）の部屋」との回答が 88.0％

と最も高く、次いで「お子さん専用の部屋」（48.5％）、「自宅以外の場所」（20.0％）の順となって

いる。 

経年比較すると、「お子さん専用の部屋」との回答は今回調査が前回調査を 15.3 ポイント、「家

族共用（リビング等）の部屋」との回答は今回調査が前回調査を 8.1 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、「お子さん専用の部屋」、「自宅以外の場所」との回答は高校生で高く、小学

生、中学生、高校生と上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、「自宅以外の場所」との回答は美作地域で他の地域に比べやや高くなっている。 

 

【図表 インターネットを利用している場所（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

問３３ お子さんは、どこでインターネットを利用していますか。《○はいくつでも》 

経年比較 学校種別 地域別 
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家族共用（リビング等）
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わからない

利用していない

無回答

(%)

小学生

(n=385)

中学生

(n=408)

高校生

(n=505)

備前地域

(n=575)

備中地域

(n=521)

美作地域

(n=202)

令和2年度

(n=1,298)

平成27年度

(n=2,201)
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インターネットの使い方で決めているルールについて、「利用する時間を決めている」との回答

が 38.2％と最も高く、次いで「困ったときには、すぐに保護者に相談するように決めている」

（37.0％）、「ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法を決めている」（34.4％）などの順

となっている。 

経年比較すると、「何らかのルールを決めている」とする選択肢ではすべて今回調査が前回調査

を上回っており、特に「利用する時間を決めている」との回答は今回調査が前回調査を 11.1 ポイ

ントと大きく上回っている。 

学校種別にみると、「利用する時間を決めている」との回答は小学生で 54.5％と高くなっている。

また、「特にルールを決めていない」との回答は高校生で 24.8％と高くなっている。 

地域別にみると、ほぼすべての選択肢が美作地域で他の地域に比べやや低くなっている。 

 

【図表 インターネットの使い方で決めているルール（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

 

  

問３４ あなたの家では、お子さんのインターネットの使い方について、何かルールがあります

か。《○はいくつでも》 
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中学生
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(n=2,201)
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インターネット利用において必要だと思う取組について、「有害サイトへの規制を強化する」と

の回答が 54.5％と最も高く、次いで「インターネット利用のルール作りなど、家庭における取組を

支援する」（50.8％）、「有害情報を掲載しているサイトの責任者に対する規制を強化する」（38.6％）、

「フィルタリングの使用を徹底させる」（38.2％）などの順となっている。 

経年比較すると、「インターネット利用のルール作りなど、家庭における取組を支援する」との回

答は今回調査が前回調査を 8.1 ポイント上回っている。一方、「小中学校への携帯電話、スマート

フォンの持込を禁止する」との回答は今回調査が前回調査を 7.5 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、半数以上の選択肢で高校生が低くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

  

問３５ お子さんのインターネット利用について、どのような取組が必要だと思いますか。 

《○はいくつでも》 
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【図表 インターネット利用において必要だと思う取組（経年比較・学校種別・地域別）】 
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啓発を充実させる

国・地方公共団体等が、インター
ネットの危険性や注意すべき点に

ついて、保護者へ説明する
機会を設ける

相談機関・窓口を利用しやすい
ように改善する

保護者同士で気軽に相談
できる関係を作る
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21 望まない妊娠や性感染症の予防法について 

 

 

 

望まない妊娠や性感染症の予防法に関する話合いについて、「話すことはない」との回答が 42.0％

と最も高く、次いで「今後話す予定」（39.6％）、「話している」（16.1％）の順となっている。 

経年比較すると、「今後話す予定」との回答は今回調査が前回調査を 5.4 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、「話している」との回答は高校生で２割台半ばと高く、小学生、中学生、高校

生と上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 望まない妊娠や性感染症の予防法に関する話合い（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問３６ 望まない妊娠や性感染症の予防法について、家庭で話すことはありますか。《○は１つ》 

経
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(n=202)

(%)
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22 不審者等の出没について 

 

 

 

不審者情報に関して聞いた経験について、「時々聞く」との回答が 52.0％と最も高く、次いで「あ

まり聞かない」（35.6％）、「よく聞く」（5.3％）、「まったく聞かない」（5.2％）の順となっている。 

経年比較すると、「よく聞く」、「時々聞く」との回答は平成 22 年度調査から令和２年度調査にか

けて減少傾向にある。 

学校種別にみると、大きな差はみられない。 

地域別にみると、「よく聞く」、「時々聞く」との回答は備前地域で合わせて６割台半ばと高くなっ

ている。 

 

【図表 不審者情報に関して聞いた経験（経年比較・学校種別・地域別）】 

  

問３７ あなたのお住まいの地域での不審者等の出没について、聞いたことがありますか。 

《○は１つ》 

経
年
比
較 

学
校
種
別 

地
域
別 

5.3 

7.1 

11.4 

6.2 

3.4 

6.1 

7.3 

4.2 

2.5 

52.0 

54.0 

55.2 

50.9 

52.7 

52.3 

57.4 

50.1 

41.6 

35.6 

32.3 

28.3 

35.8 

36.3 

34.9 

29.4 

38.2 

46.5 

5.2 

4.5 

3.1 

4.7 

5.9 

5.0 

4.7 

5.4 

5.9 

1.9 

2.1 

2.0 

2.3 

1.7 

1.8 

1.2 

2.1 

3.5 

よく聞く 時々聞く あまり聞かない まったく聞かない 無回答

令和２年度
(n=1,298)

平成27年度
(n=2,201)

平成22年度
(n=2,014)

小学生
(n=385)

中学生
(n=408)

高校生
(n=505)

備前地域
(n=575)

備中地域
(n=521)

美作地域
(n=202)

(%)
0 20 40 60 80 100



145 

 

23 子どもの安全を守るために行っている活動について 

 

 

 

安全を守るためにしている活動について、「不審者情報の発信メールに加入し、常に情報の提供

を受けている」との回答が 52.5％と最も高く、次いで「ＰＴＡの会合などに積極的に参加して、不

審者情報の提供を受けている」（10.3％）、「子どもの登下校の時間帯に路上等での見守りをしてい

る」（8.7％）などの順となっている。また「特に何もしていない」との回答は 34.8％となっている。 

経年比較すると、「不審者情報の発信メールに加入し、常に情報の提供を受けている」との回答は

今回調査が前回調査を 10.2 ポイント上回っている。一方、「特に何もしていない」との回答は今回

調査が前回調査を 5.2 ポイント下回っている。 

学校種別にみると、「不審者情報の発信メールに加入し、常に情報の提供を受けている」との回答

は小学生で高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて低くなっている。一方、「特に何もして

いない」との回答は高校生で高く、小学生、中学生、高校生と上がるにつれて高くなっている。 

地域別にみると、大きな差はみられない。 

 

【図表 安全を守るためにしている活動（経年比較・学校種別・地域別）】 

 

  

問３８ あなたは、お子さんの安全を守るために、どのような活動をしていますか。 
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24 子どもの安全を守るために力を入れるべきことについて 

 

 

 

安全を守るために力を入れるべきだと思うことについて、「防犯灯や防犯カメラなど地域の施設・

設備の整備」との回答が 50.4％と最も高く、次いで「警察や行政によるパトロール活動の強化」

（41.8％）、「学校や警察等からの不審者情報の提供」（33.8％）などの順となっている。 

経年比較すると、「防犯灯や防犯カメラなど地域の施設・設備の整備」との回答は今回調査が前回

調査を 7.2 ポイント上回っている。 

学校種別にみると、「学校での子ども対象の防犯教室、訓練の徹底」との回答は小学生で高く、小

学生、中学生、高校生と上がるにつれて低くなっている。 

地域別にみると、「防犯灯や防犯カメラなど地域の施設・設備の整備」との回答は備中地域でやや

高くなっている。 

  

問３９ あなたは、お子さんの安全を守るために、特にどのようなことに力を入れるべきだと思

いますか。《○は３つまで》 
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【図表 安全を守るために力を入れるべきだと思うこと（経年比較・学校種別・地域別）】 
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33.9 

1.2 

19.6 

3.0 

0 20 40 60

(%)

31.3 

8.3 

29.0 

10.1 

21.0 

14.4 

3.0 

49.6 

15.7 

42.1 

33.4 

1.9 

23.0 

2.8 

28.0 

9.4 

30.3 

10.6 

20.3 

13.8 

3.1 

54.1 

16.1 

41.1 

35.3 

0.4 

20.0 

2.3 

25.7 

8.4 

33.2 

12.4 

19.8 

16.3 

6.9 

43.1 

14.9 

42.6 

31.2 

1.0 

21.8 

2.0 

0 20 40 60

(%)

29.1 

8.8 

30.2 

10.6 

20.6 

14.5 

3.6 

50.4 

15.7 

41.8 

33.8 

1.2 

21.6 

2.5 

27.4 

8.1 

27.3 

9.3 

25.0 

13.5 

3.5 

43.2 

14.5 

39.3 

30.3 

1.6 

27.9 

2.8 

26.8 

9.0 

23.5 

6.7 

24.6 

11.2 

3.8 

43.0 

8.0 

40.5 

25.1 

0.7 

30.4 

2.8 

0 20 40 60

学校への不審者侵入を
防止する対策の徹底

地域住民による学校内の
見回り

学校での子ども対象の防犯
教室、訓練の徹底

教職員やＰＴＡによる
登下校のつきそい

地域住民による通学路等の
パトロール活動

通学路等の危険箇所の
点検や安全マップの作成

スクールバスの運行やタクシー
による下校の実施

防犯灯や防犯カメラなど
地域の施設・設備の整備

子ども110番の家や
かけこみ110番の店の増設

警察や行政による
パトロール活動の強化

学校や警察等からの
不審者情報の提供

自治会等における研修会や
啓発活動

住民同士の連帯意識の向上

無回答

(%)
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16

9

4

3

2

6

5

12

0

11

6

8

4

6

6

8

11

2

4

3

4

9

4

3

9

9

5

0 10 20

学校、教育について

安全・安心について

地域社会について

スマホ、インターネット

について

家庭生活について

大人の反省点について

保護者支援、子育て

支援について

青少年へのより良い

指導について

その他

(件数)

小学生

(n=45)

中学生

(n=51)

高校生

(n=43)

分類 件数
学校、教育について 11
安全・安心について 6
地域社会について 8
スマホ、インターネットについて 4
家庭生活について 6
大人の反省点について 6
保護者支援、子育て支援について 8
青少年へのより良い指導について 11
その他 2

合計 62

分類 件数
学校、教育について 4
安全・安心について 3
地域社会について 4
スマホ、インターネットについて 9
家庭生活について 4
大人の反省点について 3
保護者支援、子育て支援について 9
青少年へのより良い指導について 9
その他 5

合計 50

25 自由意見 

 

 

 

全体では 139 件のご意見・ご要望がよせられた。区分別では、「青少年へのより良い指導につい

て」が 32件と最も多く、次いで「学校、教育について」（31 件）、「保護者支援、子育て支援につ

いて」（22 件）などの順となっている。 

小学生、中学生の保護者では、「学校、教育について」、「青少年へのより良い指導について」が

多くなっている。 

高校生の保護者では、「スマホ、インターネットについて」、「保護者支援、子育て支援につい

て」、「青少年へのより良い指導について」が多くなっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問４０ 青少年の健全育成に関して、ご意見・ご要望等がありましたら、ご自由にご記入ください。 

【小学生】 

【中学生】 

【高校生】 

※複数の内容を含む意見があるため、意見総数と内容件数は一致しない。 

分類 件数
学校、教育について 16
安全・安心について 9
地域社会について 4
スマホ、インターネットについて 3
家庭生活について 2
大人の反省点について 6
保護者支援、子育て支援について 5
青少年へのより良い指導について 12
その他 0

合計 57
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＜問 40 の主な自由意見＞ 

（１）学校、教育について 

内容 学校種別 

携帯やスマホなどの学校内への持ち込みルールの明確化。不審者対策のため

のパトロールや子どもへの指導など強化。 
小学生の保護者 

現在、キッズ携帯を持たせているが学校への持ち込みを許可してほしい。公

衆電話も少ない中で、災害も多く、防犯面でも必要だと感じている。キッズ

携帯は、両親・祖父母以外へのメール使用が不可なので安全。 

小学生の保護者 

子どもが「困ったことがある時に相談したいと思える先生がいない」と言う

ので心配です。先生と一緒に楽しい時間を過ごすことがほとんどないそう

で、関係性が出来あがっていないような気がします。「昔は休み時間にドッ

ジボールをしたり、レクリエーションの授業があって、先生とよく遊んだ

よ」と言うと「そんなのないない」と驚いていました。親以外の人に頼れな

い環境はかわいそうだと思います。 

小学生の保護者 

コロナ関連で子どもの楽しみにしていた行事が軒並み中止となることについ

て、子どもの意見も取り入れるようにした方がよいと感じている。例えば、

子どもの意見が海の学習へ行きたいだった場合、カッター漕ぎの野外半日活

動にするなど、中止ではなく、工夫して縮小で取り行うなどにしてほしい。 

小学生の保護者 

家庭では子ども達とよく話をしていますが、高学年になってくると性教育に

ついての具体的な話は、どこまで、どのように伝えるべきか悩んでいます。

また、インターネットを積極的に使うようになった時に、万が一トラブルが

起きた時にあわてず冷静に対処できる知識をもってほしいと思っています。

学校での指導の際には、先生の個人的な感情で接するのではなく、まずしっ

かりと子ども達の話を聞き、子ども達が心から納得して反省できるような指

導をぜひ望みます。 

小学生の保護者 

学校の先生は皆がんばってくれていると思います。先生がよい活動ができる

よう、教育委員会や県庁がもっとがんばって待遇の改善をしてあげてくださ

い。 

小学生の保護者 

インターネットやテレビなど、情報が多い世の中ですが、自分達の軽率な行

いや発言によって傷つく人がいること、自分も犯罪者や加害者になりうると

いうことを十分に理解させる必要があると思います。親の言うことは聞かな

いが先生や友達の言うことは素直に聞いてくれる子ども達もたくさんいま

す。学校や地域の方々の協力は大きな助けになると思います。 

小学生の保護者 

しつけは家庭で、勉強は学校で教えるべきで、学校に対して、しつけを求め

るのはおかしいと考えています。 
中学生の保護者 

道徳教育の徹底によって県民、国民のモラルを向上させる。家庭でのしつけ

が最重要だが、その親世代のモラルが低下しているので、せめて学校での道

徳教育に力を入れるべきだと思う。 

高校生の保護者 
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（２）安全、安心について 

内容 学校種別 

防犯カメラを普及させ、悪いことをしたらばれるということを、個人個人の

意識の中に浸透させてほしいです。安心感と犯罪の抑止につながると思いま

す。 

小学生の保護者 

子ども 110 番の家や店があっても、子どもはどんな時に利用するのか知らな

いと思うので、もっと子ども達に学校や家庭で説明が必要だと思います。 
中学生の保護者 

部活帰りや塾の帰りなど、近所は真っ暗になってしまう。再度、地域の防犯

灯などの整備を行ってほしい。 
中学生の保護者 

他人やボランティア、行政、警察の力では、子どもの安全を確保するのは困

難な時代だと思う。子ども一人ひとりが安全に過ごせるよう、力をつけてい

かないといけない。学校と家庭でその指導をすべきだと思う。 

高校生の保護者 

 

（３）地域社会について 

内容 学校種別 

地域全体で自分の子どもだけではなく、他人の子どもも含め、あたたかい目

で見守って育てていくことが大切だと思います。メディアとのつきあい方

は、特に厳しすぎるぐらいがちょうど良いのではないかと最近つくづく思い

ます。まずは自らの家庭での過ごし方から見直していく必要性を感じていま

す。 

小学生の保護者 

まずは家庭内でのルールづくりや話をすることが大切だと思います。でも家

庭内だけではカバーできないので、学校や地域の人も巻きこんで、地域全体

で見守りができる環境があればと思いました。 

小学生の保護者 

青少年の健全育成について、特にインターネットの普及や技術革新により、

親が知らないことも増えており、地域や行政、各家庭の連携が不可欠だと思

われます。子ども達には、数ある情報から必要な情報だけを入手できる方法

を親として伝えてあげるためにも、親側の努力は必要だと思います。 

中学生の保護者 

地域全体での学校や行政との連携が必要だと思います。不審者情報があった

直後しか集団下校や見守りを行っておらず、継続的な支援が必要ではないで

しょうか。 

中学生の保護者 

環境が何よりも大切だと思うので、家庭内はもちろん地域、行政すべてが協

力して同じ方向でやっていく必要がある。 
高校生の保護者 

自分の子どもだけでなく、地域の子ども達にも、近くで大人が見ている、見

守っているという雰囲気作りと普段からの声かけが重要だと思います。 
高校生の保護者 
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（４）スマホ、インターネットについて 

内容 学校種別 

インターネットの普及で便利な世の中になりました。周りの子ども達は皆、

スマホやゲームを持っていて、学校でもその話ばかりでついていけないから

買ってくれと言い続けています。うちでは自分のお金で維持出来るようにな

れば、その時に使えばいいと言っています。スマホは毎月支払い続けなけれ

ばならないし、何か一つ買うのにも異常な高値です。お金や物があふれてい

る今の時代、もう少し未来のために資源の無駄遣いをやめて立ち止まり、考

える必要があると思います。あるから、便利だから使っていいという考え方

では、いい将来が待っているとは思えません。 

中学生の保護者 

高校生になると当たり前のように一人一台携帯電話を持つ現在、子どもがイ

ンターネットで何を見ているのか判らない親が多いと思います。フィルタリ

ングの強制や、他国のように子ども達の生活を守るため２２時になれば自動

的にシャットダウンできるなど、電話会社が徹底してくれることを強く望み

ます。親も子どもを守りたくて使用時間などについて話し合い、注意や声か

けの努力をしているが、子どもは楽しいおもちゃの誘惑に負け、隠れて使用

したりします。スマホ依存の子ども達が増えるのをくいとめないと、日本の

子ども達は読書をして想像力や独創性が磨ける大切な時間を失うのではない

かと心配です。 

高校生の保護者 

小中学校へのスマホ等の持ち込みは禁止してほしい。できれば小学生のスマ

ホは利用禁止にすべきだと思う。いろいろな判断が自分でできるようになる

までなるべくスマホは持たない方が良いと思う。ゲームの通信機能を使って

遊ぶのは、トラブルの元なのでやめた方が良い。我が家はしていませんが、

だいたい対象年齢でないものを使っているように思う。 

高校生の保護者 

携帯電話への危険意識が低い。親が言っても聞かないので、定期的に実例を

用いて指導してほしい。使用時間も守らないので、学校でも言ってほしい。 
高校生の保護者 

 

（５）家庭生活について 

内容 学校種別 

家庭での対話が一番だと思います。学校でも教えてくれていますが、最終的

には家庭で命の大切さ、いい意味で警戒することも大切など、子どもと話す

ことが大切だと思います。このアンケートをきっかけに我が家でも行いたい

と思いました。 

中学生の保護者 

一番大切なのは、家庭でのしつけや話し合いだと思います。その上で、周囲

からの助けをしていただいて成り立つと考えます。家庭でできない場合は、

やはり周囲の大人や行政の協力が必要だと思います。 

中学生の保護者 
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（６）大人の反省点について 

内容 学校種別 

他県から引っ越してきて今は岡山市在住ですが、他県に比べ岡山の車の運転

のマナーはかなり悪いです。青信号の横断歩道を渡っているのに、何度もひ

かれそうになりました。歩行者優先も守られていません。大人がマナーを守

ってこそ青少年の健全育成に繋がるのではないでしょうか。 

小学生の保護者 

青少年の健全育成と言いますが、問題の多くは大人の不健全さが根だと感じ

ています。保護者や中高年の健全育成が必要ではないでしょうか。連日、痛

ましい事件や芸能人の不祥事の情報が多すぎ、もう少し掘り下げて背景やそ

の後の状態もちゃんと伝える覚悟が必要かと感じます。また、政治家をはじ

め警察、医師、教師、公務員など人のためにある職の不透明さ、不親切さ、

不祥事が青少年の健全育成に悪影響を与えていることは間違いないでしょ

う。人が人を大切に出来ることを願います。 

中学生の保護者 

 

（７）保護者支援、子育て支援について 

内容 学校種別 

家庭だけではなく、ＰＴＡ、学校、地域など、皆で青少年を育成していく必

要があると思います。また青少年へ意識させ浸透させるためにも、話しを聞

く機会を与えて頂けると助かります。 

小学生の保護者 

仕事で留守にすることが多くなかなか目が行き届きませんが、ご近所の方々

がよく声かけして下さるので問題なく育てられており、ありがたいです。 
高校生の保護者 

子どもは居場所があれば、悪いことはしないと思います。保護者に対しての

相談機関が増えてほしいです。 
高校生の保護者 

 

（８）青少年へのより良い指導について 

内容 学校種別 

コロナで休校期間中、小学生だけでなく中高生が公園で遊んでいました。数

少ない居場所になっているのだと思います。これからのために、家庭以外の

中高生の居場所づくりも大事だと思います。 

小学生の保護者 

このような子どものための調査をしていただき大変ありがたいと思います。

子ども達の健全育成は家庭を中心として行っていくべきだと思いますが、行

政からの働きかけも、大変必要と感じています。岡山県の未来を担う子ども

達の育成に、より力を入れていただきたく思います。 

小学生の保護者 

人に対して思いやりのある大人になれるように、家庭や学校で指導できたら

いいなと思います。 
高校生の保護者 

 

 



 

 

 

 

Ⅳ 資料編 
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p 

 

 

 

 

《調査
ち ょ う さ

ご協力
きょうりょく

のお願
ね が

い》 

令和
れ い わ

２年
ね ん

（２０２０年
ね ん

）７月
が つ

 

岡
お か

 山
や ま

 県
け ん

 

 このアンケートは、みなさんが家
い え

や学校
が っこ う

でのふだんの生活
せ いか つ

の中
な か

で感
か ん

じていること、 行
おこな

っ 

ていることについておたずねするものです。アンケートの結果
け っ か

は、どのようにして今後
こ ん ご

の 

社会
し ゃか い

を良
よ

くするかを 考
かんが

えるために役立
や く だ

てられます。 

 回答
か いと う

は、先生
せ んせ い

にはわからないようになっており、すべて統計的
と うけ い てき

に処理
し ょ り

され、あなた個人
こ じ ん

の

ことをとりあげたり、あ な た の 名 前
な ま え

や 学
が っ

校 名
こ う め い

が公表
こうひょう

されることはありませんので、ありの

ままを書
か

いてください。 

 アンケートに答
こ た

えるときには、あまり 考
かんが

えこまずに、気持
き も

ちを楽
ら く

にして答
こ た

えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

うらっち ももっち  

岡山県
おかやまけん

マスコット  

青少年
せ い し ょ う ね ん

の意識
い し き

等
と う

に関
か ん

する調査
ち ょ う さ

 

 

 

■ アンケートは、他
ほ か

の人
ひと

に相談
そ う だん

したりせずに、あなた自身
じ し ん

の 考
かんが

えを書
か

いてください。 

■ 質問
し つも ん

の中
な か

で、あなたにあてはまらなかったり、意味
い み

がわからないもの、答
こ た

えられない 

もの、答
こ た

えたくないものがあれば、とばして次
つぎ

の質問
し つ もん

に進
すす

んでください。 

■ 回答
か いと う

は、問
とい

１から順番
じゅんばん

に、質問
し つも ん

ごとに用意
よ う い

した回答
かい と う

の中
なか

から、あなたの 考
かんが

えにあては

まる番号
ばん ご う

に○ 印
じるし

をつけてください。 

■ 回答
か いと う

は、鉛筆
え ん ぴつ

またはボールペンで、はっきりと書
か

いてください。 

■ 書
か

き終
お

わったら、封筒
ふうとう

に入れて封
ふう

をし、先生
せん せ い

にわたしてください。 

書
か

き方
かた

について  

小学生用 
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問１ あなたが、今
いま

、一緒
いっしょ

に住
す

んでいる人
ひと

をすべて教
おし

えてください。 
 

１．お父
と う

さん 

２．お母
か あ

さん 

３．兄弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

  

４．おじいさん  
 

５．おばあさん 

６．おじさん、おばさん、その他
た

の親
し ん

せき 

７．その他
た

の人 

 

 

問２ あなたは、朝 食
ちょうしょく

を食
た

べていますか。 
 

１．毎日
ま いに ち

食
た

べている 

２．だいたい食
た

べている 
 

３．あまり食
た

べていない 

４．まったく食
た

べていない 

 

 

問３ あなたは、だれと一緒
いっしょ

に夕食
ゆうしょく

を食
た

べることが多
おお

いですか。 
 

１．お父
と う

さん 

２．お母
か あ

さん 

３．兄弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

  

４．おじいさん 
 

５．おばあさん 

６．おじさん、おばさん、その他
た

の親
し ん

せき 

７．その他
た

の人 

 ８．一緒
い っし ょ

に食
た

べる人がいない 

 

 

問４ あなたは、平日
へいじつ

（次
つぎ

の日
ひ

に学校
がっこう

がある日
ひ

）は何時
な ん じ

頃
ごろ

に寝
ね

ていますか。 
 

１．午後
ご ご

９時
じ

より前
ま え

  

２．午後
ご ご

９時
じ

～１０時
じ

 

３．午後
ご ご

１０時
じ

～１１時
じ

 
 

４．午後
ご ご

１１時
じ

～午前
ご ぜ ん

０時
じ

 

５．午前
ご ぜ ん

０時
じ

以降
い こ う

  

 

 

問５ あなたは、深夜
し ん や

（午後
ご ご

１１時以降
い こ う

）に外出
がいしゅつ

していることがありますか。 

  《○は①と②それぞれ１つずつ》 

 よくある 時々
と きど き

ある あまりない まったくない 

① １人で、または友
と も

だちなど 

保護者
ほ ご し ゃ

以外
い が い

の人
ひ と

と 
1 2 3 ４ 

② 保護者
ほ ご し ゃ

の人
ひ と

と 1 2 3 ４ 

 

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 
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問６ あなたが、平日
へいじつ

（学校
がっこう

がある日
ひ

）に次
つぎ

のことをしている時間
じ か ん

（１日
にち

平均
へいきん

）は、 

どれくらいですか。 
 

 

見 み

な
い
・
し
な
い 

３０
分 ぷ

ん

未
満

み

ま

ん 

３０
分 ぷ

ん

～
１
時
間

じ

か

ん

未
満

み

ま

ん 

１
時
間

じ

か

ん

～
１
時
間
半

じ

か

ん

は

ん

未
満

み

ま

ん 

１
時
間
半

じ

か

ん

は

ん

～
２
時
間

じ

か

ん

未
満

み

ま

ん 

２
時
間

じ

か

ん

～
３
時
間

じ

か

ん

未
満

み

ま

ん 

３
時
間

じ

か

ん

～
４
時
間

じ

か

ん

未
満

み

ま

ん 
４
時
間

じ

か

ん

以
上

い
じ
ょ
う 

① 学校
が っこ う

の授業
じゅぎょう

以外
い が い

で勉強
べんきょう

する時間
じ か ん

 

（家
い え

での学習
がくしゅう

、 塾
じゅく

、家庭
か て い

教師
き ょう し

など） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

② テレビや DVD、録画
ろ く が

映像
えいぞう

を見
み

る時間
じ か ん

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

③ ゲーム（スマホやゲーム機器
き き

を使った

オンラインゲームを含む）をする時間
じ か ん

 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

 

④ ゲーム以外
い が い

でスマホやインターネット

(動画
ど う が

視聴
しちょう

や LINE などの SNS を含
ふ く

む）をする時間
じ か ん

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

 

 

（問６の②～④で「８. ４時間
じ か ん

以上
い じょ う

」に○がついた人
ひ と

だけお答
こ た

えください。） 
 

問６－１ 自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

などで一人
ひ と り

きりでしていますか。 

     （オンライン 上
じょう

では友
とも

だちとつながっていても、「１．はい」と答
こた

えてください） 
 

１．はい  
 

２．いいえ 

 

問７ あなたの家庭
か て い

についておたずねします。 

 

 そう思
おも

う 
やや 

そう思
おも

う 

あまりそう 

思
おも

わない  

まったくそう 

思
おも

わない  
わからない 

①  家庭
か て い

での生活
せ いか つ

は楽
た の

しい 1 2 3 ４ ５ 

② 家庭
か て い

でのしつけや注意
ち ゅう い

は厳
き び

しい 1 2 3 ４ ５ 

③ 親
おや

など大人
お と な

からたたかれることがある 1 2 3 ４ ５ 

④ 家
い え

に帰
か え

りたくない 1 2 3 ４ ５ 

⑤ 保護者
ほ ご し ゃ

とよく 話
はなし

をする 1 2 3 ４ ５ 

 
  

（次
つぎ

のページに続
つづ

きます） 

 

《○は１つ》 

《○は①～④それぞれ１つずつ》 

《○は①～⑤それぞれ１つずつ》 
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（問７の⑤で「３.あまりそう思
お も

わない」または「４．まったくそう思
お も

わない」に○が 

ついた人
ひ と

だけお答
こ た

えください。） 
 

問７－１ あなたが、保護者
ほ ご し ゃ

と話
はなし

をしないのはなぜですか。 
 

１．気持
き も

ちをわかってもらえない 

２．めんどうくさい 

３．たよりない 

４．話題
わ だ い

がない 

５．すぐにおこる、しかる 
 

６．いそがしそう 

７．聞
き

こうとしない 

８．話
は な

しかけてこない 

９．その他
た

（             ） 

 

 

問８ あなたは、最近
さいきん

１年間で次
つぎ

のような地域
ち い き

の活動
かつどう

に参加
さ ん か

したことがありますか。 
 

１．お祭
ま つ

りなどの地域
ち い き

の行事
ぎ ょう じ

 

２．子ども会
か い

・町内会
ちょうないかい

行事
ぎ ょう じ

 

３．清掃
せいそう

・廃品
はいひん

回収
かいしゅう

 

４．公民館
こ うみ ん かん

などの催
もよお

し 
 

５．幼児
よ う じ

（小
ち い

さな子
こ

）やお年寄
と し よ

りとの交流
こうりゅう

 

６．あいさつ・声
こ え

かけ運動
う んど う

 

７．その他
た

（                 ） 

８．参加
さ ん か

したことがない 

 

 

問９ あなたは、近所
きんじょ

（同
おな

じ町内会
ちょうないかい

）の人とのかかわりはどの程度
て い ど

ですか。 
 

１．自分
じ ぶ ん

からあいさつする 

２．あいさつしてくれれば返
か え

す 

３．あいさつしてくれても無視
む し

する 
 

４．あいさつしないよう、さける 

５．あいさつ以上
い じょ う

の会話
か い わ

をすることがある 

６．近所
き んじ ょ

の人
ひ と

をほとんど知
し

らない 

 

 

問１０ あなたの心配事
しんぱいごと

や悩
なや

みの相談
そうだん

相手
あ い て

はだれですか。 
 

１．お父
と う

さん 

２．お母
か あ

さん 

３．兄弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

４．おじいさん・おばあさん 

５．友
と も

だち 

６．先輩
せ んぱ い

 

７．インターネット 上
じょう

の友
と も

だち 

８．担任
た んに ん

の先生
せ んせ い

 
 

９．保健室
ほ け ん し つ

の先生
せ んせ い

 

１０．スクールカウンセラー 

１１．電話
で ん わ

相談
そ うだ ん

・メール相談
そ うだ ん

 

１２． 塾
じゅく

の先生
せ んせ い

 

１３．その他
た

の人
ひ と

（          ） 

１４．相談
そ うだ ん

相手
あ い て

がいない 

１５．だれにも相談
そ うだ ん

しない 

１６．特
と く

に悩
な や

みはない 

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は３つまで》 
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問１１ あなた自身
じ し ん

のことについておたずねします。 

《○は①～⑥それぞれ１つずつ》 

 そう思
お も

う ややそう思
おも

う  あまりそう思
おも

わない まったくそう思
おも

わない 

① きまりやルールをきちんと守
ま も

るほうだ 1 2 3 ４ 

② どんなことでも積 極的
せっきょくてき

なほうだ 1 2 3 ４ 

③ キレやすい 1 2 3 ４ 

④ つまらないことですぐに落
お

ちこむ  1 2 3 ４ 

⑤ 人
ひ と

とつきあうのが苦手
に が て

だ 1 2 3 ４ 

⑥ 自信
じ し ん

を持
も

ってやれることがない 1 2 3 ４ 

 

 

問１２ あなたは、将来
しょうらい

にどのような夢
ゆめ

を持
も

っていますか。 
 

１．希望
き ぼ う

する 職 業
しょくぎょう

につきたい 

２．自分
じ ぶ ん

の個性
こ せ い

や才能
さ いの う

をのばしたい 

３．好
す

きなことをしながら生活
せいかつ

したい 

４．社会
し ゃか い

のために役立
や く だ

ちたい 

５．有
ゆ う

名人
め いじ ん

になりたい 

６．お金持
か ね も

ちになって豊
ゆ た

かな生活
せい か つ

をしたい 
 

７．お金
かね

や名誉
め い よ

より、安定
あんてい

した生活
せいかつ

をしたい  

８．思
おも

いやりのあるやさしい人
ひと

になりたい  

９．家族
か ぞ く

や周
まわ

りの人
ひと

たちと、楽
たの

しくくらしたい 

１０．その他
た

（           ） 

１１．夢
ゆ め

は特
と く

にない 

 

 

問１３ あなたは、現在
げんざい

住
す

んでいる地域
ち い き

が好
す

きですか。 
 

１．好
す

き 
 

２．きらい ３．どちらともいえない 

 

 

問１４ あなたが関心
かんしん

のあることはどのようなことですか。 
 

１．進学
し んが く

のこと 

 ２．将来
しょうらい

の仕事
し ご と

のこと 

 ３．クラブ活動
か つど う

のこと 

 ４．家族
か ぞ く

のこと 

 ５．友
と も

だちのこと 

６．好
す

きな人
ひと

（恋愛
れ んあ い

）のこと 

７．お金
か ね

のこと 
 

８．社会
し ゃか い

のこと 

９．自分
じ ぶ ん

の性格
せ いか く

のこと 

１０．自分
じ ぶ ん

の顔
か お

や体型
た いけ い

のこと 

１１．自分
じ ぶ ん

の健康
け んこ う

のこと 

１２．その他
た

（             ） 

１３．特
と く

にない 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○はいくつでも》 
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問１５ あなたは、将来
しょうらい

したい仕事
し ご と

やつきたい職 業
しょくぎょう

がありますか。 
 

１．ある  
 

２．ない 

 

 

問１６ あなたは、次
つぎ

にあげたことを小学生
しょうがくせい

が行
おこな

うことについて、どう思
おも

いますか。 

《○は①～⑨それぞれ１つずつ》 

 とても悪
わ る

い やや悪
わ る

い 
あまり 

悪
わ る

くない 

まったく 

悪
わ る

くない 

① 学校
が っこ う

をずる休
や す

みすること 1 2 3 ４ 

② タバコを吸
す

うこと 1 2 3 ４ 

③ 酒
さ け

を飲
の

むこと 1 2 3 ４ 

④ 万引
ま ん び

きをすること 1 2 3 ４ 

⑤ 友
と も

だちをいじめたり、仲間
な か ま

はずれ 

にすること 
1 2 3 ４ 

⑥ 他人
た に ん

に物
も の

やお金
か ね

を要求
よ う き ゅ う

すること 1 2 3 ４ 

⑦ 人
ひ と

に暴力
ぼうりょく

をふるうこと 1 2 3 ４ 

⑧ 深夜
し ん や

（午後
ご ご

１１時
じ

以降
い こ う

）に外出
がいしゅつ

 

すること 
1 2 3 ４ 

⑨ スマホやインターネットを通
つう

じて

知
し

り合
あ

った人と実際
じっさい

に会
あ

うこと 
1 2 3 ４ 

 

  

《○は１つ》 
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問１７ あなたは、次
つぎ

のような時
とき

、危険
き け ん

な目
め

にあうかもしれないと、不安
ふ あ ん

になることが 

ありますか。 
 

 
よく 

不安
ふ あ ん

になる 

時々
と きど き

 

不安
ふ あ ん

になる 

不安
ふ あ ん

になる 

ことはない 

① 登
と う

下校中
げ こう ち ゅう

 1 2 3 

② 塾
じゅく

や習
な ら

い事
ご と

の行
い

き帰
か え

り 1 2 3 

③ 近所
き んじ ょ

の公園
こ うえ ん

などで遊
あ そ

んでいるとき 1 2 3 

④ 買
か

い物
も の

や遊
あ そ

びで、繁華街
は ん か が い

などに行
い

くとき 1 2 3 

⑤ スマホやインターネットをしているとき

（知
し

らない人
ひと

から連絡
れんらく

が来
き

たなど） 
1 2 3 

 

 

問１８ あなたの住
す

んでいる地域
ち い き

では、登
とう

下校中
げこうちゅう

などに不審者
ふ し ん し ゃ

から子
こ

どもを守
まも

るため、 

どのような活動
かつどう

が行われていますか。 
 

１．保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

の人
ひ と

が、登
と う

下校
げ こ う

につきそう 

２．通学
つ うが く

路
ろ

に保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

の人
ひ と

が立
た

つ 

３．地域
ち い き

の人
ひ と

が見回
み ま わ

る 

４．子
こ

ども１１０番
ば ん

の家
い え

やかけこみ１１０番
ば ん

の店
みせ

         

５．警察
け いさ つ

のパトロール 

６．防犯
ぼ うは ん

カメラの設置
せ っ ち

 

７．その他
た

（                             ） 

８．わからない 
 

 

 

問１９ あなたが、登
とう

下校中
げこうちゅう

に危険
き け ん

な目
め

にあわないために特
とく

に重要
じゅうよう

だと思
おも

うことは 

何
なん

ですか。 
 

１．地域
ち い き

安全
あ んぜ ん

マップづくりをする 

２．学校
が っこ う

で防犯
ぼ うは ん

訓練
く んれ ん

をする 

３．あいさつをしっかりして、近所
き んじ ょ

の人と仲良
な か よ

くなる 

４．近所
き んじ ょ

の人に見守
み ま も

ってもらう 

５．地域
ち い き

のパトロール隊
た い

やＰＴＡが見守
み ま も

り活動
か つど う

をする 

６．子
こ

ども１１０番
ば ん

の家
い え

やかけこみ１１０番
ば ん

の店
み せ

をふやす 

７．危険
き け ん

な場所
ば し ょ

をなくす 

８．防犯
ぼ うは ん

カメラを通学
つ うが く

路
ろ

などに設置
せ っ ち

する 

９．その他
た

（                             ） 
 

《○はいくつでも》 

《○は２つまで》 

《○は①～⑤それぞれ１つずつ》 
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問２０ あなたが、大人
お と な

に対
たい

して望
のぞ

むことがあれば、自由
じ ゆ う

に書
か

いてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご協力
きょうりょく

いただきありがとうございました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ももっち うらっち 

岡山県
お かや ま けん

マスコット 
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《調査ご協力のお願い》 

令和２年（２０２０年）７月 

岡 山 県 

 

 このアンケートは、みなさんが家や学校でのふだんの生活の中で感じていること、行って 

いることについておたずねするものです。アンケートの結果は、どのようにして今後の社会 

を良くするかを考えるために役立てられます。 

 回答は、先生にはわからないようになっており、すべて統計的に処理され、あなた個人の 

ことをとりあげたり、あなたの名前や学校名が公表されることはありませんので、ありのま 

まを記入してください。 

 アンケートに答えるときには、あまり考えこまずに、気持ちを楽にして答えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うらっち ももっち 
岡山県マスコット 

青少年の意識等に関する調査 

 

■ アンケートは、他の人に相談したりせずに、あなた自身の判断で記入してくだ 

さい。 

■ 質問の中で、あなたにあてはまらなかったり、意味がわからないもの、答えら 

れないもの、答えたくないものがあれば、とばして次の質問に進んでください。 

■ 回答は、問１から順番に、質問ごとに用意した回答の中から、あなたの考えに 

あてはまる番号に○印をつけてください。 

■ 回答は、鉛筆またはボールペンで、はっきりと記入してください。 

■ 記入し終わったら、封筒に入れて封をし、先生に提出してください。 

書き方について  

中・高校生用 
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問１ あなたが、今、一緒に住んでいる人をすべて教えてください。 
 

１．お父さん 

２．お母さん 

３．兄弟・姉妹  

４．おじいさん  
 

５．おばあさん 

６．おじさん、おばさん、その他の親せき 

７．その他の人 

 

 

問２ あなたは、朝食を食べていますか。 
 

１．毎日食べている 

２．だいたい食べている 
 

３．あまり食べていない 

４．まったく食べていない 

 

 

問３ あなたは、誰と一緒に夕食を食べることが多いですか。 
 

１．父 

２．母 

３．兄弟・姉妹  

４．祖父 
 

５．祖母 

６．おじさん、おばさん、その他の親せき 

７．その他の人 

８．一緒に食べる人がいない 

 

 

問４ あなたは、平日（翌日に学校がある日）は何時頃に寝ていますか。 
 

１．午後９時より前  

２．午後９時～１０時 

３．午後１０時～１１時 
 

４．午後１１時～午前０時 

５．午前０時以降  

 

 

問５ あなたは、深夜（午後１１時以降）に外出していることがありますか。 

  《○は①と②それぞれ１つずつ》 

 よくある 時々ある あまりない まったくない 

① １人で、または友だちなど 

保護者以外の人と 
1 2 3 ４ 

② 保護者の人と 1 2 3 ４ 

 

 

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》
¥ 

《○は１つ》 

《○は１つ》 
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問６ あなたが、平日（学校がある日）に次のことをしている時間（１日平均）は、 

どれくらいですか。 
 
 

 

見
な
い
・
し
な
い 

３０
分
未
満 

３０
分
～
１
時
間
未
満 

１
時
間
～
１
時
間
半
未
満 

１
時
間
半
～
２
時
間
未
満 

２
時
間
～
３
時
間
未
満 

３
時
間
～
４
時
間
未
満 

４
時
間
以
上 

① 学校の授業以外で勉強する時間 

（家での学習、塾、家庭教師など） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

② テレビや DVD、録画映像を見る時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

８ 

③ ゲーム（スマホやゲーム機器を使った

オンラインゲームを含む）をする時間 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

④ ゲーム以外でスマホやインターネット

(動画視聴や LINE などの SNS を含

む）をする時間 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

 

 

（問６の②～④で「８. ４時間以上」に○がついた人だけお答えください。） 
 

問６－１ 自分の部屋などで１人きりでしていますか。 

     （オンライン上では友だちとつながっていても、「１．はい」と答えてください） 
 

１．はい  
 

２．いいえ 

 

 

問７ あなたの家庭についておたずねします。 

 

 そう思う 
やや 

そう思う 

あまりそう 

思わ ない  

まったくそう 

思わ ない  
わからない 

②  家庭での生活は楽しい 1 2 3 ４ ５ 

② 家庭でのしつけや注意は厳しい 1 2 3 ４ ５ 

③ 親など大人からたたかれることがある 1 2 3 ４ ５ 

④ 家に帰りたくない 1 2 3 ４ ５ 

⑤ 保護者とよく話をする 1 2 3 ４ ５ 

 
  

（次
つぎ

のページに続
つづ

きます） 

《○は１つ》 

《○は①～④それぞれ１つずつ》 

  

《○は①～⑤それぞれ１つずつ》 
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（問７の⑤で「３．あまりそう思わない」または「４．まったくそう思わない」に○が 

ついた人だけお答えください。） 
 

問７－１ あなたが、保護者と話をしないのはなぜですか。 
 

１．気持ちをわかってもらえない 

２．めんどうくさい 

３．たよりない 

４．話題がない 

５．すぐにおこる、しかる 
 

６．いそがしそう 

７．聞こうとしない 

８．話しかけてこない 

９．その他（             ） 

 

問８ あなたは、最近１年間で次のような地域の活動に参加したことがありますか。 
 

１．お祭りなどの地域の行事 

２．子ども会・町内会行事 

３．清掃・廃品回収 

４．公民館などの催し 
 

５．幼児（小さな子）やお年寄りとの交流 

６．あいさつ・声かけ運動 

７．その他（                 ） 

８．参加したことがない 

 

問９ あなたは、ボランティア活動をしていますか。 
 

１．よく活動している 

２．時々活動している（年数回程度） 

３．あまり活動していない 
 

４．今はしていないが、以前活動していた 

５．まったく活動したことがない 

 

（問８で「８．参加したことがない」、または問９で「５．まったく活動したことがない」 

に○がついた人だけお答えください。） 
 

問１０ あなたが、地域活動やボランティア活動に参加しないのは、なぜですか。 
 

１．活動の情報がない 

２．活動の時間がない 

３．気軽に参加できる活動が少ない 

４．誘ってくれる仲間がいない     

５．活動するのがわずらわしい 
 

６．団体などにしばられたくない 

７．自分にとって何の得にもならない 

８．興味・関心がない 

９．その他（            ） 

１０．特に理由はない 

 

問１１ あなたは、近所（同じ町内会）の人とのかかわりはどの程度ですか。 
 

１．自分からあいさつする 

２．あいさつしてくれれば返す 

３．あいさつしてくれても無視する 
 

４．あいさつしないよう、避ける 

５．あいさつ以上の会話をすることがある 

６．近所の人をほとんど知らない 

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

 

 

《○は３つまで》 

《○は１つ》 



165 

 

問１２ あなたの、心配事や悩みの相談相手は誰ですか。 
 

１．父 

２．母 

３．兄弟・姉妹 

４．祖父母 

５．友だち 

６．先輩 

７．インターネット上の友だち 

８．担任の先生 
 

９．保健室の先生 

１０．スクールカウンセラー 

１１．電話相談・メール相談 

１２．塾の先生 

１３．その他の人（             ） 

１４．相談相手がいない 

１５．だれにも相談しない 

１６．特に悩みはない 

 

問１３ あなた自身のことについておたずねします。 

  《○は①～⑥それぞれ１つずつ》 そう思う ややそう思う  あまりそう思わない まったくそう思わない 

① きまりやルールをきちんと守るほうだ 1 2 3 ４ 

② どんなことでも積極的なほうだ 1 2 3 ４ 

③ キレやすい 1 2 3 ４ 

④ つまらないことですぐに落ちこむ  1 2 3 ４ 

⑤ 人とつきあうのが苦手だ 1 2 3 ４ 

⑥ 自信を持ってやれることがない 1 2 3 ４ 

 

問１４ あなたが、今の大人を見て、悪いと思うところはどんなところですか。 
 

１．けじめがなく、マナーが悪い 

２．子どもが悪いことをしてもしからない 

３．夢や希望を持って生きていない 

４．大人としての責任感がない 

５．法律違反をしても罪の意識がない 

６．自己中心的で怒りやすい 

７．お金や仕事のことばかり考えている 

８．子どもの話を聞かず、自分の考えを押しつける 

９．子どもを信用しない 

１０．自分の間違いを素直に認めない 

１１．外見だけで子どもを判断する 

１２．歩きスマホや長時間利用など、スマホ等の使い方が悪い 

１３．その他（                                ） 

１４．特に悪いとは思わない 
 

《○はいくつでも》 

《○は３つまで》 
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問１５ あなたは、将来にどのような夢を持っていますか。 
 

１．希望する職業につきたい 

２．自分の個性や才能をのばしたい 

３．好きなことをしながら生活したい 

４．社会のために役立ちたい 

５．有名人になりたい 

６．お金持ちになって豊かな生活をしたい 

７．お金や名誉より、安定した生活をしたい 

８．思いやりのあるやさしい人になりたい 

９．家族や周りの人たちと、楽しく暮らしたい 

１０．その他（                               ） 

１１．夢は特にない 
 

 
 

問１６ あなたは、現在住んでいる地域が好きですか。 
 

１．好き 
 

２．嫌い ３．どちらともいえない 

 
 

問１７ あなたは、岡山県が将来どのような県になってほしいと思いますか。 
 

１．趣味やスポーツを気軽に楽しめる県 

２．産業が盛んで、いきいきと働ける豊かな県 

３．ゴミのリサイクルが進み環境にやさしい県 

４．災害や犯罪などが少ない安全な県 

５．心豊かに生きがいをもって暮らせる県 

６．道路や鉄道などの交通が整備された県 

７．新鮮、良質、安全な地元の食材に恵まれた県 

８．空気や水がきれいで、自然が豊かな県 

９．福祉や医療サービスなどが充実し、安心して暮らせる県 

１０．教育環境がととのった県 

１１．文化や芸術活動の盛んな県 

１２．その他（                                ） 
 

 

 

  

《○は１つ》 

《○は３つまで》 

《○はいくつでも》 
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問１８ あなたが関心のあることはどのようなことですか。 
 

１．進学のこと 

 ２．将来の仕事のこと 

 ３．クラブ活動のこと 

 ４．家族のこと 

 ５．友だちのこと 

６．好きな人（恋愛）のこと 

７．お金のこと 
 

８．社会のこと 

９．自分の性格のこと 

１０．自分の顔や体型のこと 

１１．自分の健康のこと 

１２．その他（             ） 

１３．特にない 

 
 
 
 

 

 

問１９ あなたは、将来したい仕事やつきたい職業がありますか。 
 

１．ある 
 

２．ない 

 
 

問２０ あなたは、「働く」ということをどう思いますか。 
 

１．働くことは楽しくてやりがいがある 

２．働くことは必要なことだ 
 

３．働くことは仕方がないことだ 

４．生活できるなら働きたくない 

 
 

問２１ あなたが職業を選ぶとき、特に大事だと思うことはどんなことですか。 
 

１．収入が多い 

２．有名な会社である 

３．自分の好きなことや特技が生かせる 

４．多くの人の役に立つ 

５．他人に誇れる職業（会社）である 

６．独立して、自分だけでできる 

７．休みが多い 

８．安定していて、長く続けられる 

９．その他（          ） 
 

 

 

 

 

 
 
  

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 

《○は２つまで》 
 

問１９～２１は働くということについておたずねします。 
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問２２ あなたは、次にあげたことを中学生や高校生が行うことについて、どう思いますか。 

《○は①～⑫それぞれ１つずつ》 

 とても悪い やや悪い 
あまり 

悪くない 

まったく 

悪くない 

① 学校をずる休みすること 1 2 3 ４ 

② タバコを吸うこと 1 2 3 ４ 

③ 酒を飲むこと 1 2 3 ４ 

④ 万引きをすること 1 2 3 ４ 

⑤ 友だちをいじめたり、仲間はずれ 

にすること 
1 2 3 ４ 

⑥ 他人に物やお金を要求すること 1 2 3 ４ 

⑦ 人に暴力を振るうこと 1 2 3 ４ 

⑧ 深夜（午後１１時以降）に外出 

すること 
1 2 3 ４ 

⑨  薬 物 （ シ ン ナ ー 、 危 険 ド ラ ッ グ

等）を使用すること 
1 2 3 ４ 

⑩ 制服を変形して着ること 1 2 3 ４ 

⑪ スマホやインターネットを通じて

知り合った人と実際に会うこと 
1 2 3 ４ 

⑫ スマホやインターネット、雑誌な

どで有害情報（注）を見ること 
1 2 3 ４ 

（注）「有害情報」とは、アダルト情報（アダルト画像・動画を含む）、暴力や犯罪行為（殺人、

死体、薬物など）、ギャンブルや過激な誹謗中傷などの情報のことを言います。 
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問２３ シンナー、覚せい剤、麻薬、危険ドラッグなどの薬物の害について、あなたが 

知っているものはどれですか｡ 
 

１．１回使っただけでも、異常に興奮したり、やる気がなくなったりする 

２．１回使っただけでも、死亡することがある 

３．自分の意思でやめるのが難しくなる 

４．薬が切れると、体を動かすのが嫌になったり、疲れを感じたり、苦しくなったりする 

５．使い続けると、体のいろいろなところに病気が起こりやすくなる 

６．使い続けると、脳の神経がおかされ、心が病気になりやすい 

７．やめても、何かのショックで見えないものが見えたり、聞こえないものが聞こえ 

たりすることがある 

８．上記のいずれも知らなかった 
 

 
 

問２４ あなたは、タバコを吸ったことがありますか。 
 

１．吸ったことはない 

２．吸ったことはないが、吸いたいと思ったことがある  

３．これまでに何回か吸ったことがある 

４．以前よく吸っていたが、今は吸っていない 

５．ほぼ毎日吸っている 
 

 
 

問２５ あなたは、お酒を飲んだことがありますか。 
 

１．飲んだことはない 

２．飲んだことはないが、飲みたいと思ったことがある  

３．これまでに何回か飲んだことがある 

４．以前よく飲んでいたが、今は飲んでいない 

５．月１回以上飲んている 
 

 

 

  

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 
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問２６ あなたは、次のような時、危険な目にあうかもしれないと、不安になることが 

ありますか。 

《○は①～⑤それぞれ１つずつ》 
よく 

不安になる 

時々 

不安になる 

不安になる 

ことはない 

① 登下校中 1 2 3 

② 塾や習い事の行き帰り 1 2 3 

③ 近所の公園などで遊んでいるとき 1 2 3 

④ 買い物や遊びで、繁華街などに行くとき 1 2 3 

⑤ スマホやインターネットをしているとき

（知らない人から連絡が来たなど） 
1 2 3 

 
 

問２７ あなたの住んでいる地域では、登下校中などに不審者から子どもを守るため、 

どのような活動が行われていますか。 
 

１．保護者や地域の人が、登下校につきそう 

２．通学路に保護者や地域の人が立つ 

３．地域の人が見回る 

４．子ども１１０番の家やかけこみ１１０番の店         

５．警察のパトロール 

６．防犯カメラの設置 

７．その他（                             ） 

８．わからない 
 

 

問２８ あなたが、登下校中に危険な目にあわないために特に重要だと思うことは何ですか。 

 

１．地域安全マップづくりをする 

２．学校で防犯訓練をする 

３．あいさつをしっかりして、近所の人と仲良くなる 

４．近所の人に見守ってもらう 

５．地域のパトロール隊やＰＴＡが見守り活動をする 

６．子ども１１０番の家やかけこみ１１０番の店を増やす 

７．危険な場所をなくす 

８．防犯カメラを通学路などに設置する 

９．その他（                            ） 

《○は２つまで》 

《○はいくつでも》 
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問２９ あなたが、大人に対して望むことがあれば、ご自由にご記入ください。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご協力いただきありがとうございました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ももっち うらっち 
岡山県マスコット 



 

 

 

 

 

 

《調査ご協力のお願い》 

令和２年（２０２０年）７月 

岡 山 県 
 
 

この調査は、青少年自身と保護者の意識を把握し、家庭、学校、地域等でのかかわり等を 

分析し、岡山県の今後の青少年対策の基礎資料とすることを目的に行うものです。 

 ご回答いただく方は、県内にお住まいの小学５年生から高校生までの児童・生徒の方と 

その保護者の中から、約５，０００人を無作為に選ばせていただきました。 

この調査票には、お名前を書いていただく必要はありません。お答えいただいた内容は、 

本調査の目的以外に利用することはありませんので、個人情報が公表されたり、学校に 

ご迷惑をおかけすることは決してございません。 

 お忙しいところ誠にお手数をおかけしますが、この調査の趣旨をご理解いただき、ご協力

くださいますようお願い申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年の意識等に関する調査 

 

■ アンケートは、保護者の方がご自身の判断で記入してください。 

■ 回答は、問１から順番に、質問ごとに用意した回答の中から、ご自身の考えにあては

まる番号に○印をつけてください。 

■ 回答は、鉛筆またはボールペンで、はっきりと記入してください。 

■ 記入し終わったら、封筒に入れて封をし、令和２年７月３１日（金）までに 

郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 

■ 質問によっては、判断しかねる項目もあると思いますが、その場合は一般論として 

お考えください。また、答えがたい項目、答えたくない項目はとばしていただいて構

いません。 

■ この調査についてのお問い合わせ先 

岡山県県民生活部男女共同参画青少年課 

〒７００－８５７０ 岡山市北区内山下２-４-６ 

電 話：０８６－２２６－０５５７（直通） 

記入方法について  

保護者用 

うらっち ももっち  

岡山県マスコット  



 

問１ あなたは、今、何歳ですか。 
 

１．～２９歳 

２．３０～３４歳 

３．３５～３９歳 
 

４．４０～４４歳 

５．４５～４９歳 

６．５０～５４歳 

７．５５～５９歳 

８．６０歳以上 

 

 

問２ あなたが、今、一緒に住んでいる人をすべて教えてください。 
 

１．配偶者等 

２．子１人 

３．子２人 

４．子３人以上 
 

５．親 

６．兄弟・姉妹 

７．その他 

 

 

問３ 今回アンケートをお願いしたお子さんとあなたの続柄を教えてください。 
 

１．父親 
 

２．母親 ３．祖父 ４．祖母 ５．その他 

 

 

問４ あなたの家庭は、共働きですか。 
 

１．共働き 
 

２．共働きでない ３．その他（         ） 

 

 

問５ あなたの家庭は、経済的にゆとりがありますか。 
 

１．そう思う 

２．ややそう思う 

３．あまりそう思わない 
 

４．まったくそう思わない 

５．わからない 

 

 

 

 

問６ あなたは、朝食を食べていますか。 
 

１．毎日食べている 

２．だいたい食べている 
 

３．あまり食べていない 

４．まったく食べていない 

 

《○は１つ》 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 

問６～９はあなたの平日の家庭での生活についておたずねします。 



 

問７ あなたは、食事をお子さんと一緒に食べていますか。 

《○は①と②それぞれ１つずつ》 

 
毎日一緒に 

食べる 
時々一緒に 

食べる 
あまり一緒に 

食べない 
まったく一緒に

食べない 

① 朝食 1 2 3 ４ 

② 夕食 1 2 3 ４ 

 

 

問８ あなたが、平日にお子さんと一緒に過ごす時間は、平均どのくらいですか。 
 

１．ほとんどない    

２．１５分くらい       

３．３０分くらい 
 

４．１時間くらい 

５．２時間くらい 

６．３時間くらい 

７．４時間くらい 

８．５時間くらい 

９．６時間以上 

 

 

問９ あなたは、問８で○をつけた時間で、十分だと思いますか。 
 

１．十分だと思う 

２．ほぼ十分だと思う 
 

３．やや不足していると思う 

４．不足していると思う 

 

 

問１０ あなたは、お子さんと会話をしていますか。 
 

１．よくする 

２．する方だと思う 
 

３．していない方だと思う 

４．ほとんどしない 

 

 

（問１０で「３.していない方だと思う」または「４.ほとんどしない」に○がついた人だけ 

お答えください。） 
 

問１０－１ あなたが、お子さんと会話をしないのはなぜですか。 
 

１．子どもがうるさがる 

２．特に話題がない 

３．忙しくて時間がない 

４．子どもが多感な年ごろでうまく話せない 

５．話があわない 
 

６．自分によりつかない 

７．自分が不在がちである 

８．子どもが話したがらない 

９．その他（          ） 

１０．特に理由はない 

 

 

 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 



 

問１１ あなたは、お子さんとどのようなことを話していますか。 
 

１．テレビや音楽、スポーツなどのこと 

２．勉強のこと 

３．学校の出来事 

４．友だちのこと   

５．将来のこと 

６．その他（                 ） 
 

 

 

問１２ あなたは、お子さんへのしつけについてどう思いますか。 
 

１．厳しい 
 

２．やや厳しい ３．やや甘い ４．甘い 

 

 

問１３ お子さんを叩くことがありますか。 
 

１．ある 
 

２．たまにある ３．以前はあったが、今はない  ４．ない 

 

 

問１４ あなたが、子育てやしつけなどについて、悩みや不安を感じていることは何ですか。 
 

１．子どもに基本的な生活習慣が身についていない 

２．しつけや教育に自信が持てない 

３．しつけや教育について相談する相手がいない 

４．配偶者があまり協力してくれない 

５．子どもが勉強しない 

６．子どもの進学や受験のことが心配である 

７．子どもにかかる教育費が心配である 

８．子どもの就職が心配である 

９．子どもが反抗期で言うことを聞かない 

１０．子どもの生活態度が消極的である 

１１．子どもがよい友人関係を持てない 

１２．子どもの考えていることや交友関係が分からない 

１３．子どもの健康が心配である 

１４．子どもの非行や問題行動が心配である 

１５．スマホやインターネットの使い方が心配である 

１６．その他（                                ） 

１７．特に悩みや不安はない 
 

《○は１つ》 

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 



 

問１５ お子さんの手本となるよう、あなたが普段から心がけていることは何ですか。 
 

１．教養を高める 

２．近所とのつきあいを大切にする 

３．心身を鍛錬する（健康管理） 

４．才能を発見し、伸ばす 

５．家族を大切にする 

６．公衆道徳を守る 

７．金銭や物を浪費しない 

８．学習意欲を高める 

９．高齢者や病人にやさしくする 

１０．家族とのコミュニケーションを図る 

１１．正しい性知識を持つ 

１２．特に心がけていることはない 
 

 

 

 

 

問１６ あなたの家庭では、子育てやしつけを主に誰がしていますか。 
 

１．両親共に同じくらい 

２．主に母親 

３．主に父親 
 

４．主に親以外の家族 

５．その他（             ） 

 

 

問１７ あなたは、お子さんの通っている学校に対して、希望することがありますか。 
 

１．もっと勉強させてほしい 

２．もっと厳しくしつけてほしい 

３．もっと体をきたえてほしい 

４．個性を伸ばす教育をしてほしい 

５．情操教育に力を入れてほしい 

６．子どもの安全や健康に力をいれてほしい 

７．子どもの学校での生活状況についての情報提供をしてほしい 

８．その他（                           ） 

９．わからない 
 

 

 

  

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は３つまで》 



 

 

 

問１８ お子さんが、学校に行きたくないと言うことがありますか。 
 

１．よくある 

２．時々ある 
 

３．ない 

４．今はないが、以前はあった 

 

 

問１９ お子さんが、病気などやむを得ない事情がなく、何日も続けて学校に行かない 

（不登校の状態になった）ことがありますか。 
 

１．以前あった 
 

２．今そうである ３．ない 

 

 

（問１９で「１.以前あった」に○がついた人だけお答えください。） 
 

問１９－１ お子さんが、学校へ復帰するうえで、有効だったものはどれですか。 
 

１．学校の先生の支援 

２．カウンセラーへの相談 

３．親の励まし、支え 

４．教育支援センター（適応指導教室）への通室 

５．フリースクール等への通学 

６．友だちの支え 

７．親や先生以外の大人の支え 

８．その他（                                      ） 
 

 

 

問２０ あなたの家では、近所の方とのつきあいがどの程度ありますか。 
 

１．互いに相談したり助け合うなど、非常に緊密 

２．たまに立ち話しをするなど、やや緊密 

３．会えばあいさつする程度 

４．ほとんどつきあいはない 
 

 

 

  

《○は１つ》 

 

《○は１つ》 

《○は１つ》 

《○はいくつでも》 

問 18～19-1 はお子さんが現在通っている学校への通学状況についておたずねします。 



 

問２１ あなたは、最近１年間で次のような地域の活動に参加したことがありますか。 
 

１．お祭りなどの地域の行事 

２．子ども会・町内会行事 

３．清掃・廃品回収 

４．公民館などの催し 
 

５．幼児や高齢者との交流 

６．あいさつ・声かけ運動 

７．その他（              ） 

８．参加したことがない 

 

 

問２２ あなたは、ボランティア活動をしていますか。 
 

１．よく活動している 

２．時々活動している（年数回程度） 

３．あまり活動していない 
 

４．今はしていないが、以前活動していた 

５．まったく活動したことがない 

 

 

（問２１で「８．参加したことがない」、または問２２で「５．まったく活動したことが 

ない」に○がついた人だけお答えください。） 
 

問２３ あなたが、地域活動やボランティア活動に参加しないのは、なぜですか。 
 

１．活動の情報がない 

２．活動の時間がない 

３．気軽に参加できる活動が少ない 

４．誘ってくれる仲間がいない 

５．活動するのがわずらわしい 
 

６．団体などにしばられたくない 

７．自分にとって何の得にもならない 

８．興味・関心がない 

９．その他（           ） 

１０．特に理由はない 

 

 

問２４ あなたの、心配事や悩みの相談相手は誰ですか。 
 

１．配偶者 

２．あなたの父母 

３．配偶者の父母 

４．父母以外の親戚 

５．友人 

６．近所や職場の人 

７．学校の先生 
 

８．塾や予備校の先生 

９．カウンセラー、相談員 

１０．相談機関（電話やメールによる相談を含む） 

１１．その他の人（                ） 

１２．相談する人がいない 

１３．誰にも相談しない 

１４．特に悩みはない 

 

 

 

 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

 

 

《○は３つまで》 

《○は３つまで》 



 

問２５ あなたが、「子どもの人権（人が生まれながらにして持っている権利）」が 

 守られていないと思うときは、どんなときですか。 
 

１．「子どものくせに」と言われる 

２．子どもが親から暴力を受ける 

３．子どもが親から無視される 

４．学校でいじめられる 
 

５．学校で、子どもの意見が無視される 

６．犯罪の被害者になりやすい 

７．未成年の性が商品化される 

８．その他（              ） 

 

 

問２６ あなたは、将来お子さんにどのような職業（職場）についてほしいと望んで 

 いますか。 
 

１．収入が多い 

２．有名な会社である 

３．自分の好きなことや特技がいかせる 

４．多くの人の役に立つ 

５．他人に誇れる職業（会社）である 
 

６．独立して、自分だけでできる 

７．休みが多い 

８．安定していて、長く続けられる 

９．その他（             ） 

 

 

  

《○は３つまで》 

《○は２つまで》 



 

問２７ あなたは、次にあげたことを、お子さんが行うことについて、 

  どう思いますか。 

《○は①～⑫それぞれ１つずつ》 

 とても悪い や や 悪 い あまり悪くない まったく悪くない  

① 学校をずる休みすること 1 2 3 ４ 

② タバコを吸うこと 1 2 3 ４ 

③ 酒を飲むこと 1 2 3 ４ 

④ 万引きをすること 1 2 3 ４ 

⑤ 友だちをいじめたり、仲間はずれに

すること 
1 2 3 ４ 

⑥ 他人に物やお金を要求すること 1 2 3 ４ 

⑦ 人に暴力をふるうこと 1 2 3 ４ 

⑧ 深夜（午後１１時以降）に外出する

こと 
1 2 3 ４ 

⑨ 薬物（シンナー、危険ドラッグ等）

を使用すること 
1 2 3 ４ 

⑩ 制服を変形して着ること 1 2 3 ４ 

⑪ スマホやインターネットを通じて知

り合った人と実際に会うこと 
1 2 3 ４ 

⑫ スマホやインターネット、雑誌など

で有害情報(＊)を見ること 
１ ２ ３ ４ 

(＊)「有害情報」とは、アダルト情報（アダルト画像・動画を含む）、暴力や犯罪行為（殺人、 

死体、薬物など）、ギャンブルや過激な誹謗中傷などの情報のことを言います。 

 

  



 

問２８ あなたは、青少年の健全育成のために、特にどのようなことが必要だと思いますか。 
 

１．家庭でのしつけや教育を充実すること 

２．学校での道徳教育や生徒指導を充実すること 

３．地域社会での青少年の健全育成を充実すること 

４．家庭・学校・地域が連携して、青少年の健全育成に取り組むこと 

５．悩み事などの相談機関を充実させること 

６．青少年のボランティア活動を促進すること 

７．青少年の居場所を整備すること 

８．青少年の非行防止活動を推進すること 

９．青少年に悪影響を与える有害な環境をなくすこと 

１０．その他（                           ） 

１１．わからない 
 

 

 

問２９ あなたは、非行や問題行動を犯した少年が立ち直るために特に重要なことは、 

何だと思いますか。 
 

１．家庭が根気よく温かく支える 

２．学校が温かく支える 

３．周囲の大人が温かく支える 

４．友だちが温かく支える 

５．行政が関係機関（学校、警察、更生保護施設等）との連携を強化する 

６．相談機関の機能を強化する 

７．その他（                           ） 

８．わからない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《○は３つまで》 

《○は２つまで》 



 

問３０  シンナー､覚せい剤、麻薬、危険ドラッグなどの薬物の害について、あなたが 

知っているものはどれですか。 
 

１．１回使っただけでも、異常に興奮したり、やる気がなくなったりする 

２．１回使っただけでも、死亡することがある 

３．自分の意思でやめるのが難しくなる 

４．薬がきれると、体を動かすのが嫌になったり、疲れを感じたり、苦しくなったりする 

５．使い続けると、体のいろいろなところに病気が起こりやすくなる 

６．使い続けると、脳の神経がおかされ、心が病気になりやすい 

７．やめても、何かのショックで見えないものが見えたり、聞こえないものが聞こえた

りすることがある 

８．上記のいずれも知らなかった 
 

 

 

問３１ お子さんは、スマートフォン、携帯電話やパソコン等を持っていますか。 
 

１．お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブレット 

２．家族と共用の携帯電話、スマートフォン、タブレット 

３．お子さん専用のパソコン 

４．家族と共用のパソコン 

５．お子さん専用のゲーム機やテレビなどの電子機器 

６．家族共用のゲーム機やテレビなどの電子機器 

７．どれも持っていない 
 

 

 

（問３１で「１～６」に○がついた人だけお答えください。） 
 

問３１－１ お子さんが使用しているスマートフォン等にフィルタリング(＊２)を使って 

 いますか。 
(＊２)「フィルタリング」とは、青少年がインターネットを利用する際に、危険な 

サイトに接触しないように制限することができるツールです。 

《○は①～③それぞれ１つずつ》 

 
フィルタリングを 
使っている 

フィルタリングを 
使っていない 

インターネットが 
使えない機種・ 
設定になっている 

わからない 
この機器は 
持っていない･ 
使っていない 

① 携帯電話、 

スマートフォン、 

タブレット 

１ ２ ３ ４ ５ 

② パソコン 1 2 3 ４ ５ 

③ ゲーム機やテレビなど

の電子機器 
1 2 3 ４ ５ 

  

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》 



 

問３２ お子さんがインターネットを利用している端末は何ですか。 
 

１．お子さん専用の携帯電話、スマートフォン、タブレットで利用 

２．家族と共用の携帯電話、スマートフォン、タブレットで利用 

３．お子さん専用のパソコンで利用 

４．家族と共用のパソコンで利用 

５．お子さん専用のゲーム機やテレビなどの電子機器で利用 

６．家族と共用のゲーム機やテレビなどの電子機器で利用 

７．利用していない 
 

 

 

問３３ お子さんは、どこでインターネットを利用していますか。 
 

１．お子さん専用の部屋 

２．家族共用（リビング等）の部屋 

３．自宅以外の場所 
 

４．わからない 

５．利用していない 

 

 

問３４ あなたの家では、お子さんのインターネットの使い方について、何かルールが 

 ありますか。 
 

１．利用する時間を決めている 

２．利用する場所を決めている 

３．メールやメッセージを送る相手を制限している 

４．利用するサイトやアプリの内容を決めている 

５．他人を誹謗中傷する書き込みをしないなど、送信・投稿する内容を決めている 

６．パスワードや電話帳情報、位置情報などの利用者情報が漏れないようにしている 

７．ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法を決めている 

８．困ったときには、すぐに保護者に相談するように決めている 

９．その他（                                ） 

１０．特にルールを決めていない 

１１．わからない 
 

 

 

 

 

 

 

 

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》 

《○はいくつでも》 



 

問３５ お子さんのインターネット利用について、どのような取組が必要だと 

 思いますか。 
 

１．インターネット利用のルール作りなど、家庭における取組を支援する 

２．フィルタリングの使用を徹底させる 

３．フィルタリングの性能や機能を向上させる 

４．フィルタリングの操作方法や名称をわかりやすくする 

５．安全な利用のための機能・設定について、業者が販売時に保護者にきちんと 

説明する 

６．学校において子どもに対する「情報モラル教育」を充実させる 

７．学校の保護者会やＰＴＡの会合などで、保護者に対する啓発を充実させる 

８．国・地方公共団体等が、インターネットの危険性や注意すべき点について、保護者 

へ説明する機会を設ける 

９．相談機関・窓口を利用しやすいように改善する 

１０．保護者同士で気軽に相談できる関係を作る 

１１．有害サイトへの規制を強化する 

１２．有害情報を掲載しているサイトの責任者に対する規制を強化する 

１３．各家庭で小中学生には携帯電話、スマートフォンを持たせないようにする 

１４．小中学校への携帯電話、スマートフォンの持込を禁止する 

１５．その他（                                ） 

１６．特にない 

１７．わからない 
 

 

 

問３６ 望まない妊娠や性感染症の予防法について、家庭で話すことはありますか。 
 

１．話している 
 

２．今後話す予定 ３．話すことはない 

 

 

問３７ あなたのお住まいの地域での不審者等の出没について、聞いたことがありますか。 
 

１．よく聞く 

２．時々聞く 
 

３．あまり聞かない 

４．まったく聞かない 

 

 

 

 

 

 

 

《○はいくつでも》 

《○は１つ》 

《○は１つ》 



 

問３８ あなたは、お子さんの安全を守るために、どのような活動をしていますか。 
 

１．パトロール隊の活動に参加している 

２．不審者情報の発信メールに加入し、常に情報の提供を受けている 

３．ＰＴＡの会合などに積極的に参加して、不審者情報の提供を受けている 

４．子どもの登下校の時間帯に路上等での見守りをしている 

５．地域で見慣れない人には、積極的に声かけを行っている 

６．特に何もしていない 
 

 

 

問３９ あなたは、お子さんの安全を守るために、特にどのようなことに力を入れるべき 

 だと思いますか。 
 

１．学校への不審者侵入を防止する対策の徹底 

２．地域住民による学校内の見回り 

３．学校での子ども対象の防犯教室、訓練の徹底 

４．教職員やＰＴＡによる登下校のつきそい 

５．地域住民による通学路等のパトロール活動 

６．通学路等の危険箇所の点検や安全マップの作成 

７．スクールバスの運行やタクシーによる下校の実施 

８．防犯灯や防犯カメラなど地域の施設・設備の整備 

９．子ども１１０番の家やかけこみ１１０番の店の増設 

１０．警察や行政によるパトロール活動の強化 

１１．学校や警察等からの不審者情報の提供 

１２．自治会等における研修会や啓発活動 

１３．住民同士の連帯意識の向上 
 

 

 

問４０ 青少年の健全育成に関して、ご意見・ご要望等がありましたら、ご自由にご記入 

ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

《○は３つまで》 

《○はいくつでも》 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ ご 協 力 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た ～  

 

 

 

 

 

ももっち うらっち  
岡山県マスコット 


